
昭和四十年運輸省令第三十九号

海上における人命の安全のための国際条約等による証書に関する省令

船舶安全法（昭和八年法律第十一号）第十六条の規定を実施するため、海上における人命の安全のための国際条約及び国際満載吃水線条

約による証書に関する省令を次のように定める。

（総トン数）

第一条　この省令を適用する場合における総トン数は、船舶安全法施行規則（昭和三十八年運輸省令第四十一号）第六十六条の二の総トン

数とする。

（定義）

第一条の二　この省令において「安全条約」とは、千九百七十四年の海上における人命の安全のための国際条約をいう。

２　この省令において「安全条約議定書」とは、千九百七十四年の海上における人命の安全のための国際条約に関する千九百八十八年の議

定書をいう。

３　この省令において「国際満載喫水線条約」とは、千九百六十六年の満載喫水線に関する国際条約をいう。

４　この省令において「国際満載喫水線条約議定書」とは、千九百六十六年の満載喫水線に関する国際条約の千九百八十八年の議定書をい

う。

５　この省令において「汚染防止条約」とは、千九百七十三年の船舶による汚染の防止のための国際条約に関する千九百七十八年の議定書

をいう。

６　この省令において「有害防汚方法規制条約」とは、二千一年の船舶の有害な防汚方法の規制に関する国際条約をいう。

７　この省令において「国際航海」とは、船舶安全法施行規則第一条第一項の国際航海をいう。

８　この省令において「貨物船」とは、旅客船及び船舶安全法施行規則第一条第二項第一号の船舶以外の船舶をいう。

９　この省令において「タンカー」とは、船舶救命設備規則（昭和四十年運輸省令第三十六号）第一条の二第六項のタンカーをいう。

１０　この省令において「照射済核燃料等運送船」とは、危険物船舶運送及び貯蔵規則（昭和三十二年運輸省令第三十号）第四十五条に規

定する船舶であつて同令別表第四の甲種貨物又は乙種貨物を運送するものをいう。

１１　この省令において「液化ガスばら積船」とは、危険物船舶運送及び貯蔵規則第百四十二条の液化ガスばら積船をいう。

１２　この省令において「液体化学薬品ばら積船」とは、危険物船舶運送及び貯蔵規則第二百五十七条の液体化学薬品ばら積船をいう。

１３　この省令において「高速船」とは、管海官庁が千九百七十四年の海上における人命の安全のための国際条約附属書第十章第一規則に

規定する高速船コードに従つて指示するところにより当該船舶が船舶安全法（昭和八年法律第十一号）第二条第一項に掲げる事項を施設

し、かつ、同法第三条の規定による満載喫水線の標示をしている旨及び当該船舶に係る航行上の条件が、船舶安全法施行規則第十三条の

五第二項の規定により記入された船舶検査証書を受有する船舶をいう。

１４　この省令において「極海域航行船」とは、船舶設備規程（昭和九年逓信省令第六号）第二条第六項に規定する極海域航行船をいう。

１５　この省令において「条約証書」とは、旅客船安全証書、原子力旅客船安全証書、貨物船安全構造証書、貨物船安全設備証書、貨物船

安全無線証書、貨物船安全証書、国際照射済核燃料等運送船適合証書、国際液化ガスばら積船適合証書、国際液体化学薬品ばら積船適合

証書、免除証書、高速船安全証書、高速船航行条件証書、極海域航行船証書、国際満載喫水線証書、国際満載喫水線免除証書及び国際防

汚方法証書をいう。

１６　この省令において「管海官庁」とは、船舶安全法施行規則第一条第十四項の管海官庁をいう。

１７　この省令において「船級協会」とは、船舶安全法第八条の登録を受けた船級協会をいう。

１８　この省令において「証書発給船級協会」とは、船舶安全法第二十九条ノ三第二項の登録を受けた船級協会をいう。

（交付）

第二条　管海官庁は、国際航海に従事する船舶（推進機関を有しない船舶及び船舶安全法施行規則第一条第五項の小型兼用船であつて漁ろ

うをする間にのみ国際航海をするものを除く。）であつて次の各号に掲げるものの所有者に対し、その者の申請によりそれぞれ当該各号

に掲げる条約証書を交付するものとする。ただし、次項の免除証書により当該条約証書に係る要件の全部を免除された条約証書について

は、この限りでない。

一　旅客船（第二号及び第八号に掲げる船舶を除く。）　旅客船安全証書（第一号様式）

二　原子力旅客船　原子力旅客船安全証書（第一号の二様式）

三　総トン数五百トン以上の貨物船（第七号に掲げる船舶を除く。）　貨物船安全構造証書（第二号様式）、貨物船安全設備証書（第三号

様式）及び貨物船安全無線証書（第四号様式）又は貨物船安全証書（第五号様式）

四　総トン数三百トン以上五百トン未満の貨物船　貨物船安全無線証書

五　照射済核燃料等運送船　国際照射済核燃料等運送船適合証書（第五号の二様式）

六　液化ガスばら積船（危険物船舶運送及び貯蔵規則第百四十二条ただし書に規定する船舶を除く。）　国際液化ガスばら積船適合証書

（第五号の二の二様式）

七　液体化学薬品ばら積船（危険物船舶運送及び貯蔵規則第二百五十七条ただし書及び第二百五十七条の二に規定する船舶を除く。）　国

際液体化学薬品ばら積船適合証書（第五号の三様式）

八　高速船　高速船安全証書（第六号の二様式）及び高速船航行条件証書（第六号の三様式）

九　極海域航行船　極海域航行船証書（第六号の四様式）

２　管海官庁は、国際航海に従事する船舶（推進機関を有しない船舶、船舶安全法施行規則第一条第五項の小型兼用船であつて漁ろうをす

る間にのみ国際航海をするもの及び前項第八号に掲げる船舶を除く。）であつて次の各号に掲げるものの所有者に対し、それぞれ当該各

号に掲げる場合には、その者の申請により免除証書（第六号様式）を交付するものとする。

一　旅客船又は総トン数五百トン以上の貨物船　船舶設備規程、漁船特殊規程（昭和九年逓信省・農林省令）、船舶区画規程（昭和二十

七年運輸省令第九十七号）、船舶機関規則（昭和五十九年運輸省令第二十八号）、危険物船舶運送及び貯蔵規則、船舶救命設備規則、船

舶消防設備規則（昭和四十年運輸省令第三十七号）又は船舶防火構造規則（昭和五十五年運輸省令第十一号）の定めるところにより条

約証書（国際満載喫水線証書及び国際満載喫水線免除証書を除く。）に係る要件の一部又は全部を免除されたとき。

二　旅客船又は総トン数三百トン以上の貨物船　船舶安全法第九条第二項の臨時航行許可証（以下単に「臨時航行許可証」という。）の

交付を受け、又は船舶安全法施行規則第四条第一項第一号、第五号若しくは第六号の許可を受けたとき。

３　管海官庁は、旅客船又は貨物船であつて、国際航海に従事する長さ二十四メートル以上のもの（次項において「条約適用船」という。）

の所有者に対し、その者の申請により国際満載喫水線証書（第七号様式）を交付するものとする。ただし、次の各号のいずれかに該当す

る船舶にあつては、この限りでない。

一　次項の国際満載喫水線免除証書により国際満載喫水線証書に係る要件の全部を免除された船舶

二　高速船
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４　管海官庁は、条約適用船であつて次の各号に掲げるものの所有者に対し、その者の申請により国際満載喫水線免除証書（第八号様式）

を交付するものとする。

一　潜水船、船舶安全法施行規則第三条第一項第一号及び第二号に規定する船舶並びに臨時航行許可証の交付を受けた船舶

二　船舶設備規程、満載喫水線規則（昭和四十三年運輸省令第三十三号）又は船舶構造規則（平成十年運輸省令第十六号）の定めるとこ

ろにより国際満載喫水線証書に係る要件の一部又は全部を免除された船舶

５　管海官庁は、国際航海に従事する総トン数（船舶のトン数の測度に関する法律（昭和五十五年法律第四十号）第四条第一項の国際総ト

ン数をいう。次項において同じ。）四百トン以上の船舶の所有者に対し、その者の申請により国際防汚方法証書（第八号の二様式）を交

付するものとする。

６　管海官庁は、国際航海に従事しない総トン数四百トン以上の船舶の所有者に対し、その者の申請により国際防汚方法証書を交付するこ

とができる。

７　管海官庁は、船舶検査証書又は臨時航行許可証を有しない船舶については、前各項の規定による条約証書の交付をしてはならない。

（交付申請）

第三条　条約証書の交付を受けようとする者は、条約証書交付等申請書（第九号様式）に次に掲げる書類を添えて管海官庁に提出しなけれ

ばならない。

一　船舶検査証書及び船舶検査手帳又は臨時航行許可証及び船舶検査手帳（交付を受けている船舶に限る。）

二　海洋汚染等防止証書及び海洋汚染等防止検査手帳又は臨時海洋汚染等防止証書及び海洋汚染等防止検査手帳（交付を受けている船舶

に限る。）（海洋汚染等防止証書又は臨時海洋汚染等防止証書の交付を受けている船舶が国際液体化学薬品ばら積船適合証書の交付を受

ける場合に限る。）

三　電波法（昭和二十五年法律第百三十一号）第十四条の免許状の写し又は同法第六十条の無線検査簿（旅客船安全証書、原子力旅客船

安全証書、貨物船安全無線証書、貨物船安全証書又は高速船安全証書及び高速船航行条件証書の交付を受ける場合に限る。）

（有効期間）

第四条　次の各号に掲げる条約証書の有効期間は、交付の日からそれぞれ当該各号に掲げる日までとする。

一　旅客船安全証書及び極海域航行船証書（旅客船（原子力船を除く。）に係るものに限る。）　当該証書の交付の日後最初に行われる中

間検査に係る検査基準日（船舶安全法施行規則第十八条第二項の表備考第二号（同条第七項の規定により読み替えて適用する場合を含

む。）に規定する検査基準日をいう。次項第一号において同じ。）又は船舶検査証書の有効期間が満了する日のいずれか早い日

二　原子力旅客船安全証書及び極海域航行船証書（旅客船（原子力船に限る。）に係るものに限る。）　当該証書の交付の日後最初に行わ

れる中間検査の日（船舶安全法施行規則第十八条第二項の表第二号下欄に掲げる日をいう。）又は船舶検査証書の有効期間が満了する

日のいずれか早い日

三　貨物船安全構造証書、貨物船安全設備証書、貨物船安全無線証書、貨物船安全証書、国際照射済核燃料等運送船適合証書、国際液化

ガスばら積船適合証書、国際液体化学薬品ばら積船適合証書、高速船安全証書及び高速船航行条件証書、極海域航行船証書（旅客船に

係るものを除く。）並びに国際満載喫水線証書　船舶検査証書の有効期間が満了する日

２　次の各号に掲げる免除証書及び国際満載喫水線免除証書の有効期間は、交付の日からそれぞれ当該各号に掲げる日までとする。

一　旅客船安全証書に係る要件の一部又は全部を免除する免除証書　当該証書の交付の日後最初に行われる中間検査に係る検査基準日又

は船舶検査証書の有効期間が満了する日のいずれか早い日

二　貨物船安全構造証書、貨物船安全設備証書、貨物船安全無線証書又は貨物船安全証書に係る要件の一部又は全部を免除する免除証書

及び国際満載喫水線免除証書　船舶検査証書の有効期間が満了する日

３　前二項の規定にかかわらず、臨時航行許可証又は船舶安全法施行規則第三十八条第三項の臨時変更証の交付を受けた船舶の条約証書の

有効期間の終期は、当該臨時航行許可証又は臨時変更証の有効期間の満了する日とする。

４　第一項各号又は第二項各号に掲げる従前の条約証書の有効期間の満了前に、定期検査（船舶安全法第八条の船舶にあつては、船級協会

が同条の規定により行う定期検査に相当する検査。以下「定期検査等」という。）又は中間検査（第一項第一号及び第二号並びに第二項

第一号に掲げる条約証書の交付を受けた船舶が受けるものに限る。以下この条、次条及び第五条の二において同じ。）を受け、当該定期

検査等又は中間検査に係る条約証書の交付を受けた場合には、従前の条約証書の有効期間は、満了したものとみなす。

（有効期間の延長）

第五条　管海官庁又は日本の領事官は、条約証書（原子力旅客船安全証書、極海域航行船証書（旅客船（原子力船に限る。）に係るものに

限る。）及び国際防汚方法証書を除く。以下この条及び次条（第四項を除く。）において同じ。）の有効期間が満了する時において外国の

港から本邦の港又は定期検査等若しくは中間検査を受ける予定の外国の他の港に向け航海中となる船舶（船舶検査証書を受有する船舶に

限る。以下この条において同じ。）については、申請により、当該条約証書の有効期間が満了する日の翌日から起算して三月（高速船に

あつては、一月）を超えない範囲内においてその指定する日まで当該条約証書の有効期間を延長することができる。ただし、指定を受け

た日前に当該航海を終了した場合には、当該条約証書の有効期間は、満了したものとみなす。

２　前項の規定による場合を除き、管海官庁又は日本の領事官は、条約証書の有効期間が満了する時において航海中となる高速船でない船

舶（航海を開始する港から最終の到着港までの距離が千海里を超えない航海に従事するものに限る。）について、申請により、当該条約

証書の有効期間が満了する日から起算して一月を超えない範囲内においてその指定する日まで当該条約証書の有効期間を延長することが

できる。

３　前二項の申請をしようとする者は、条約証書有効期間延長申請書（第十号様式）に当該条約証書、船舶検査証書及び船舶検査手帳を添

えて管海官庁又は日本の領事官に提出しなければならない。

４　第一項及び第二項の指定は、条約証書及び船舶検査手帳に記入して行なう。

第五条の二　定期検査等又は中間検査の結果第二条の規定による条約証書の交付を受けることができる船舶（船舶検査証書を受有する船舶

に限る。以下この条において同じ。）であつて、当該定期検査等又は中間検査を外国において受けた場合その他地理的条件、交通事情そ

の他の事情により、従前の条約証書の有効期間が満了するまでの間において当該定期検査等又は中間検査に係る条約証書の交付を受ける

ことができなかつたものについては、従前の条約証書の有効期間は、第四条第一項及び第二項の規定にかかわらず、当該定期検査等若し

くは中間検査に係る条約証書が交付される日又は従前の条約証書の有効期間が満了する日の翌日から起算して五月を経過する日のいずれ

か早い日までの期間とする。

２　前項の規定の適用を受けようとする者は、その旨を記載した書面に条約証書（船舶安全法第八条の船舶に係る確認を受けようとする場

合にあつては、条約証書の写し）を添えて管海官庁に提出し、船舶に前項に規定する事由がある旨の確認を受けなければならない。

３　管海官庁は、船舶安全法第八条の船舶以外の船舶に係る前項の確認を行つたときは、条約証書に当該船舶が第一項の規定の適用を受け

ている旨を記入し、前項の書面を提出した者に返付するものとする。
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４　船級協会は、船舶安全法第八条の船舶に係る第二項の確認を受けた者からの申請により、条約証書（旅客船安全証書及び当該証書に係

る免除証書、原子力旅客船安全証書、国際照射済核燃料等運送船適合証書、極海域航行船証書（旅客船に係るものに限る。）並びに国際

防汚方法証書を除く。）に当該船舶が第一項の規定の適用を受けている旨を記入するものとする。

（条約証書の提示等）

第六条　貨物船安全構造証書、貨物船安全設備証書、貨物船安全無線証書、貨物船安全証書、国際照射済核燃料等運送船適合証書、国際液

化ガスばら積船適合証書、国際液体化学薬品ばら積船適合証書、高速船安全証書及び高速船航行条件証書、極海域航行船証書（旅客船に

係るものを除く。）、国際満載喫水線証書、国際満載喫水線免除証書又は国際防汚方法証書を受有する船舶の所有者は、中間検査（国際防

汚方法証書を受有する船舶の所有者については、定期検査、中間検査又は臨時検査）を受けようとする場合は、貨物船安全構造証書、貨

物船安全設備証書、貨物船安全無線証書、貨物船安全証書、国際照射済核燃料等運送船適合証書、国際液化ガスばら積船適合証書、国際

液体化学薬品ばら積船適合証書若しくはこれらの証書に係る免除証書、高速船安全証書及び高速船航行条件証書、極海域航行船証書（旅

客船に係るものを除く。）、国際満載喫水線証書、国際満載喫水線免除証書又は国際防汚方法証書を管海官庁に提示しなければならない。

２　管海官庁は、前項の船舶が同項の検査に合格した場合は、貨物船安全構造証書、貨物船安全設備証書、貨物船安全無線証書、貨物船安

全証書、国際照射済核燃料等運送船適合証書、国際液化ガスばら積船適合証書、国際液体化学薬品ばら積船適合証書、高速船安全証書及

び高速船航行条件証書、極海域航行船証書（旅客船に係るものを除く。）、国際満載喫水線証書、国際満載喫水線免除証書又は国際防汚方

法証書に当該検査に合格した旨を記入（国際防汚方法証書については、防汚方法の変更又は更新に係る検査をした場合に限る。）し、同

項の免除証書とともに船舶所有者に返付するものとする。

３　船級協会は、貨物船安全構造証書、貨物船安全設備証書、貨物船安全無線証書、貨物船安全証書、国際液化ガスばら積船適合証書、国

際液体化学薬品ばら積船適合証書、高速船安全証書及び高速船航行条件証書、極海域航行船証書、国際満載喫水線証書、国際満載喫水線

免除証書又は国際防汚方法証書を受有する船舶安全法第八条の船舶が同条の検査（中間検査に相当する検査（国際防汚方法証書を受有す

る同条の船舶にあつては、定期検査、中間検査又は臨時検査に相当する検査）に限る。）に合格した場合は、貨物船安全構造証書、貨物

船安全設備証書、貨物船安全無線証書、貨物船安全証書、国際液化ガスばら積船適合証書、国際液体化学薬品ばら積船適合証書、高速船

安全証書及び高速船航行条件証書、極海域航行船証書、国際満載喫水線証書、国際満載喫水線免除証書又は国際防汚方法証書に当該検査

に合格した旨を記入（国際防汚方法証書については、防汚方法の変更又は更新に係る検査をした場合に限る。）するものとする。

（書換え）

第七条　船舶所有者は、条約証書の記載事項を変更しようとする場合又はその変更を生じた場合には、すみやかに、条約証書交付等申請書

に当該条約証書、船舶検査証書及び船舶検査手帳並びに海洋汚染等防止証書及び海洋汚染等防止検査手帳（海洋汚染等防止証書の交付を

受けている船舶が国際液体化学薬品ばら積船適合証書の書換えを受ける場合に限る。）を添えて管海官庁に提出し、その書換えを受けな

ければならない。

２　管海官庁は、前項の規定による条約証書の書換えの申請があつた場合において、その書換えが特定航海における旅客船安全証書又は原

子力旅客船安全証書に記載された救命設備に係る事項についての臨時的な書換えのときは、書換えに代えて附属書（第十一号様式）を交

付することができる。

３　書換えに代えて交付を受けた附属書に記載された事項に対応する旅客船安全証書又は原子力旅客船安全証書の記載事項は、当該附属書

の有効期間中は、当該附属書に記載されたとおり書き換えられたものとみなす。

（再交付）

第八条　船舶所有者は、条約証書を滅失し、又はき損した場合には、条約証書交付等申請書に当該条約証書（き損した場合に限る。）、船舶

検査証書及び船舶検査手帳又は臨時航行許可証及び船舶検査手帳（交付を受けている船舶に限る。）並びに海洋汚染等防止証書及び海洋

汚染等防止検査手帳又は臨時海洋汚染等防止証書及び海洋汚染等防止検査手帳（交付を受けている船舶に限る。）（海洋汚染等防止証書又

は臨時海洋汚染等防止証書の交付を受けている船舶が国際液体化学薬品ばら積船適合証書の再交付を受ける場合に限る。）を添えて管海

官庁に提出し、その再交付を受けることができる。

（返納）

第九条　船舶所有者は、次に掲げる場合には、すみやかに、条約証書（第四号の場合にあつては、発見した条約証書）を管海官庁に返納し

なければならない。

一　船舶が滅失し、沈没し、又は解撤されたとき。

二　船舶が船舶安全法第二条第一項の規定の適用を受けないこととなつたとき。

三　条約証書の有効期間が満了したとき。

四　前条の規定により条約証書の再交付を受けた後、失つた条約証書を発見したとき。

五　前各号に掲げる場合のほか、船舶が当該条約証書を受有することを要しなくなつたとき。

２　船舶所有者は、第二条第六項の規定により交付を受けた国際防汚方法証書を管海官庁に返納することができる。

（船内備置き）

第十条　船長は、条約証書を船内に備え置かなければならない。

（附属書）

第十一条　第七条第二項の規定により交付を受けた附属書は、旅客船安全証書又は原子力旅客船安全証書に添付しておかなければならな

い。

２　前三条の規定は、附属書について準用する。

（証書発給船級協会が交付する条約証書）

第十二条　証書発給船級協会は、国土交通大臣の登録を受けたときは、国際航海に従事する船舶安全法第八条の船舶については貨物船安全

構造証書、貨物船安全設備証書、貨物船安全無線証書、貨物船安全証書、国際液化ガスばら積船適合証書及び極海域航行船証書を、同条

の船舶であつて満載喫水線の位置を定めたものについては国際満載喫水線証書を、防汚方法の検査を受けたものについては国際防汚方法

証書を交付することができる。

２　前項の規定により証書発給船級協会が交付する貨物船安全構造証書、貨物船安全設備証書、貨物船安全無線証書、貨物船安全証書、国

際液化ガスばら積船適合証書及び極海域航行船証書並びに国際満載喫水線証書の有効期間に関しては、第四条第一項第三号及び第四項の

規定にかかわらず、船舶安全法第二十九条ノ三第三項において準用する同法第二十五条の五十一第一項の証書の発給業務規程に有効期間

に関する事項が定められている場合には、これによるものとする。

３　第一項の規定により証書発給船級協会が交付する貨物船安全構造証書、貨物船安全設備証書、貨物船安全無線証書、貨物船安全証書、

国際液化ガスばら積船適合証書及び極海域航行船証書、国際満載喫水線証書並びに国際防汚方法証書に関しては、第二条第一項、第三

項、第五項、第六項及び第七項、第三条、第七条第一項、第八条並びに第九条の規定中「管海官庁」とあるのは「証書発給船級協会」と

読み替えるものとする。
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４　前項において読み替えて準用する第二条第一項に規定する貨物船安全構造証書、貨物船安全設備証書、貨物船安全無線証書、貨物船安

全証書、国際液化ガスばら積船適合証書及び極海域航行船証書、同条第三項に規定する国際満載喫水線証書、同条第五項及び第六項に規

定する国際防汚方法証書並びに第三条に規定する条約証書交付等申請書は、これらの規定にかかわらず、船舶安全法第二十九条ノ三第三

項において準用する同法第二十五条の五十一第一項の証書の発給業務規程の貨物船安全構造証書、貨物船安全設備証書、貨物船安全無線

証書、貨物船安全証書、国際液化ガスばら積船適合証書及び極海域航行船証書、国際満載喫水線証書、国際防汚方法証書並びに条約証書

交付等申請書の様式に関する事項によるものとする。

（外国政府が発行する条約証書）

第十三条　安全条約、安全条約議定書、国際満載喫水線条約、国際満載喫水線条約議定書又は有害防汚方法規制条約に加盟している外国の

政府が発行する条約証書（国際満載喫水線免除証書及び国際液体化学薬品ばら積船適合証書を除く。以下次条において同じ。）の交付を

受けようとする場合には、最寄りの日本の領事館を通じて申請しなければならない。

２　安全条約及び汚染防止条約に加盟している外国の政府が発行する国際液体化学薬品ばら積船適合証書の交付を受けようとする場合に

は、最寄りの日本の領事官を通じて申請しなければならない。

３　前二項の規定により交付を受けた条約証書は、この省令の規定により管海官庁が交付したものとみなす。

（外国船舶に対する条約証書の交付）

第十四条　管海官庁は、安全条約、安全条約議定書、国際満載喫水線条約、国際満載喫水線条約議定書又は有害防汚方法規制条約に加盟し

ている外国の政府の要請があつた場合には、当該国に登録された船舶に対しても条約証書を交付することができる。この場合において、

当該条約証書には、当該国政府の要請に基づいて発行した旨を記載するものとする。

２　管海官庁は、安全条約及び汚染防止条約に加盟している外国の政府の要請があつた場合には、当該国に登録された船舶に対しても国際

液体化学薬品ばら積船適合証書を交付することができる。この場合において、当該国際液体化学薬品ばら積船適合証書には、当該国政府

の要請に基づいて発行した旨を記載するものとする。

（手数料）

第十五条　管海官庁に対して条約証書の交付、書換え、若しくは再交付又は附属書の交付若しくは再交付の申請をしようとする者（国及び

船舶安全法施行令（昭和九年勅令第十三号）第五条に掲げる独立行政法人を除く。）は、次に掲げる額の手数料を納めなければならない。

一　条約証書の交付、書換え又は再交付　一万五千八百円（情報通信技術を活用した行政の推進等に関する法律（平成十四年法律第百五

十一号。次号において「情報通信技術活用法」という。）第六条第一項の規定により同項に規定する電子情報処理組織を使用して交付、

書換え又は再交付の申請をする場合にあつては、一万五千六百円）

二　附属書の交付又は再交付　九千四百円（情報通信技術活用法第六条第一項の規定により同項に規定する電子情報処理組織を使用して

交付又は再交付の申請をする場合にあつては、九千二百円）

２　前項の規定による手数料は、手数料納付書（第十二号様式）に収入印紙を貼つて納めるものとする。

附　則　抄

（施行期日）

１　この省令は、昭和四十年五月二十六日から施行する。

（旧省令の廃止）

２　海上ニ於ケル人命ノ安全ノ為ノ国際条約及国際満載吃水線条約ニ依ル証書ニ関スル件（昭和十年逓信省令第二十二号。以下「旧規則」

という。）は、廃止する。

（経過規定）

５　この省令の施行前にした旧規則第六条ノ二の規定による認可は、国際満載喫水線証書の交付について第十二条第一項の規定に基づいて

した認可とみなす。

附　則　（昭和四三年四月二日運輸省令第一一号）　抄

（施行期日）

１　この省令は、昭和四十三年四月十日から施行する。

附　則　（昭和四三年八月一〇日運輸省令第四〇号）　抄

（施行期日）

１　この省令は、昭和四十三年八月十五日から施行する。

（経過規定）

３　この省令の施行の日以後に建造に着手した船舶以外の船舶で国際航海に従事する総トン数百五十トン未満のもの（旅客船又は貨物船

で、長さ二十四メートル以上のものに限る。）については、改正後の第二条第三項及び第四項の規定は、適用しない。

附　則　（昭和四四年六月一〇日運輸省令第三三号）

この省令は、昭和四十四年六月十六日から施行する。

附　則　（昭和四五年七月二四日運輸省令第六五号）　抄

（施行期日）

１　この省令は、昭和四十五年八月十五日から施行する。

附　則　（昭和四六年一月一一日運輸省令第二号）　抄

（施行期日）

１　この省令は、公布の日から施行する。

附　則　（昭和四七年八月一四日運輸省令第五四号）　抄

この省令は、公布の日から施行する。

附　則　（昭和四八年一二月一四日運輸省令第四八号）　抄

（施行期日）

１　この省令は、船舶安全法の一部を改正する法律（昭和四十八年法律第八十号）の施行の日（昭和四十八年十二月十四日）から施行す

る。

附　則　（昭和四九年七月二五日運輸省令第三二号）

１　この省令は、昭和四十九年八月一日から施行する。

２　この省令の施行前にした申請に係る手数料に関しては、なお従前の例による。

附　則　（昭和四九年八月二日運輸省令第三四号）　抄

（施行期日）

１　この省令は、昭和四十九年九月一日から施行する。
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附　則　（昭和五一年三月二七日運輸省令第八号）

１　この省令は、昭和五十一年四月一日から施行する。

２　この省令の施行前にした申請に係る手数料に関しては、なお従前の例による。

附　則　（昭和五三年七月二〇日運輸省令第四三号）　抄

（施行期日等）

１　この省令は、昭和五十三年八月十五日から施行し、第三条の規定による改正後の小型船舶検査機構の財務及び会計に関する省令第二条

第二項の規定は、昭和五十三年度に相当する小型船舶検査機構の事業年度の予算から適用する。

附　則　（昭和五三年一一月二二日運輸省令第六一号）

（施行期日）

１　この省令は、昭和五十三年十二月一日から施行する。

（経過規定）

２　この省令の施行前にした申請に係る手数料に関しては、なお従前の例による。

附　則　（昭和五五年五月二四日運輸省令第一五号）

（施行期日）

１　この省令は、昭和五十五年五月二十五日から施行する。

（経過規定）

２　第一条の規定による改正前の海上における人命の安全のための国際条約及び満載喫水線に関する国際条約による証書に関する省令の規

定により交付された旅客船安全証書、原子力旅客船安全証書、貨物船安全構造証書、貨物船安全設備証書、貨物船安全無線電信証書、貨

物船安全無線電話証書、免除証書又は附属書は、それぞれ同条の規定による改正後の第一号様式、第一号の二様式、第二号様式、第三号

様式、第四号様式、第五号様式、第六号様式又は第十一号様式による旅客船安全証書、原子力旅客船安全証書、貨物船安全構造証書、貨

物船安全設備証書、貨物船安全無線電信証書、貨物船安全無線電話証書、免除証書又は附属書とみなす。

附　則　（昭和五六年三月一九日運輸省令第六号）

（施行期日）

１　この省令は、昭和五十六年四月一日から施行する。

（経過措置）

２　この省令の施行前にした申請に係る手数料に関しては、なお従前の例による。

附　則　（昭和五六年四月二五日運輸省令第一八号）　抄

（施行期日）

１　この省令は、昭和五十六年五月一日から施行する。

（経過措置）

８　施行日に現に船舶検査証書を受有するタンカーについては、施行日以後最初に行われる定期検査又は第一種中間検査の時期までは、第

三条の規定による改正後の海上における人命の安全のための国際条約及び満載喫水線に関する国際条約による証書に関する省令（以下

「新証書省令」という。）第二条第一項並びに第六条第三項及び第五項の規定（貨物船安全構造証書の追補に係るものに限る。）は、適用

しない。

９　施行日に現に船舶検査証書を受有するタンカーについては、施行日以後最初に行われる定期検査又は中間検査の時期までは、新証書省

令第二条第一項並びに第六条第四項及び第五項の規定（貨物船安全設備証書の追補に係るものに限る。）は、適用しない。

１０　施行日に現に船舶検査証書を受有する船舶が受有する第三条の規定による改正前の海上における人命の安全のための国際条約及び満

載喫水線に関する国際条約による証書に関する省令（以下「旧証書省令」という。）の規定による貨物船安全構造証書又は貨物船安全設

備証書（海上における人命の安全のための国際条約及び満載喫水線に関する国際条約による証書に関する省令及び実用舶用原子炉の設

置、運転等に関する規則の一部を改正する省令（昭和五十五年運輸省令第十五号）附則第二項において改正後の第二号様式又は第三号様

式とみなすこととした貨物船安全構造証書又は貨物船安全設備証書を含む。以下「改正前の貨物船安全構造証書等」という。）は、当該

船舶について施行日以後最初に行われる定期検査又は中間検査の時期までは、新証書省令の規定により交付された貨物船安全構造証書又

は貨物船安全設備証書とみなす。

１１　管海官庁（船級協会が交付した貨物船安全構造証書にあつては、船級協会）が付録（別記様式）を添付した改正前の貨物船安全構造

証書等は、当該証書等の有効期間が満了する時期までは、新証書省令の規定により交付された貨物船安全構造証書又は貨物船安全設備証

書とみなす。

１２　条約証書の有効期間が満了する際船齢が十年以上であるタンカーであつて施行日に現に旧証書省令第五条第一項の規定により条約証

書の有効期間を延長しているものについては、新証書省令第五条第一項の規定（ただし書を除く。）は、適用しない。

別記様式

（貨物船安全設備証書に添付するもの）（附則第１１項関係）
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別記様式（貨物船安全設備証書に添付するもの）（附則第11項関係） 付録 番号第号 CertificateNo. ………… 貨物船安全設備証書の付録 公の 印章 ○ ATTACHMENTTOTHECARGOSHIPSAFETY EQUIPMENTCERTIFICATE 日本国 JAPAN 1974年の海上における人命の安全のための国際条約に関する1978年の議定書 に基づいて発給する。 Issuedundertherequirementsofthe PROTOCOLOF1978RELATINGTOTHEINTERNATIONAL CONVENTIONFORTHESAFETYOFLIFEATSEA,1974 船舶番号又は 信号符字 船名総トン数建造年月 Distinctive NameofShip GrossTonnage DateofBuild Numberor Letters 1974年の海上における人命の安全のための国際条約に関する1978年議定書の第Ⅰ章第6規則b項の実行のために日本国政府は、毎年の強制的検査を制度化した。 InimplementationofRegulation6bofChapterIoftheProtocolof1978RelatingtotheInternationalConventionfortheSafetyofLifeatSea,1974(SOLASProtocol),theGovernmentofJapanhasinstituted: MandatoryAnnualSurveys この付録は、本船が、本議定書の第Ⅰ章第6規則項及びIMCO決議A．413（XI）の附属書の規定に従い検査を受けたことを証明する。 THISISTOCERTIFYthattheshiphasbeensurveyedinaccordancewithRegulation6ofChapterIoftheSOLASProtocolandtheappropriateprovisionsoftheAnnextoResolutionA.413(XI). 第1回強制的検査（中間検査）場所 Place 1stMandatoryAnnualSurvey …………………………… 日付 Date …………………………… （管海官庁氏名印章） 第2回強制的検査（中間検査）場所 Place 2ndMandatoryAnnualSurvey …………………………… 日付 Date …………………………… （管海官庁氏名印章） 19年月日ににおいて発給した。 ……………………… Issuedatthedayof19 ……………………………… 管海官庁（氏名）（印章） 
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別記様式

（管海官庁が交付した貨物船安全構造証書に添付するもの）（附則第１１項関係）
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別記様式（管海官庁が交付した貨物船安全構造証書に添付するもの）（附則第11項関係） 付録 番号第号 CertificateNo. ……………… 貨物船安全構造証書の付録 ATTACHMENTTOTHECARGOSHIPSAFETY CONSTRUCTIONCERTIFICATE ○ 公の 印章 日本国 JAPAN 1974年の海上における人命の安全のための国際条約に関する1978年の議定 書に基づいて発給する。 Issuedundertherequirementsofthe PROTOCOLOF1978RELATINGTOTHEINTERNATIONAL CONVENTIONFORTHESAFETYOFLIFEATSEA,1974 船舶番号又は 信号符字 船名総トン数建造年月 Distinctive NameofShip GrossTonnage DateofBuild Numberor Letters 1974年の海上における人命の安全のための国際条約に関する1978年議定書の第Ⅰ章第6規則項の実行のために日本国政府は、毎年の強制的検査を制度化した。 InimplementationofRegulation6ofChapterIoftheProtocolof1978RelatingtotheInternationalConventionfortheSafetyofLifeat Sea,1974(SOLASProtocol),theGovernmentofJapanhasinstituted: MandatoryAnnualSurveys この付録は、本船が、本議定書の第Ⅰ章第6規則項及びIMCO決議A．413（XI）の附属書の規定に従い検査を受けたことを証明する。 THISISTOCERTIFYthattheshiphasbeensurveyedinaccordancewithRegulation6ofChapterIoftheSOLASProtocolandtheappropriateprovisionsoftheAnnextoResolutionA.413(XI). 第1回強制的検査（中間検査）場所 Place 1stMandatoryAnnualSurvey …………………………… 日付 Date …………………………… （管海官庁氏名印章） 第2回強制的検査（中間検査）場所 Place 2ndMandatoryAnnualSurvey …………………………… 日付 Date …………………………… （管海官庁氏名印章） 第3回強制的検査（中間検査）場所 Place 3rdMandatoryAnnualSurvey …………………………… 日付 Date …………………………… （管海官庁氏名印章） 第4回強制的検査（中間検査）場所 Place 4thMandatoryAnnualSurvey …………………………… 日付 Date …………………………… （管海官庁氏名印章） 19年月日ににおいて発給した。 ……………………… Issuedatthedayof19 ……………………………… 管海官庁（氏名）（印章） 
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別記様式

（船級協会が交付した貨物船安全構造証書に添付するもの）（附則第１１項関係）
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別記様式（船級協会が交付した貨物船安全構造証書に添付するもの）（附則第11項関係） 付録 日本国政府により付与された権限に基づいて発給する。 AUTHORIZEDBYTHEGOVERNMENTOFJAPANTO ISSUETHISCERTIFICATE 証書番号 船級 協会の 印章 CertificateNo. ……………… 貨物船安全構造証書の付録 ATTACHMENTTOTHECARGOSHIPSAFETY CONSTRUCTIONCERTIFICATE 日本国 JAPAN 1974年の海上における人命の安全のための国際条約に関する1978年の議定 書に基づいて発給する。 Issuedundertherequirementsofthe PROTOCOLOF1978RELATINGTOTHEINTERNATIONAL CONVENTIONFORTHESAFETYOFLIFEATSEA,1974 船舶番号又は 信号符字 船名総トン数建造年月 Distinctive NameofShip GrossTonnage DateofBuild Numberor Letters 1974年の海上における人命の安全のための国際条約に関する1978年議定書の第Ⅰ章第6規則項の実行のために日本国政府は、毎年の強制的検査を制度化した。 InimplementationofRegulation6ofChapterIoftheProtocolof1978RelatingtotheInternationalConventionfortheSafetyofLifeatSea,1974(SOLASProtocol),theGovernmentofJapanhasinstituted:MandatoryAnnualSurveys この付録は、本船が、本議定書の第Ⅰ章第6規則項及びIMCO決議A．413（XI）の附属書の規定に従い検査を受けたことを証明する。 THISISTOCERTIFYthattheshiphasbeensurveyedinaccordancewithRegulation6ofChapterIoftheSOLASProtocolandtheappropriateprovisionsoftheAnnextoResolutionA.413(XI). 第1回強制的検査（中間検査）場所 Place 1stMandatoryAnnualSurvey …………………………… 日付 Date …………………………… （船級協会名） ………………… （署名） 第2回強制的検査（中間検査）場所 Place 2ndMandatoryAnnualSurvey …………………………… 日付 Date …………………………… （船級協会名） ………………… （署名） 第3回強制的検査（中間検査）場所 Place 3rdMandatoryAnnualSurvey …………………………… 日付 Date …………………………… （船級協会名） ………………… （署名） 第4回強制的検査（中間検査）場所 Place 4thMandatoryAnnualSurvey …………………………… 日付 Date …………………………… （船級協会名） ………………… （署名） 19年月日ににおいて発給した。 ……………………… Issuedatthedayof19 ……………………………… 船級協会名（印章） 
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附　則　（昭和五九年三月一九日運輸省令第四号）

（施行期日）

１　この省令は、昭和五十九年四月一日から施行する。

（経過措置）

２　この省令の施行前にした申請に係る手数料に関しては、なお従前の例による。

附　則　（昭和五九年八月三〇日運輸省令第二九号）　抄

（施行期日）

第一条　この省令は、昭和五十九年九月一日（以下「施行日」という。）から施行する。

附　則　（昭和六〇年三月三〇日運輸省令第一一号）　抄

（施行期日）

１　この省令は、公布の日から施行する。

附　則　（昭和六〇年一二月二四日運輸省令第四一号）　抄

（施行期日）

１　この省令は、昭和六十一年一月一日から施行する。

（経過措置）

２　この省令による改正後の船舶設備規程第一条、危険物船舶運送及び貯蔵規則第一条の二、船舶安全法施行規則第六十六条の二、特殊貨

物船舶運送規則第三十三条の二、船舶救命設備規則第一条、船舶消防設備規則第一条、海上における人命の安全のための国際条約等によ

る証書に関する省令第一条及び船舶防火構造規則第一条の二の規定にかかわらず、次の各号に掲げる船舶の総トン数は、それぞれ当該各

号に定める総トン数とする。ただし、船舶安全法施行規則第十二条の二第一項の規定を適用する場合においては、この限りでない。

一　日本船舶であつて、船舶のトン数の測度に関する法律（昭和五十五年法律第四十号。以下「トン数法」という。）附則第三条第一項

の規定の適用があるもの　同項本文の規定による総トン数

二　前号に掲げる日本船舶以外の日本船舶（この省令の施行前に建造され、又は建造に着手されたものに限る。）　トン数法第五条第一項

の総トン数

三　日本船舶以外の船舶であつて、我が国が締結した国際協定等によりその受有するトン数の測度に関する証書に記載されたトン数がト

ン数法第五条第一項の総トン数と同一の効力を有することとされているもの（この省令の施行前に建造され、又は建造に着手されたも

のに限る。）　同項の総トン数と同一の効力を有することとされた総トン数

附　則　（昭和六一年六月二七日運輸省令第二五号）　抄

（施行期日）

第一条　この省令は、昭和六十一年七月一日（以下「施行日」という。）から施行する。

（海上における人命の安全のための国際条約及び満載喫水線に関する国際条約による証書に関する省令の一部改正に伴う経過措置）

第七条　現存船（汚染物質を運送する船舶を除く。）については、海洋汚染防止設備等に関する技術上の基準を定める省令等の一部を改正

する省令（昭和六十一年運輸省令第四十号）第十条の規定による改正後の海上における人命の安全のための国際条約及び満載喫水線に関

する国際条約による証書に関する省令（以下「新証書省令」という。）第二条第一項並びに第六条第一項及び第二項の規定（国際液化ガ

スばら積船適合証書及び国際液体化学薬品ばら積船適合証書に係る部分に限る。）並びに第五条第一項の規定（液化ガスばら積船又は液

体化学薬品ばら積船に係る部分に限る。）は、適用しない。

２　現存船（汚染物質を運送する船舶に限る。）であつて、次の各号に掲げるものの所有者は、管海官庁から、新証書省令第二条第一項の

規定により交付を受けなければならない国際液化ガスばら積船適合証書又は国際液体化学薬品ばら積船適合証書に代えて、それぞれ当該

各号に掲げる証書の交付を受けることができる。

一　液化ガスばら積船（海洋汚染等及び海上災害の防止に関する法律施行規則等の一部を改正する省令（平成十八年国土交通省令第百二

号。以下「平成十八年改正省令」という。）第二条の規定による改正後の危険物船舶運送及び貯蔵規則（以下「新危規則」という。）第

百四十二条ただし書に規定する船舶を除く。）　液化ガスばら積船適合証書（別記様式一）

二　液体化学薬品ばら積船（新危規則第二百五十七条ただし書及び第二百五十七条の二に規定する船舶を除く。）　液体化学薬品ばら積船

適合証書（別記様式二）

３　海上における人命の安全のための国際条約及び満載喫水線に関する国際条約による証書に関する省令及び船舶設備規程等の一部を改正

する省令の一部を改正する省令（平成九年運輸省令第四十六号）第一条の規定による改正後の海上における人命の安全のための国際条約

及び満載喫水線に関する国際条約による証書に関する省令（以下この項及び次項において「平成九年改正証書省令」という。）第三条（第

三号に係る部分を除く。）、第四条第一項（第三号に係る部分に限る。）、第三項及び第四項、第六条第一項及び第二項、第七条第一項、第

八条から第十条まで、第十三条第一項及び第三項、第十四条第一項並びに第十五条第一項（第一号に係る部分に限る。）及び第二項の規

定は、前項第一号に掲げる液化ガスばら積船適合証書について準用する。この場合において、次の表の上欄に掲げる平成九年改正証書省

令の規定中同表の中欄に掲げる字句は、それぞれ同表の下欄に掲げる字句に読み替えるものとする。

第四条第一項

第三号

船舶検査証書の有効期間が満了する日 定期検査又は国際海事機関の液化ガスばら積船の構造及び

設備に関する規約（第四項及び第六条第一項において「規

約」という。）に従つて管海官庁が指定する臨時検査に合格

した日から起算して五年を経過する日

第四条第四項中間検査（第一項第一号及び第二号並びに第二項第一号に掲げる

条約証書に限る。）

規約に従つて管海官庁が指定する臨時検査

第六条第一項中間検査 中間検査及び規約に従つて管海官庁が指定する臨時検査

第十三条第一

項

安全条約、安全条約議定書、国際満載喫水線条約又は国際満載喫

水線条約議定書に加盟している外国の政府が発行する条約証書（国

際満載喫水線免除証書及び国際液体化学薬品ばら積船適合証書を

除く。以下次条において同じ。）

安全条約に加盟している外国の政府が発行する液化ガスば

ら積船適合証書

第十四条第一

項

安全条約、安全条約議定書、国際満載喫水線条約又は国際満載喫

水線条約議定書

安全条約

４　平成九年改正証書省令第三条（第三号に係る部分を除く。）、第四条第一項（第三号に係る部分に限る。）、第三項及び第四項、第五条、

第六条第一項及び第二項、第七条第一項、第八条から第十条まで、第十三条、第十四条並びに第十五条第一項（第一号に係る部分に限

る。）及び第二項の規定は、第二項第二号に掲げる液体化学薬品ばら積船適合証書について準用する。
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５　管海官庁は、平成十八年改正省令の施行日前においても、平成十八年改正省令第七条の規定による改正前の船舶設備規程等の一部を改

正する省令附則別記様式二による液体化学薬品ばら積船適合証書の交付を受けている船舶の所有者の申請に応じ、平成十八年改正省令第

七条の規定による改正後の船舶設備規程等の一部を改正する省令附則別記様式二による液体化学薬品ばら積船適合証書に相当する証書

（以下この条において「相当証書」という。）を交付することができる。

６　前項の規定により交付した相当証書は、平成十八年改正省令の施行日の前日までの間に主要な変更又は改造を行つたときを除き、平成

十八年改正省令の施行日以後は、第二項に掲げる液化ガスばら積船適合証書及び液体化学薬品ばら積船適合証書とみなす。

７　新証書省令第三条（第三号に係る部分を除く。）並びに第十五条第一項（第一号に係る部分に限る。）及び第二項の規定は、相当証書の

交付について準用する。この場合において、新証書省令第三条第二号中「海洋汚染防止証書及び海洋汚染防止検査手帳又は臨時海洋汚染

防止証書及び海洋汚染防止検査手帳（交付を受けている船舶に限る。）（海洋汚染防止証書又は臨時海洋汚染防止証書の交付を受けている

船舶が国際液体化学薬品ばら積船適合証書の交付を受ける場合に限る。）」とあるのは「平成十八年改正省令附則第五条第二項及び第四項

の規定により交付された海洋汚染等防止証書」と、新証書省令第十五条第一項中「条約証書の交付、書換え、若しくは再交付又は附属書

の交付若しくは再交付」とあるのは「相当証書の交付」と、同項第一号中「条約証書の交付、書換え又は再交付」とあるのは「相当証書

の交付」と読み替えるものとする。

別記様式１

（附則第７条関係）
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別記様式1（附則第7条関係）（昭61運令40・追加、平9運令46・平18国交令72・平27国交令85・令元国交令46・一部改正） 番号第号 Certificate№ 液化ガスばら積船適合証書 公の 印章 ○ CERTIFICATEOFFITNESSFORTHECARRIAGE OFLIQUEFIEDGASESINBULK 国際海事機関の液化ガスばら積船の構造及び設備に関する規約に基づいて日本国政府が発給する。 IssuedinPursuanceofthe IMOCODEFORTHECONSTRUCTIONANDEQUIPMENT OFSHIPSCARRYINGLIQUEFIEDGASESINBULK undertheauthorityoftheGovernmentofJAPAN 船舶番号船型 船名船籍港貨物容量（） 又は信号符字（規約第2．5項） Distinctive ShipType Nameof Portof Cargo Numberor （section2．5 Ship Registry Capacity（） Letters oftheCode） 建造又は改造契約が結ばれた日 Dateofbuildingormajorconversioncontract: キールが据え付けられた日若しくはこれと同様の建造段階に達した日又は改 造が開始された日 Dateonwhichkeelwaslaidorshipwasatasimilarstageofconst ructionoronwhichmajorconversionwascommenced: この証書は、次のことを証明する。 THISISTOCERTIFY: 1．本船が Thattheabovementionedshipis （注） ＊ ⅰ規約の第1．2．2項に定める船舶であること。 ashipasdefinedin1.2.2oftheCode; （注） ＊ ⅱ規約の第1．2．3項に定める船舶であること。 ashipasdefinedin1.2.3oftheCode. 2．ⅰ本船が、規約の第1．6項の規定に従つて検査を受けたこと。 Thattheshiphasbeensurveyedinaccordancewiththeprovisionsofsection1.6oftheCode; 検査の結果、本船の構造、設備、取付け物、配置及び材料並びに本船の状態が全面的に満足なものであり、かつ、本船が、規約に定める関連規定に適合していること。 Thatthesurveyshowedthatthestructure,equipment, fittings,arrangementsandmaterialsoftheshipandtheconditionsthereofareinallrespectssatisfactoryandthattheshipcomplieswiththerelevantprovisionsoftheCode. 3．本船には、次に示す設計基準が用いられている。 Thatthefollowingdesigncriteriahavebeenused: 周囲大気温度 ℃ ambientairtemperature 周囲水温度 ℃ ambientwatertemperature 応力係数最大許容設定 タンク型式及び番号材料 圧力 Stressfactors TankTypeand Materials MARVS ABCD Number 貨物管 Cargopiping この一覧表に示したタンク番号は、署名及び日付のある添付書類の番号が付された添付のタンク配置図に示される。 Tanknumbersreferredtointhislistareidentifiedontheannexed,signedanddatedtankplan. 貨物タンク材料の機械的性質は、℃で定められた。 Mechanicalpropertiesofthecargotankmaterialwerede terminedat ℃ 4．本船は、規約の全ての関連作業要件が遵守されることを条件として、下記貨物のばら積運送に適合するものである。 Thattheshipissuitableforthecarriageinbulkofthefollowing products,providedthatallrelevantoperationalprovisionsofthe Codeareobserved: 貨物運送の条件（タンク番号等） Products Conditionsofcarriage（tanknumbers,etc.） この一覧表に示したタンク番号は、署名及び日付のある添付書類の番号が付された添付のタンク配置図に示される。 Tanknumbersreferredtointhislistareidentifiedonthe annexed,signedanddatedtankplan. 5．規約の第1．5／2．7（注）項に従い、規約の規定は、本船に関し次のように修正されていること。 Thatinaccordancewithsections1.5/2.7*theprovisionsoftheCodearemodifiedinrespectoftheshipinthefollowingmanner: 6．上記の規約の第2．2．3項により要求される承認された積付資料及び復原性資料がこの船舶に備えられていること。 Thattheloadingandstabilityinformationbookletrequiredbyparagraph2．2．3oftheCodehasbeensuppliedtotheshipinanapprovedform． 7．この船舶は、次の事項に従つて積載しなければならないこと。 Thattheshipmustbeloaded: ．1上記の規約の第2．2．4項に従い承認された復原性計算機を用いて非損傷時及び損傷時の復原性の要件に適合することが検証された積載条件 onlyinaccordancewithloadingconditionsverifiedcompliantwithintactanddamagestabilityrequirementsusingtheapprovedstabilityinstrumentfittedinaccordancewithparagraph2.2.4oftheCode; ．2上記の規約の第2．2．4項により要求される承認された復原性計算機の備付けが、同規約第2．2．5項により免除されている船舶は、次の一又は複数の承認された方法に従つて積載しなければならない。 whereawaiverpermittedbyparagraph2.2.5oftheCodeisgrantedandtheapprovedstabilityinstrumentrequiredbyparagraph2.2.4oftheCodeisnotfitted,loadingshouldbemadeinaccordancewithoneormoreofthefollowingapprovedmethods: 上記6の承認済みの積付資料及び復原性資料に示される積載条件、 inaccordancewiththeloadingconditionsprovidedintheapprovedloadingandstabilityinformationbookletreferredtoin6above;or 承認された手段……………………によりこの船舶以外の場所で検証された積載条件、 inaccordancewithloadingconditionsverifiedremotelyusinganapprovedmeans……………………;or 上記6の承認済みの積付資料及び復原性資料において明記され、承認された条件の範囲内の積載条件又は inaccordancewithaloadingconditionwhichlieswithinanapprovedrangeofconditionsdefinedintheapprovedloadingandstabilityinformationbookletreferredtoin6above；or 上記6の承認済みの積付資料及び復原性資料において明記され、承認された許容KG/GM値を用いて検証された積載条件 inaccordancewithaloadingconditionverifiedusingapprovedcriticalKG/GMdatadefinedintheapprovedloadingandstabilityinformationbookletreferredtoin6above; ．3この証書に添付した書類に示される積載条件 inaccordancewiththeloadinglimitationsappendedtothisCertificate. 上記の指示以外によるこの船舶への積載が必要な場合、当該積載条件の正当性を示すために必要な計算書を当該積載条件の承認を書面にて証明する管海官庁に提出しなければならない。 Whereitisrequiredtoloadtheshipotherthaninaccordancewiththeaboveinstruction,thenthenecessarycalculationstojustifytheproposedloadingconditionsshouldbecommunicatedtothecertifyingAdministrationwhomayauthorizeinwritingtheadoptionoftheproposedloadingcondition. この証書はまで効力を有する。 ThisCertificateisvaliduntil この証書の基となる検査が完了した日： Completiondateofthesurveyonwhichthiscertificateisbased： においてに発給した。 Issuedat （注）該当しないものはまつ消すること。 ＊Deleteasappropriate. 管海官庁（氏名）（印章） 備考昭和51年11月1日前に建造契約が結ばれた船舶に交付するものの様式については、管海官庁の指示する様式とする。 年次検査及び中間検査のための裏書 Endorsementforannualandintermediatesurveys この証書は、液化ガスばら積船の構造及び設備に関する規約の第1．6．1．4項により要求される年次検査において、本船が規約の関連規定に適合していることが判明したことを証明する。 THISISTOCERTIFYthatatanannualsurveyrequiredby1．6．1．4oftheCode,theshipwasfoundtocomplywiththerelevantprovisionsoftheGasCarrierCode. 年次検査場所 AnnualsurveyPlace： ………………………………… 日付 Date： ………………………………… （管海官庁氏名）（印章） 年次検査／中間検査場所 Annual／IntermediatesurveyPlace： ………………………………… 日付 Date： ………………………………… （管海官庁氏名）（印章） 年次検査／中間検査場所 Annual／IntermediatesurveyPlace： ………………………………… 日付 Date： ………………………………… （管海官庁氏名）（印章） 年次検査場所 AnnualsurveyPlace： ………………………………… 日付 Date： ………………………………… （管海官庁氏名）（印章） 備考：中間検査は、上記の規約の第1．6．1．3項及び1．6．1．4項の関係規定が遵守されている場合には、年次検査に代えることができる。 NOTE:AnIntermediatesurveymaytaketheplaceofanannualsurveywheretherelevantprovisionsof1．6．1．3and1．6．1．4arecompliedwith. 液化ガスばら積船適合証書の添付書類 ATTACHMENTTOTHECERTIFICATEOFFITNESS FORTHECARRIAGEOFLIQUEFIEDGASESINBULK タンク配置 TANKPLAN 船名 NameofShip 船舶番号又は信号符字 DistinctivenumberorLetters 日付Date （管海官庁氏名印章） ○ 
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別記様式２

（附則第７条関係）
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別記様式2（附則第7条関係）（平18国交令102・全改、平27国交令85・令元国交令46・一部改正） 番号第号 CertificateNo 液体化学薬品ばら積船適合証書 CERTIFICATEOFFITNESSFORTHECARRIAGEOF DANGEROUSCHEMICALSINBULK 公の印章日本国 JAPAN 液体化学薬品ばら積船の構造及び設備に関する規約（決議MSC.212(81)及び MEPC.144(54)により改正された決議MSC.9(53)及びMEPC.20(22)）に基づき、 日本国の政府の権限の下に、発給する。 Issuedundertheprovisionsofthe CODEFORTHECONSTRUCTIONANDEQUIPMENT OFSHIPSCARRYINGDANGEROUSCHEMICALSINBULK (resolutionsMSC.9(53)andMEPC.20(22),asamended byresolutionsMSC.212(81)andMEPC.144(54)) undertheauthorityoftheGovernmentofJapan. 船舶の要目 Particularsofship 船名 Nameofship 船舶番号又は信号符字 Distinctivenumberorletters 船籍港 Portofregistry 総トン数 Grosstonnage 船型（規約第2.2.4項） Shiptype(Codeparagraph2.2.4) 国際海事機関船舶識別番号 IMONumber キールが据え付けられた日若しくはこれと同様の 建造段階に達した日又は（改造船の場合）液体化 学薬品ばら積船への改造が開始された日 Dateonwhichkeelwaslaidoronwhichtheship wasatasimilarstageofconstructionor (inthecaseofaconvertedship)dateonwhich conversiontochemicaltankerwascommenced この船舶は、上記の規約の次の改正にも完全に適合する。 TheshipalsocompliesfullywiththefollowingamendmentstotheCode: この船舶は、上記の規約の次の規定の適用を免除される。 TheshipisexemptedfromcompliancewiththefollowingprovisionsoftheCode: この証書は、次のことを証明する。 THISISTOCERTIFY: 1この船舶が、上記の規約の第1.6項の規定に従つて検査されたこと。 Thattheshiphasbeensurveyedinaccordancewiththeprovisionsofsection1.6oftheCode. 2検査の結果、この船舶の構造及び設備が全ての点において満足なものであること並びにこの船舶が同規約の次の規定に適合していること。 Thatthesurveyshowedthattheconstructionandequipmentoftheshipandtheconditionthereofareinallrespectssatisfactoryandthattheship: ．1船舶が関係する上記の規約の第1.7.2項に適合していること。 complieswiththerelevantprovisionsoftheCodeapplicabletoshipsreferredtoin1.7.2; ．2船舶が関係する上記の規約の第1.7.3項に適合していること。 complieswiththerelevantprovisionsoftheCodeapplicabletoshipsreferredtoin1.7.3; 3この船舶が、MARPOL附属書Ⅱの第14規則の規定により要求される附属書Ⅱの付録4に従い、手引書を備えていること並びに手引書に定めるこの船舶の設備及び装置が全ての点において満足するものであること。 ThattheshiphasbeenprovidedwithamanualinaccordancewithAppendix4ofMARPOLAnnexⅡascalledforbyregulation14ofAnnex,andthatthearrangementsandequipmentoftheshipprescribedintheManualareinallrespectssatisfactory. 4この船舶は、上記の規約及びMARPOL附属書Ⅱの全ての関連作業要件が遵守されることを条件として、次の貨物のばら積み輸送に対する条件に適合すること。 Thattheshipmeetstherequirementsforthecarriageinbulkofthefollowingproducts,providedthatallrelevantoperationalprovisionsoftheCodeandMARPOLAnnexⅡareobserved. 運送の条件（タンク番号等）汚染分類 貨物 Products Pollution Conditionsofcarriage(tanknumbers.etc.) Category 添付書類1に続く。 Continuedonattachment1,additionalsignedanddatedsheets. この一覧表に示したタンク番号は、添付書類2（タンク配置図）に示される。 Tanknumbersreferredtointhislistareidentifiedonattachment2,signedand datedtankplan. 5上記の規約の第1.7.3項及び第2.2.5項に従い、同規約の規定は、この船舶に関し次のように修正されていること。 That,inaccordancewith1.7.3/2.2.5,theprovisionsoftheCodearemodifiedinrespectoftheshipinthefollowingmanner. 6上記の規約の第2．2．1．1項により要求される承認された積付資料及び復原性資料がこの船舶に備えられていること。 Thattheloadingandstabilitymanualsrequiredbyparagraph2．2．1．1oftheCodehavebeensuppliedtotheshipinanapprovedform． 7この船舶は、次の事項に従つて積載しなければならないこと。 Thattheshipmustbeloaded: ．1上記の規約の第2．2．1．2項に従い承認された復原性計算機を用いて非損傷時及び損傷時の復原性の要件に適合することが検証された積載条件 onlyinaccordancewithloadingconditionsverifiedcompliantwithintactanddamagestabilityrequirementsusingtheapprovedstabilityinstrumentfittedinaccordancewithparagraph2.2.1.2oftheCode; ．2上記の規約の第2．2．1．2項により要求される承認された復原性計算機の備付けが、第2．2．1．3項により免除されている船舶は、次の一又は複数の承認された方法に従つて積載しなければならない。 whereawaiverpermittedbyparagraph2.2.1.3oftheCodeisgrantedandtheapprovedstabilityinstrumentrequiredbyparagraph2.2.1.2oftheCodeisnotfitted,loadingshouldbemadeinaccordancewithoneormoreofthefollowingapprovedmethods: 上記6の承認済みの積付資料及び復原性資料に示される積載条件、 inaccordancewiththeloadingconditionsprovidedintheapprovedloadingandstabilitymanualsreferredtoin6above;or 承認された手段……………………によりこの船舶以外の場所で検証された積載条件、 inaccordancewithloadingconditionsverifiedremotelyusinganapprovedmeans……………………;or 上記6の承認済みの積付資料及び復原性資料において明記され、承認された条件の範囲内の積載条件又は inaccordancewithaloadingconditionwhichlieswithinanapprovedrangeofconditionsdefinedintheapprovedloadingandstabilitymanualsreferredtoin6above;or 上記6の承認済みの積付資料及び復原性資料において明記され、承認された許容KG/GM値を用いて検証された積載条件 inaccordancewithaloadingconditionverifiedusingapprovedcriticalKG/GMdatadefinedintheapprovedloadingandstabilitymanualsreferredtoin6above; ．3この証書に添付した書類に示される積載条件 inaccordancewiththeloadinglimitationsappendedtothisCertificate. 上記の指示以外によるこの船舶への積載が必要な場合、当該積載条件の正当性を示すために必要な計算書を当該積載条件の承認を書面にて証明する管海官庁に提出しなければならない。 Whereitisrequiredtoloadtheshipotherthaninaccordancewiththeaboveinstruction,thenthenecessarycalculationstojustifytheproposedloadingconditionsshallbecommunicatedtothecertifyingAdministrationwhomayauthorizeinwritingtheadoptionoftheproposedloadingcondition. この証書は、上記の規約の第1.6の規定による検査が行われることを条件として、まで効力を有する。 ThisCertificateisvaliduntilsubjectto surveysinaccordancewith1.6oftheCode. この証書の基となる検査が完了した日 Completiondateofthesurveyonwhichthiscertificateisbased において発給した。 （証書発給の場所） Issuedat （PlaceofissueofCertificate） （発給の日） （Dateofissue）（管海官庁氏名）（印章） 年次検査及び中間検査に係る裏書 ENDORSEMENTFORANNUALANDINTERMEDIATESURVEYS 上記の規約の第1.6.2項の規定により要求される検査において、この船舶が同規約の関係規定に適合していると認められたことを証明する。 THISISTOCERTIFYthatatasurveyrequiredby1.6.2oftheCodetheshipwasfoundtocomplywiththerelevantprovisionsoftheCode: 年次検査場所 Annualsurvey:Place 日 Date （管海官庁氏名）（印章） 年次検査／中間検査場所 Annual/Intermediatesurvey:Place 日 Date （管海官庁氏名）（印章） 年次検査／中間検査場所 Annual/Intermediatesurvey:Place 日 Date （管海官庁氏名）（印章） 年次検査場所 Annualsurvey:Place 日 Date （管海官庁氏名）（印章） 上記の規約の第1.6.6.8.3項の規定に基づく年次検査又は中間検査 ANNUALINTERMEDIATESURVEYINACCORDANCEWITHPARAGRAPH1.6.6.8.3 上記の規約の第1.6.6.8.3項の規定に基づく年次検査／中間検査において、この船舶が同規約の関係規定に適合していると認められたことを証明する。 THISISTOCERTIFYthat,atanannualintermediatesurveyinaccordancewithparagraph1.6.6.8.3oftheCode,theshipwasfoundtocomplywiththerelevantprovisionsoftheConvention. 場所 Place 日 Date （管海官庁氏名）（印章） 上記の規約の第1.6.6.3項の規定を適用する場合における5年未満の期間について発給された証書の有効期間を延長するための裏書 ENDORSEMENTTOEXTENDTHECERTIFICATEIFVALIDFORLESSTHAN5YEARSWHEREPARAGRAPH1.6.6.3APPLIES この船舶は、上記の規約の関係規定に適合していると認められる。よつて、この証書は、同規約の第1.6.6.3項の規定に従つて まで効力を有するものとする。 TheshipcomplieswiththerelevantprovisionsoftheConvention,andthisCertificateshall,inaccordancewithparagraph1.6.6.3oftheCode,beacceptedasvaliduntil 場所 Place 日 Date （管海官庁氏名）（印章） 更新検査が完了し、上記の規約の第1.6.6.4項の規定を適用する場合における裏書 ENDORSEMENTWHERETHERENEWALSURVEYHASBEENCOMPLETEDANDPARAGRAPH1.6.6.4APPLIES この船舶は、上記の規約の関係規定に適合していると認められる。よつて、この証書は、同規約の第1.6.6.4項の規定に従つて まで効力を有するものとする。 TheshipcomplieswiththerelevantprovisionsoftheConvention,andthisCertificateshall,inaccordancewithparagraph1.6.6.4oftheCode,beacceptedasvaliduntil 場所 Place 日 Date （管海官庁氏名）（印章） 上記の規約の第1.6.6.5項又は第1.6.6.6項の規定を適用する場合における検査港に到着するまでの期間又は猶予期間について証書の有効期間を延長するための裏書 ENDORSEMENTTOEXTENDTHEVALIDITYOFTHECERTIFICATEUNTILREACHINGTHEPORTOFSURVEYORFORAPERIODOFGRACEWHEREPARAGRAPH1.6.6.5OR1.6.6.6APPLIES この証書は、上記の規約の第1.6.6.5項／第1.6.6.6項の規定に従つて まで効力を有するものとする。 ThisCertificateshall,inaccordancewithparagraph1.6.6.5/1.6.6.6oftheCode,beacceptedasvaliduntil 場所 Place 日 Date （管海官庁氏名）（印章） 上記の規約の第1.6.6.8項の規定を適用する場合における検査基準日を繰り上げるための裏書 ENDORSEMENTFORADVANCEMENTOFANNIVERSARYDATEWHEREPARAGRAPH1.6.6.8APPLIES 上記の規約の第1.6.6.8項の規定に従い、新たな検査基準日は、 とする。 Inaccordancewithparagragh1.6.6.8oftheCode,thenewanniversarydate is 場所 Place 日 Date （管海官庁氏名）（印章） 上記の規約の第1.6.6.8項の規定に従い、新たな検査基準日は、 とする。 Inaccordancewithparagraph1.6.6.8,thenewanniversarydateis 場所 Place 日 Date （管海官庁氏名）（印章） 液体化学薬品ばら積船適合証書の添付書類1 ATTACHMENT1 TOTHE CERTIFICATEOFFITNESSFORTHECARRIAGE OFDANGEROUSCHEMICALSINBULK 第3節に規定する貨物及び運送の条件の一覧表の続き Continuedlistofproductstothosespecifiedinsection3,andtheirconditionsofcarriage. 運送の条件（タンク番号等）汚染分類 貨物 Products Conditionsofcarriage Pollution (tanknumbers,etc.) Category 日 Date（管海官庁氏名）（印章） 液体化学薬品ばら積船適合証書の添付書類2 ATTACHMENT2 TOTHE CERTIFICATEOFFITNESSFORTHECARRIAGEOF DANGEROUSCHEMICALSINBULK タンク配置 TANKPLAN 船名 Nameofship: 船籍番号又は信号符字 Distinctivenumberorletters: 日 Date （管海官庁氏名）（印章） 
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附　則　（昭和六一年一一月二九日運輸省令第四〇号）　抄

（施行期日）

第一条　この省令は、海洋汚染及び海上災害の防止に関する法律の一部を改正する法律（昭和五十八年法律第五十八号。以下「改正法」と

いう。）附則第一条第四号に定める日（昭和六十二年四月六日。以下「施行日」という。）から施行する。ただし、第二条中海洋汚染防止

設備等検査規則別表第一の改正規定、第三条から第五条までの規定及び第十三条中船舶設備規程等の一部を改正する省令附則第七条の改

正規定（同条第四項から第六項までに係る部分に限る。）並びに附則第七条の規定は、改正法附則第一条第三号に定める日（昭和六十一

年十二月一日）から施行する。

（海上における人命の安全のための国際条約及び満載喫水線に関する国際条約による証書に関する省令の一部改正に伴う経過措置）

第七条　管海官庁は、海洋汚染及び海上災害の防止に関する法律の一部を改正する法律（昭和五十八年法律第五十八号）附則第一条第三号

に定める日以後においては、次の各号に掲げる船舶の所有者の申請に応じ、施行日前においても、第十条の規定による改正後の海上にお

ける人命の安全のための国際条約及び満載喫水線に関する国際条約による証書に関する省令（以下「新証書省令」という。）第五号の三

様式による国際液体化学薬品ばら積船適合証書に相当する証書（以下「相当証書」という。）を交付することができる。

一　第十条の規定による改正前の海上における人命の安全のための国際条約及び満載喫水線に関する国際条約による証書に関する省令

（以下「旧証書省令」という。）第五号の三様式による国際液体化学薬品ばら積船適合証書の交付を受けている船舶

二　前号の国際液体化学薬品ばら積船適合証書の交付を受けていない船舶であつて、当該船舶が施行日以後に受けることとなる船舶安全

法第五条第一項の検査に相当する検査に合格したもの

２　前項の規定により交付した相当証書（旧証書省令第二条第一項の規定により国際液体化学薬品ばら積船適合証書の交付を受けることと

された船舶に交付したものに限る。）は、施行日の前日までの間は、旧証書省令第五号の三様式による国際液体化学薬品ばら積船適合証

書とみなす。

３　第一項の規定により交付した相当証書は、施行日の前日までの間に主要な変更又は改造を行つたときを除き、施行日以後は、新証書省

令の第五号の三様式による国際液体化学薬品ばら積船適合証書とみなす。

４　新証書省令第三条（第三号に係る部分を除く。）並びに第十五条第一項（第一号に係る部分に限る。）及び第二項の規定は、相当証書の

交付について準用する。この場合において、新証書省令第三条第二号中「海洋汚染防止証書及び海洋汚染防止検査手帳又は臨時海洋汚染

防止証書及び海洋汚染防止検査手帳（交付を受けている船舶に限る。）（海洋汚染防止証書又は臨時海洋汚染防止証書の交付を受けている

船舶が国際液体化学薬品ばら積船適合証書の交付を受ける場合に限る。）」とあるのは「海洋汚染及び海上災害の防止に関する法律の一部

を改正する法律附則第七条第二項の規定により交付された海洋汚染防止証書に相当する証書」と、新証書省令第十五条第一項中「条約証

書の交付、書換え、若しくは再交付又は附属書の交付若しくは再交付」とあるのは「相当証書の交付」と、同項第一号中「条約証書の交

付、書換え又は再交付」とあるのは「相当証書の交付」と読み替えるものとする。

附　則　（昭和六二年三月二五日運輸省令第二五号）　抄

（施行期日）

１　この省令は、昭和六十二年四月一日から施行する。

（経過措置）

２　この省令の施行前にした申請に係る手数料に関しては、なお従前の例による。

附　則　（平成元年五月二六日運輸省令第一四号）　抄

（施行期日）

１　この省令は、公布の日から施行する。

附　則　（平成元年七月二〇日運輸省令第二四号）

この省令は、公布の日から施行する。

附　則　（平成三年三月二二日運輸省令第二号）

（施行期日）

１　この省令は、平成三年四月一日から施行する。

（経過措置）

２　この省令の施行前にした申請に係る手数料に関しては、なお従前の例による。

附　則　（平成三年一〇月一一日運輸省令第三三号）　抄

（施行期日）

第一条　この省令は、船舶安全法及び船舶職員法の一部を改正する法律（平成三年法律第七十五号。以下「改正法」という。）の施行の日

（平成四年二月一日。以下「施行日」という。）から施行する。

（海上における人命の安全のための国際条約及び満載喫水線に関する国際条約による証書に関する省令の一部改正に伴う経過措置）

第五条　第六条の規定による改正前の海上における人命の安全のための国際条約及び満載喫水線に関する国際条約による証書に関する省令

の規定により交付を受けている旅客船安全証書、貨物船安全構造証書若しくは貨物船安全構造証書の追補を添付した貨物船安全構造証

書、貨物船安全設備証書若しくは貨物船安全設備証書の追補を添付した貨物船安全設備証書、貨物船安全無線電信証書若しくは貨物船安

全無線電話証書、免除証書又は附属書は、それぞれ同条の規定による改正後の海上における人命の安全のための国際条約及び満載喫水線

に関する国際条約による証書に関する省令の規定により交付された旅客船安全証書、貨物船安全構造証書、貨物船安全設備証書、貨物船

安全無線証書、免除証書又は附属書とみなす。

附　則　（平成三年一一月一日運輸省令第三五号）

（施行期日）

１　この省令は、平成四年二月一日から施行する。

（経過措置）

２　この省令の施行前に船級協会が交付した貨物船安全構造証書及び国際満載喫水線証書の有効期間に関しては、改正後の第十二条第二項

の規定にかかわらず、なお従前の例による。

附　則　（平成六年三月二九日運輸省令第九号）

（施行期日）

１　この省令は、平成六年四月一日から施行する。

（経過措置）

２　この省令の施行前にした申請に係る手数料に関しては、なお従前の例による。

附　則　（平成九年一月二七日運輸省令第五号）

この省令は、平成九年二月一日から施行する。
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附　則　（平成九年三月二一日運輸省令第一五号）

（施行期日）

１　この省令は、平成九年四月一日から施行する。

（経過措置）

２　この省令の施行前にした申請に係る手数料に関しては、なお従前の例による。

附　則　（平成九年七月一日運輸省令第四六号）

（施行期日）

１　この省令は、公布の日から施行する。

（経過措置）

２　この省令の施行の際現に船舶検査証書を受有する船舶に係る条約証書並びに液化ガスばら積船適合証書及び液体化学薬品ばら積船適合

証書（海上における人命の安全のための国際条約及び満載喫水線に関する国際条約による証書に関する省令等の一部を改正する省令（平

成十二年運輸省令第三号。以下「改正省令」という。）の施行の日以後交付される条約証書（原子力旅客船安全証書、高速船安全証書及

び高速船航行条件証書を除く。以下同じ。）及び液体化学薬品ばら積船適合証書を除く。）については、当該船舶検査証書の有効期間が満

了する日までは、なお従前の例による。この場合において、第一条の規定による改正前の海上における人命の安全のための国際条約及び

満載喫水線に関する国際条約による証書に関する省令第五条第一項（第二条の規定による改正前の船舶設備規程等の一部を改正する省令

附則第七条第三項において準用する場合を含む。）中「日本の領事官」とあるのは、「管海官庁又は日本の領事官」とする。

３　前項の船舶の所有者に対し改正省令の施行の日以後交付される条約証書又は液体化学薬品ばら積船適合証書については、次の表の上欄

に掲げる第一条の規定による改正後の海上における人命の安全のための国際条約及び満載喫水線に関する国際条約による証書に関する省

令の規定（第二条の規定による改正後の船舶設備規程等の一部を改正する省令附則第七条第四項の規定により、液体化学薬品ばら積船適

合証書について準用する場合を含む。）中、同表の中欄に掲げる字句は、それぞれ同表の下欄に掲げる字句に読み替えて適用するものと

する。

第 四 条 第

一 項 第 一

号

当該証書の交付の日後最初に行われる中間検査に係る

検査基準日（船舶安全法施行規則第十八条第二項の表

備考第二号（同条第七項の規定により読み替えて適用

する場合を含む。）に規定する検査基準日をいう。次項

第一号において同じ。）又は船舶検査証書の有効期間が

満了する日のいずれか早い日

当該証書の交付の日後最初に行われる定期検査若しくは中間検査の時期

の前日又は安全条約議定書に従つて管海官庁が指定する臨時検査の日

第 四 条 第

一 項 第 三

号

船舶検査証書の有効期間が満了する日 当該証書の交付の日後最初に行われる定期検査の時期の前日

第 四 条 第

二 項 第 一

号

当該証書の交付の日後最初に行われる中間検査に係る

検査基準日又は船舶検査証書の有効期間が満了する日

のいずれか早い日

当該証書の交付の日後最初に行われる定期検査若しくは中間検査の時期

の前日又は安全条約議定書に従つて管海官庁が指定する臨時検査の日

第 四 条 第

二 項 第 二

号

船舶検査証書の有効期間が満了する日 当該証書の交付の日後最初に行われる定期検査の時期の前日

第 四 条 第

四項

定期検査又は中間検査（第一項第一号及び第二号並び

に第二項第一号に掲げる条約証書に限る。）

定期検査、中間検査（第一項第一号及び第二項第一号に掲げる条約証書

に限る。）又は安全条約議定書に従つて管海官庁が指定する臨時検査

第 五 条 第

一項

三月（高速船にあつては、一月） 五月（旅客船、液化ガスばら積船、液体化学薬品ばら積船及び船齢が十

年以上であるタンカー（液化ガスばら積船に該当する船舶及び液体化学

薬品ばら積船に該当する船舶を除く。）にあつては、三月）

第 五 条 第

二項

条約証書の有効期間が満了する際航海中となる高速船

でない船舶（航海を開始する港から最終の到着港まで

の距離が千海里を超えない航海に従事するものに限る。）

条約証書の有効期間が満了する際航海中となる船舶（旅客船にあつては、

航海を開始する港から最終の到着港までの距離が千海里を超えない航海

に従事するものに限る。）

第 六 条 第

一項

中間検査 中間検査又は安全条約議定書、国際満載喫水線条約議定書若しくは液体

化学薬品ばら積船の構造及び設備に関する規約に従つて管海官庁が指定

する臨時検査

附　則　（平成九年一二月一五日運輸省令第八三号）

この省令は、平成十年一月一日から施行する。

附　則　（平成一〇年三月二五日運輸省令第一〇号）　抄

（施行期日）

第一条　この省令は、平成十年七月一日（以下「施行日」という。）から施行する。

（海上における人命の安全のための国際条約及び満載喫水線に関する国際条約による証書に関する省令の一部改正に伴う経過措置）

第三条　前条第一項の船舶について船級協会が交付することができる条約証書については、当該船舶が施行日以後最初に行われる救命設備

等及び復原性（特定船舶にあつては、救命設備等）に関する船級協会の検査を受けるまでの間は、第二条の規定による改正後の海上にお

ける人命の安全のための国際条約及び満載喫水線に関する国際条約による証書に関する省令第十二条第一項の規定にかかわらず、なお従

前の例による。

附　則　（平成一〇年四月一六日運輸省令第二三号）　抄

（施行期日）

第一条　この省令は、平成十年七月一日（以下「施行日」という。）から施行する。

附　則　（平成一〇年六月三〇日運輸省令第四四号）　抄

（施行期日）

第一条　この省令は、平成十年七月一日（以下「施行日」という。）から施行する。

附　則　（平成一二年二月三日運輸省令第三号）　抄

（施行期日）

第一条　この省令は、公布の日から施行する。
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（経過措置）

第二条　この省令の施行の際現に交付されている条約証書（原子力旅客船安全証書、高速船安全証書及び高速船航行条件証書並びに海上に

おける人命の安全のための国際条約及び満載喫水線に関する国際条約による証書に関する省令及び船舶設備規程等の一部を改正する省令

の一部を改正する省令（平成九年運輸省令第四十六号。以下「旧改正省令」という。）附則第二項の規定によりなお従前の例によること

とされた条約証書を除く。）は、第一条の規定による改正後の海上における人命の安全のための国際条約及び満載喫水線に関する国際条

約による証書に関する省令の様式によるものとみなす。

第四条　この省令の施行の際現に交付されている液体化学薬品ばら積船適合証書（旧改正省令附則第二項の規定によりなお従前の例による

こととされた液体化学薬品ばら積船適合証書を除く。）は、第三条の規定による改正後の船舶設備規程等の一部を改正する省令の様式に

よるものとみなす。

附　則　（平成一二年三月二二日運輸省令第九号）

（施行期日）

１　この省令は、平成十二年四月一日から施行する。

（経過措置）

２　この省令の施行前にした申請に係る手数料に関しては、なお従前の例による。

附　則　（平成一二年一一月二八日運輸省令第三八号）　抄

（施行期日）

第一条　この省令は、平成十三年一月一日（以下「施行日」という。）から施行する。

附　則　（平成一二年一一月二九日運輸省令第三九号）　抄

（施行期日）

第一条　この省令は、平成十三年一月六日から施行する。

附　則　（平成一三年三月一五日国土交通省令第三八号）　抄

（施行期日）

第一条　この省令は、平成十三年四月一日から施行する。

附　則　（平成一三年一二月五日国土交通省令第一四四号）

（施行期日）

１　この省令は、平成十四年一月一日から施行する。

（経過措置）

２　この省令の施行の際現に交付されている貨物船安全構造証書、貨物船安全設備証書及び貨物船安全証書は、改正後の海上における人命

の安全のための国際条約及び満載喫水線に関する国際条約による証書に関する省令の様式による条約証書とみなす。

附　則　（平成一四年三月二八日国土交通省令第二九号）　抄

（施行期日）

第一条　この省令は、平成十四年四月一日（以下「施行日」という。）から施行する。

（海上における人命の安全のための国際条約及び満載喫水線に関する国際条約による証書に関する省令の一部改正に伴う経過措置）

第五条　この省令の施行の際現にこの省令による改正前の船舶安全法施行規則第一条第五項に規定する小型遊漁兼用船に該当する船舶につ

いては、当該船舶が受有している船舶検査証書の有効期間が満了する日までの間は、前条の規定による改正後の海上における人命の安全

のための国際条約及び満載喫水線に関する国際条約による証書に関する省令第二条の規定の適用については、同条中「小型兼用船」とあ

るのは、「小型遊漁兼用船」とする。

附　則　（平成一四年六月二五日国土交通省令第七五号）　抄

（施行期日）

第一条　この省令は、平成十四年七月一日（以下「施行日」という。）から施行する。

（海上における人命の安全のための国際条約及び満載喫水線に関する国際条約による証書に関する省令の一部改正に伴う経過措置）

第七条　第六条の規定による改正前の海上における人命の安全のための国際条約及び満載喫水線に関する国際条約による証書に関する省令

の規定により交付を受けている旅客船安全証書、貨物船安全設備証書又は貨物船安全証書は、当該船舶について施行日以後最初に行われ

る定期検査又は中間検査の時期までは、同条の規定による改正後の海上における人命の安全のための国際条約及び満載喫水線に関する国

際条約による証書に関する省令の規定により交付された旅客船安全証書、貨物船安全設備証書又は貨物船安全証書とみなす。

附　則　（平成一五年七月一〇日国土交通省令第八二号）　抄

（施行期日）

第一条　この省令は、二千一年の船舶の有害な防汚方法の規制に関する国際条約が日本国について効力を生ずる日（以下「施行日」とい

う。）から施行する。

（経過措置）

第二条　

３　この省令の施行の際現に船舶検査証書又は臨時航行許可証を受有する船舶については、新構造規則第六十四条の防汚方法に係る船舶安

全法第五条第一項の検査の時期までは、第二条の規定による改正後の海上における人命の安全のための国際条約等による証書に関する省

令第二条第五項の規定は適用しない。

附　則　（平成一五年一一月二六日国土交通省令第一一四号）　抄

（施行期日）

第一条　この省令は、平成十六年一月一日から施行する。

（海上における人命の安全のための国際条約及び満載喫水線に関する国際条約による証書に関する省令の一部改正に伴う経過措置）

第三条　この省令による改正前の海上における人命の安全のための国際条約及び満載喫水線に関する国際条約による証書に関する省令の規

定により交付を受けている旅客船安全証書、貨物船安全無線証書及び貨物船安全証書は、この省令による改正後の海上における人命の安

全のための国際条約及び満載喫水線に関する国際条約による証書に関する省令の規定により交付された旅客船安全証書、貨物船安全無線

証書及び貨物船安全証書とみなす。

附　則　（平成一五年一二月二二日国土交通省令第一一八号）　抄

（施行期日）

第一条　この省令は、平成十六年一月一日（以下「施行日」という。）から施行する。

附　則　（平成一六年二月二六日国土交通省令第六号）　抄
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（施行期日）

第一条　この省令は、平成十六年三月一日から施行する。

附　則　（平成一六年三月三一日国土交通省令第三四号）

この省令は、公布の日から施行する。

附　則　（平成一六年一〇月二八日国土交通省令第九三号）　抄

（施行期日）

第一条　この省令は、海洋汚染及び海上災害の防止に関する法律等の一部を改正する法律（以下「改正法」という。）の施行の日から施行

する。

附　則　（平成一六年一一月二四日国土交通省令第九五号）　抄

（施行期日）

第一条　この省令は、平成十七年一月一日（以下「施行日」という。）から施行する。

（海上における人命の安全のための国際条約及び満載喫水線に関する国際条約による証書に関する省令の一部改正に伴う経過措置）

第六条　第六条の規定による改正前の海上における人命の安全のための国際条約及び満載喫水線に関する国際条約による証書に関する省令

の規定により交付を受けている旅客船安全証書、貨物船安全設備証書、貨物船安全証書、高速船安全証書及び高速船航行条件証書は、第

六条の規定による改正後の海上における人命の安全のための国際条約及び満載喫水線に関する国際条約による証書に関する省令の規定に

より交付された旅客船安全証書、貨物船安全設備証書、貨物船安全証書、高速船安全証書及び高速船航行条件証書とみなす。

附　則　（平成一七年三月二八日国土交通省令第一九号）

（施行期日）

１　この省令は、平成十七年四月一日から施行する。

（経過措置）

２　この省令の施行前にした申請に係る手数料に関しては、なお従前の例による。

附　則　（平成一八年六月二三日国土交通省令第七二号）

（施行期日）

１　この省令は、平成十八年七月一日から施行する。

（経過措置）

２　この省令による改正前の規定により交付を受けている旅客船安全証書、原子力旅客船安全証書、貨物船安全構造証書、貨物船安全設備

証書、貨物船安全無線証書、貨物船安全証書、国際照射済核燃料等運送船適合証書、国際液化ガスばら積船適合証書、高速船安全証書、

国際満載喫水線証書、国際満載喫水線免除証書及び液化ガスばら積船適合証書は、それぞれこの省令による改正後の規定により交付され

た旅客船安全証書、原子力旅客船安全証書、貨物船安全構造証書、貨物船安全設備証書、貨物船安全無線証書、貨物船安全証書、国際照

射済核燃料等運送船適合証書、国際液化ガスばら積船適合証書、高速船安全証書、国際満載喫水線証書、国際満載喫水線免除証書及び液

化ガスばら積船適合証書とみなす。

附　則　（平成一八年一〇月一八日国土交通省令第一〇二号）　抄

（施行期日）

第一条　この省令は、平成十九年一月一日（以下「施行日」という。）から施行する。

（海上における人命の安全のための国際条約及び満載喫水線に関する国際条約による証書に関する省令の一部改正に伴う経過措置）

第三条　管海官庁は、第四条の規定による改正前の海上における人命の安全のための国際条約及び満載喫水線に関する国際条約による証書

に関する省令（以下「旧証書省令」という。）第五号の三様式による国際液体化学薬品ばら積船適合証書の交付を受けている船舶の所有

者の申請に応じ、施行日前においても、第四条の規定による改正後の海上における人命の安全のための国際条約及び満載喫水線に関する

国際条約による証書に関する省令（以下「新証書省令」という。）第五号の三様式による国際液体化学薬品ばら積船適合証書に相当する

証書（以下「相当証書」という。）を交付することができる。

２　前項の規定により交付した相当証書は、施行日の前日までの間に主要な変更又は改造を行ったときを除き、施行日以後は、新証書省令

第五号の三様式による国際液体化学薬品ばら積船適合証書とみなす。

３　新証書省令第三条（第三号に係る部分を除く。）並びに第十五条第一項（第一号に係る部分に限る。）及び第二項の規定は、相当証書の

交付について準用する。この場合において、新証書省令第三条第二号中「海洋汚染等防止証書及び海洋汚染等防止検査手帳又は臨時海洋

汚染等防止証書及び海洋汚染等防止検査手帳（交付を受けている船舶に限る。）（海洋汚染等防止証書又は臨時海洋汚染等防止証書の交付

を受けている船舶が国際液体化学薬品ばら積船適合証書の交付を受ける場合に限る。）」とあるのは「附則第五条第二項及び第四項の規定

により交付された海洋汚染等防止証書」と、新証書省令第十五条第一項中「条約証書の交付、書換え、若しくは再交付又は附属書の交付

若しくは再交付」とあるのは「相当証書の交付」と、同項第一号中「条約証書の交付、書換え又は再交付」とあるのは「相当証書の交

付」と読み替えるものとする。

附　則　（平成二〇年一〇月二九日国土交通省令第八八号）　抄

（施行期日）

第一条　この省令は、平成二十一年一月一日（以下「施行日」という。）から施行する。

（経過措置）

第三条　第六条の規定による改正前の海上における人命の安全のための国際条約等による証書に関する省令の規定により交付を受けている

旅客船安全証書及び原子力旅客船安全証書は、第六条の規定による改正後の海上における人命の安全のための国際条約等による証書に関

する省令（以下「新証書省令」という。）の規定により交付された旅客船安全証書及び原子力旅客船安全証書とみなす。

２　施行日前に建造され、又は建造に着手された旅客船（以下「現存旅客船」という。）について交付される旅客船安全証書及び原子力旅

客船安全証書に係る新証書省令第一号様式及び第一号の二様式の適用については、これらの様式中「Ｐ．１」とあるのは「Ｃ．１」と、

「Ｐ．２」とあるのは「Ｃ．２」と、「Ｐ．３」とあるのは「Ｃ．３」とする。

３　現存旅客船であって施行日以後主要な変更又は改造を行うものについては、当該変更又は改造後は、前項の規定にかかわらず、管海官

庁の指示するところによる。

附　則　（平成二〇年一二月二二日国土交通省令第一〇一号）　抄

（施行期日）

第一条　この省令は、平成二十年十二月三十一日（次条において「施行日」という。）から施行する。

（海上における人命の安全のための国際条約等による証書に関する省令の一部改正に伴う経過措置）

第三条　第三条の規定による改正前の海上における人命の安全のための国際条約等による証書に関する省令の規定により交付を受けている

旅客船安全証書、貨物船安全構造証書、貨物船安全設備証書及び貨物船安全証書は、同条の規定による改正後の海上における人命の安全
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のための国際条約等による証書に関する省令の規定により交付された旅客船安全証書、貨物船安全構造証書、貨物船安全設備証書及び貨

物船安全証書とみなす。

附　則　（平成二一年六月二六日国土交通省令第四四号）

（施行期日）

１　この省令は、平成二十一年七月一日から施行する。

（経過措置）

２　この省令による改正前の海上における人命の安全のための国際条約等による証書に関する省令の規定により交付を受けている旅客船安

全証書、原子力旅客船安全証書、貨物船安全構造証書、貨物船安全設備証書及び貨物船安全証書は、この省令による改正後の海上におけ

る人命の安全のための国際条約等による証書に関する省令の規定により交付された旅客船安全証書、原子力旅客船安全証書、貨物船安全

構造証書、貨物船安全設備証書及び貨物船安全証書とみなす。

附　則　（平成二一年一〇月一日国土交通省令第五九号）

この省令は、公布の日から施行する。

附　則　（平成二一年一二月二二日国土交通省令第六九号）　抄

（施行期日）

第一条　この省令は、平成二十二年一月一日（以下「施行日」という。）から施行する。

（海上における人命の安全のための国際条約等による証書に関する省令の一部改正に伴う経過措置）

第五条　第六条の規定による改正前の海上における人命の安全のための国際条約等による証書に関する省令の規定により交付を受けている

旅客船安全証書、原子力旅客船安全証書、貨物船安全設備証書、貨物船安全無線証書及び貨物船安全証書は、同条の規定による改正後の

海上における人命の安全のための国際条約等による証書に関する省令の規定により交付された旅客船安全証書、原子力旅客船安全証書、

貨物船安全設備証書、貨物船安全無線証書及び貨物船安全証書とみなす。

附　則　（平成二一年一二月二五日国土交通省令第七〇号）

この省令は、平成二十二年一月一日から施行する。

附　則　（平成二二年一二月二八日国土交通省令第六二号）

（施行期日）

１　この省令は、平成二十三年一月一日から施行する。

（経過措置）

２　この省令による改正前の海上における人命の安全のための国際条約等による証書に関する省令の規定により交付を受けている旅客船安

全証書、原子力旅客船安全証書、貨物船安全設備証書及び貨物船安全証書は、次の表の上欄に掲げる船舶の区分に応じ、それぞれ同表の

下欄に掲げる時期までは、この省令による改正後の海上における人命の安全のための国際条約等による証書に関する省令の規定により交

付された旅客船安全証書、原子力旅客船安全証書、貨物船安全設備証書及び貨物船安全証書とみなす。

旅客船及び総トン数三、〇〇〇トン以上の旅客船以外の船舶 平成二十四年七月一日以後最初に行われる定期検査又は中間検査の時期

総トン数五〇〇トン以上三、〇〇〇トン未満の旅客船以外の船舶 平成二十五年七月一日以後最初に行われる定期検査又は中間検査の時期

総トン数一五〇トン以上五〇〇トン未満の旅客船以外の船舶 平成二十六年七月一日以後最初に行われる定期検査又は中間検査の時期

附　則　（平成二三年五月三一日国土交通省令第四五号）　抄

（施行期日）

第一条　この省令は、公布の日から施行する。

附　則　（平成二四年六月二九日国土交通省令第六六号）

（施行期日）

１　この省令は、平成二十四年七月一日から施行する。

（経過措置）

２　この省令による改正前の海上における人命の安全のための国際条約等による証書に関する省令の規定により交付を受けている旅客船安

全証書、貨物船安全構造証書、貨物船安全設備証書及び貨物船安全証書は、この省令による改正後の海上における人命の安全のための国

際条約等による証書に関する省令の規定により交付された旅客船安全証書、貨物船安全構造証書、貨物船安全設備証書及び貨物船安全証

書とみなす。

附　則　（平成二四年一二月二八日国土交通省令第九一号）　抄

（施行期日）

第一条　この省令は、平成二十五年一月一日から施行する。

附　則　（平成二五年四月一五日国土交通省令第三〇号）

この省令は、公布の日から施行する。

附　則　（平成二六年七月一日国土交通省令第六〇号）

（施行期日）

第一条　この省令は、平成二十六年七月一日から施行する。

（経過措置）

第二条　この省令による改正前の海上における人命の安全のための国際条約等による証書に関する省令の規定により交付を受けている旅客

船安全証書、原子力旅客船安全証書、貨物船安全構造証書、貨物船安全設備証書、貨物船安全無線証書及び貨物船安全証書は、この省令

による改正後の海上における人命の安全のための国際条約等による証書に関する省令の規定により交付された旅客船安全証書、原子力旅

客船安全証書、貨物船安全構造証書、貨物船安全設備証書、貨物船安全無線証書及び貨物船安全証書とみなす。

附　則　（平成二七年一二月二二日国土交通省令第八五号）　抄

（施行期日）

第一条　この省令は、平成二十八年一月一日（以下「施行日」という。）から施行する。

（海上における人命の安全のための国際条約等による証書に関する省令の一部改正に伴う経過措置）

第五条　第六条の規定による改正前の海上における人命の安全のための国際条約等による証書に関する省令の規定により交付を受けている

国際液化ガスばら積船適合証書、国際液体化学薬品ばら積船適合証書及び免除証書は、同条の規定による改正後の海上における人命の安

全のための国際条約等による証書に関する省令の規定により交付された国際液化ガスばら積船適合証書、国際液体化学薬品ばら積船適合

証書及び免除証書とみなす。
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（船舶設備規程等の一部を改正する省令の一部改正に伴う経過措置）

第八条　第十条の規定による改正前の船舶設備規程等の一部を改正する省令の規定により交付を受けている液化ガスばら積船適合証書及び

液体化学薬品ばら積船適合証書は、同条の規定による改正後の船舶設備規程等の一部を改正する省令の規定により交付された液化ガスば

ら積船適合証書及び液体化学薬品ばら積船適合証書とみなす。

附　則　（平成二八年六月二四日国土交通省令第五二号）　抄

（施行期日）

１　この省令は、平成二十八年七月一日（次項において「施行日」という。）から施行する。

（海上における人命の安全のための国際条約等による証書に関する省令の一部改正に伴う経過措置）

３　第三条の規定による改正前の海上における人命の安全のための国際条約等による証書に関する省令の規定により交付を受けている貨物

船安全設備証書及び貨物船安全証書は、同条の規定による改正後の海上における人命の安全のための国際条約等による証書に関する省令

の規定により交付された貨物船安全設備証書及び貨物船安全証書とみなす。

附　則　（平成二八年一二月二六日国土交通省令第八四号）　抄

（施行期日）

第一条　この省令は、平成二十九年一月一日（以下「施行日」という。）から施行する。

附　則　（平成二八年一二月二八日国土交通省令第八八号）　抄

（施行期日）

第一条　この省令は、平成二十九年一月一日（以下「施行日」という。）から施行する。

（経過措置）

第三条　第四条の規定による改正前の海上における人命の安全のための国際条約等による証書に関する省令の規定により交付を受けている

旅客船安全証書、貨物船安全構造証書及び貨物船安全証書は、同条の規定による改正後の海上における人命の安全のための国際条約等に

よる証書に関する省令の規定により交付された旅客船安全証書、貨物船安全構造証書及び貨物船安全証書とみなす。

附　則　（令和元年一二月一六日国土交通省令第四六号）　抄

（施行期日）

第一条　この省令は、令和二年一月一日（以下「施行日」という。）から施行する。

（海上における人命の安全のための国際条約等による証書に関する省令の一部改正に伴う経過措置）

第四条　第六条の規定による改正前の海上における人命の安全のための国際条約等による証書に関する省令の規定により交付を受けている

旅客船安全証書、原子力旅客船安全証書、貨物船安全設備証書、貨物船安全無線証書、貨物船安全証書、国際液化ガスばら積船適合証

書、国際液体化学薬品ばら積船適合証書及び高速船安全証書は、同条の規定による改正後の海上における人命の安全のための国際条約等

による証書に関する省令の規定により交付された旅客船安全証書、原子力旅客船安全証書、貨物船安全設備証書、貨物船安全無線証書、

貨物船安全証書、国際液化ガスばら積船適合証書、国際液体化学薬品ばら積船適合証書及び高速船安全証書とみなす。

（船舶設備規程等の一部を改正する省令の一部改正に伴う経過措置）

第六条　第八条の規定による改正前の船舶設備規程等の一部を改正する省令の規定により交付を受けている液化ガスばら積船適合証書及び

液体化学薬品ばら積船適合証書は、同条の規定による改正後の船舶設備規程等の一部を改正する省令の規定により交付された液化ガスば

ら積船適合証書及び液体化学薬品ばら積船適合証書とみなす。

附　則　（令和元年一二月一六日国土交通省令第四七号）　抄

（施行期日）

第一条　この省令は、情報通信技術の活用による行政手続等に係る関係者の利便性の向上並びに行政運営の簡素化及び効率化を図るための

行政手続等における情報通信の技術の利用に関する法律等の一部を改正する法律の施行の日（令和元年十二月十六日）から施行する。

附　則　（令和二年一二月二三日国土交通省令第九八号）

（施行期日）

１　この省令は、令和三年一月一日から施行する。

（経過措置）

２　この省令の施行の際現にあるこの省令による改正前の様式による用紙は、当分の間、これを取り繕って使用することができる。

附　則　（令和四年四月一日国土交通省令第四一号）　抄

（施行期日）

第一条　この省令は、令和五年一月一日（以下「施行日」という。）から施行する。

（経過措置）

第二条　

５　第二条の規定による改正前の海上における人命の安全のための国際条約等による証書に関する省令（次項において「旧証書省令」とい

う。）の規定により交付を受けている国際防汚方法証書は、令和六年十二月三十一日までの間は、同条の規定による改正後の海上におけ

る人命の安全のための国際条約等による証書に関する省令（次項において「新証書省令」という。）の規定により交付された国際防汚方

法証書とみなす。

６　この省令の施行の際現に旧証書省令の規定による国際防汚方法証書の交付を受けている船舶所有者は、令和六年十二月三十一日まで

に、新証書省令第三条の規定による国際防汚方法証書の交付を管海官庁に申請し、新証書省令の規定による国際防汚方法証書の交付を受

けなければならない。ただし、旧証書省令の規定による国際防汚方法証書の交付を受けている船舶所有者が、令和六年十二月三十一日ま

でに、新証書省令第九条の規定により当該国際防汚方法証書を返納したときは、この限りでない。

附　則　（令和五年一二月二八日国土交通省令第九七号）　抄

（施行期日）

第一条　この省令は、令和六年一月一日（以下「施行日」という。）から施行する。

（海上における人命の安全のための国際条約等による証書に関する省令の一部改正に伴う経過措置）

第七条　第六条の規定による改正前の海上における人命の安全のための国際条約等による証書に関する省令の規定により交付を受けている

旅客船安全証書、原子力旅客船安全証書、貨物船安全設備証書、貨物船安全無線証書、貨物船安全証書及び高速船安全証書は、同条の規

定による改正後の海上における人命の安全のための国際条約等による証書に関する省令の規定により交付された旅客船安全証書、原子力

旅客船安全証書、貨物船安全設備証書、貨物船安全無線証書、貨物船安全証書及び高速船安全証書とみなす。
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第１号様式（第２条関係）

第1号様式（第2条関係）（平26国交令60・全改、平28国交令88・令元国交令46・一部改正） 番号第号 Certificate№ 旅客船安全証書 PASSENGERSHIPSAFETYCERTIFICATE この証書は、旅客船の安全のための設備の記録（様式P）によって補足される。 ThisCertificateshallbesupplementedbyaRecordofEquipmentfor PassengerShipSafety(FormP) 国際 航海に対するもの 短国際日本国 公の印章 anJAPAN forinternationalvoyage ashort ○ 1988年の議定書により修正された1974年の海上における人命の安全のための国際条約に基づき、日本国政府の権限の下に、発給する。 IssuedundertheprovisionsoftheInternationalConventionfortheSafetyofLifeatSea,1974,asmodifiedbytheProtocolof1988relatingtheretoundertheauthorityoftheGovernmentofJapan 船舶の要目 Particularsofship 船名 Nameofship 船舶番号又は信号符字 Distinctivenumberorletters 船籍港 Portofregistry 総トン数 Grosstonnage 認められた航行海域（第Ⅳ章第2規則） Seaareasinwhichshipis certifiedtooperate（regulationIV/2） 国際海事機関船舶識別番号 IMONumber 建造の日 Dateofbuild: 建造契約が結ばれた日 Dateofbuildingcontract キールが据え付けられた日又はこれと同様の建造段階に達した日 Dateonwhichkeelwaslaidorshipwasatsimilarstageofconstruction 引渡しの日 Dateofdelivery 用途変更又は主要な変更若しくは改造が行われた場合にはその開始の日 Dateonwhichworkforaconversionoranalterationormodificationofamajorcharacterwascommenced（whereapplicable） 該当する日付を全て記入すること。 Allapplicabledatesshallbecompleted. この証書は、次のことを証明する。 THISISTOCERTIFY: 1この船舶が上記の条約第Ⅰ章第7規則の規定に従って検査されたこと。 ThattheshiphasbeensurveyedinaccordancewiththerequirementsofregulationⅠ/7oftheConvention. 2検査の結果、次のことが明らかとなったこと。 Thatthesurveyshowedthat: 2．1この船舶が次の事項について上記の条約に定める要件を満たしていること。 theshipcompliedwiththerequirementsoftheConventionasregards: ．1船体、主機関及び補助機関並びにボイラーその他の圧力容器 thestructure,mainandauxiliarymachinery,boilersandotherpressurevessels; ．2水密区画の配置及び詳細 thewatertightsubdivisionarrangementsanddetails; ．3次の区画満載喫水線 thefollowingsubdivisionloadlines: 指定されかつ船舶の中央においフリーボー他の用途に使用されることが て船側に標示される区画満載喫ドある次の場所が旅客を積載す 水線（第Ⅱ―1章第18規則）る場所に含まれる場合に適用 する。 Subdivisionloadlinesassigned Freeboard andmarkedontheship'sside Toapplywhenthespacesin amidships（regulationⅡ‐1 whichpassengersarecarried /18） includethefollowingalterna tivespaces P．1 P．2 P．3 2．2この船舶が上記の条約第Ⅱ―1章G部に適合し、燃料としてを用いている／適合していないこと。 theshipcompliedwithpartGofchapterⅡ―1oftheConventionusingasfuel／N.A. 2．3この船舶が防火構造、消防設備及び火災制御図について上記の条約に定める要件を満たしていること。 theshipcompliedwiththerequirementsoftheConventionasregardsstructuralfireprotection,firesafetysystemsandappliancesandfirecontrolplans; 2．4救命設備並びに救命艇、救命いかだ及び救助艇の艤装品が、上記の条約に定める要件に従って備えられていること。 thelifesavingappliancesandtheequipmentofthelifeboats,liferaftsandrescueboatswereprovidedinaccordancewiththerequirementsoftheConvention; 2．5この船舶が救命索発射器及び救命設備において使用する無線設備を上記の条約に定める要件に従って備えていること。 theshipwasprovidedwithalinethrowingapplianceandradioinstallationsusedinlifesavingappliancesinaccordancewiththerequirementsoftheConvention; 2．6この船舶が無線設備について上記の条約に定める要件を満たしているこ と。 theshipcompliedwiththerequirementsoftheConventionasregardsradioinstallations; 2．7救命設備において使用する無線設備の機能が上記の条約に定める要件を満たしていること。 thefunctioningoftheradioinstallationsusedinlifesavingappliancescompliedwiththerequirementsoftheConvention; 2．8この船舶が船舶に備える航行設備、水先人用乗船設備及び航海用刊行物について上記の条約に定める要件を満たしていること。 theshipcompliedwiththerequirementsoftheConventionasregardsshipbornenavigationalequipment,meansofembarkationforpilotsandnauticalpublications; 2．9この船舶が灯火、形象物並びに音響信号及び遭難信号の装置を上記の条約及び現行の海上における衝突の予防のための国際規則に従って備えていること。 theshipwasprovidedwithlights,shapes,meansofmakingsoundsignalsanddistresssignals,inaccordancewiththerequirementsoftheConventionandtheInternationalRegulationsforPreventingCollisionsatSeainforce; 2．10他の全ての事項について、この船舶が上記の条約の関係規定に適合していること。 inallorderrespectstheshipcompliedwiththerelevantrequirementsoftheConvention; 2．11この船舶が上記の条約第Ⅱ―1章第55規則／第Ⅱ―2章第17規則／第Ⅲ章第38規則に従って代替設計及び配置をしている／していないこと。 theshipwas/wasnotsubjectedtoanalternativedesignandarrangementsinpursuanceofregulation（s）Ⅱ‐1/55/Ⅱ‐2／17/Ⅲ／38oftheConvention; 2．12機関及び電気設備／防火／救命設備のための代替設計及び配置の承認文書が、この証書に附属されている／附属されていないこと。 aDocumentofapprovalofalternativedesignandarrangementsformachineryandelectricalinstallations/fireprotection/lifesavingappliancesandarrangementsis/isnotappendedtothisCertificate. 3免除証書が、発給されている／発給されていないこと。 ThatanExemptionCertificatehas/hasnotbeenissued. この証書は、まで効力を有する。 Thiscertificateisvaliduntil この証書の基となる検査が完了した日： Completiondateofthesurveyonwhichthiscertificateisbased： において発給した。 （証書の発給の場所） Issuedat （Placeofissueofcertificate） （発給の日） （Dateofissue）（管海官庁氏名）（印章） 更新検査が完了し、上記の条約第Ⅰ章第14規則dの規定を適用する場合における裏書 EndorsementwheretherenewalsurveyhasbeencompletedandregulationⅠ/14dapplies この船舶は、上記の条約の関係規定に適合していると認められる。よって、この証書は、同条約第Ⅰ章第14規則dの規定に従ってまで効力を有するものとする。 TheshipcomplieswiththerelevantrequirementsoftheConvention,andthiscertificateshall,inaccordancewithregulationⅠ/14doftheConvention,beacceptedasvaliduntil 場所 Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 上記の条約第Ⅰ章第14規則e又はfの規定を適用する場合における検査港に到着 するまでの期間又は猶予期間について証書の有効期間を延長するための裏書 EndorsementtoextendthevalidityofthecertificateuntilreachingtheportofsurveyorforaperiodofgracewhereregulationⅠ/14eorⅠ/14fapplies この証書は、上記の条約第Ⅰ章第14規則e／fの規定に従ってまで効力を有するものとする。 Thiscertificateshall,inaccordancewithregulationⅠ/14e/Ⅰ/14foftheConvention,beacceptedasvaliduntil 場所 Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 旅客船の安全のための設備の記録（様式P） RECORDOFEQUIPMENTFORPASSENGERSHIPSAFETY（FORMP） 改正された1974年の海上における人命の安全のための国際条約に係る設備の記録 RECORDOFEQUIPMENTFORCOMPLIANCEWITH THEINTERNATIONALCONVENTIONFORTHE SAFETYOFLIFEATSEA,1974,ASAMENDED 1船舶の要目 PARTICULARSOFSHIP 船名 Nameofship 船舶番号又は信号符字 Distinctivenumberorletters 認められた旅客数 Numberofpassengersforwhichcertified 無線設備を操作する資格を有する者についての最低限度の人数 Minimumnumberofpersonswithrequired qualificationstooperatetheradioinstallations 2救命設備の詳細 DETAILSOFLIFESAVINGAPPLIANCES 1備えている救命設備総計人分 Totalnumberofpersonsforwhichlifesavingappliancesareprovid ed 左舷右舷 PortsideStarboard side 2救命艇の総数 Totalnumberoflifeboats 2．1救命艇に収容される人数の総計 Totalnumberofpersonsaccommodatedbythem 2．2部分閉囲型救命艇（第Ⅲ章第21規則及びLSA コード4．5部）の数 Numberofpartiallyenclosedlifeboats（regula tionⅢ/21andLSACode,section4．5） 2．3自己復原部分閉囲型救命艇（第Ⅲ章第43規則） の数 Numberofselfrightingpartiallyenclosedlifeboats（regulationⅢ/43） 2．4全閉囲型救命艇（第Ⅲ章第21規則及びLSAコ ード4．6部）の数 Numberoftotallyenclosedlifeboats（regula tionⅢ/21andLSACode,section4．6） 2．5その他の救命艇 Otherlifeboats 2．5．1数 Number 2．5．2型 Type 3発動機付救命艇の数（2の救命艇の総数に含まれ る。） Numberofmotorlifeboats（includedinthetotal lifeboatsshownabove） 3．1探照灯を取り付けた救命艇の数 Numberoflifeboatsfittedwithsearchlights 4救助艇の数 Numberofrescueboats 4．12の救命艇の総数に含まれる救助艇の数 Numberofboatswhichareincludedinthetotal lifeboatsshownabove 4．2高速救助艇の数 Numberofboatswhicharefastrescueboats 5救命いかだ Liferafts 5．1承認された進水装置を必要とする救命いかだ Thoseforwhichapprovedlaunchingappliances arerequired 5．1．1救命いかだの数 Numberofliferafts 5．1．2救命いかだに収容される人数 Numberofpersonsaccommodatedbythem 5．2承認された進水装置を必要としない救命いかだ Thoseforwhichapprovedlaunchingappliances arenotrequired 5．2．1救命いかだの数 Numberofliferafts 5．2．2救命いかだに収容される人数 Numberofpersonsaccommodatedbythem 6降下式乗込装置の数 NumberofMarineEvacuationSystems(MES) 6．1降下式乗込装置に使用される救命いかだの数 Numberofliferaftsservedbythem 6．2降下式乗込装置に収容される人数 Numberofpersonsaccommodatedbythem 7救命浮器 Buoyantapparatus 7．1浮器の数 Numberofapparatus 7．2浮器に支えられる人数 Numberofpersonscapableofbeingsupported 8救命浮環の数 Numberoflifebuoys 9救命胴衣の数（総数） Numberoflifejackets(total) 9．1大人用救命胴衣の数 Numberofadultlifejackets 9．2子供用救命胴衣の数 Numberofchildlifejackets 9．3幼児用救命胴衣の数 Numberofinfantlifejackets 10イマーション・スーツ Immersionsuits 10．1総数 Totalnumber 10．2救命胴衣の要件を満たすイマーション・スーツ の数 Numberofsuitscomplyingwiththe requirementsforlifejackets 11耐暴露服の数 Numberofantiexposuresuits 12保温具の数 Numberofthermalprotectiveaids 13救命設備において使用する無線設備 Radioinstallationsusedinlifesaving appliances 13．1捜索及び救助のための位置標示に係る設備の数 Numberofsearchandrescuelocatingdevices 13．1．1レーダー・トランスポンダー Radarsearchandrescuetransponders（SAR T） 13．1．2捜索救助用位置指示送信装置 AISsearchandrescuetransmitters（AIS-SA RT） 13．2双方向VHF無線電話装置の数 NumberoftwowayVHFradiotelephone apparatus 3無線設備の詳細 DETAILSOFRADIOFACILITIES 項目実際の措置 Item Actualprovision 1主な設備 Primarysystems 1．1VHF無線設備 VHFradioinstallation 1．1．1デジタル選択呼出装置 DSCencoder 1．1．2デジタル選択呼出聴守装置 DSCwatchreceiver 1．1．3無線電話 Radiotelephony 1．2MF無線設備 MFradioinstallation 1．2．1デジタル選択呼出装置 DSCencoder 1．2．2デジタル選択呼出聴守装置 DSCwatchreceiver 1．2．3無線電話 Radiotelephony 1．3MF／HF無線設備 MF/HFradioinstallation 1．3．1デジタル選択呼出装置 DSCencoder 1．3．2デジタル選択呼出聴守装置 DSCwatchreceiver 1．3．3無線電話 Radiotelephony 1．3．4直接印刷電信 Directprintingradiotelegraphy 1．4認定された移動衛星業務船舶地球局 Recognizedmobilesatelliteserviceshipearthstation 2警報のための補助手段 Secondarymeansofalerting 3海上安全情報の受信設備 Facilitiesforreceptionofmaritime safetyinformation 3．1ナブテックス受信機 NAVTEXreceiver 3．2高度集団呼出受信機 EGCreceiver 3．3HF直接印刷電信受信機 HFdirectprintingradiotelegraph receiver 4衛星系非常用位置指示無線標識 SatelliteEPIRB 4．1コスパス・サーサット COSPASSARSAT 5VHF非常用位置指示無線標識 VHFEPIRB 6船舶の捜索及び救助のための位置標示に係る設備 Ship’ssearchandrescuelocatingdevice 6．1レーダー・トランスポンダー Radarsearchandrescuetransponder（SART） 6．2捜索救助用位置指示送信装置 AISsearchandrescuetransmitters（AIS-SAR T） 4無線設備の利用可能性を確保するための方法（第Ⅳ章第15規則6及び7） METHODSUSEDTOENSUREAVAILABILITYOFRADIOFACILITIES （regulationsⅣ/15．6and15．7） 4．1設備の二重化 Duplicationofequipment 4．2陸上保守 Shorebasedmaintenance 4．3船上保守 Atseamaintenancecapability 5航海設備の詳細 DETAILSOFNAVIGATIONALSYSTEMSANDEQUIPMENT 項目実際の措置 Item Actualprovision 1．1標準磁気コンパス Standardmagneticcompass 1．2予備の磁気コンパス、羅盆 Sparemagneticcompass 1．3ジャイロ・コンパス Gyrocompass 1．4ジャイロ・レピータ（非常操舵場所での船首方 位情報用） Gyrocompassheadingrepeater 1．5ジャイロ・レピータ（全方位の測定用） Gyrocompassbearingrepeater 1．6自動操舵装置（船首方位制御方式又は航跡制御 方式） Headingortrackcontrolsystem 1．7方位測定コンパス装置（ペロラスを含む。） Pelorusorcompassbearingdevice 1．8船首方位及び方位の修正手段 Meansofcorrectingheadingandbearings 1．9船首方位伝達装置（THD） Transmittingheadingdevice(THD) 2．1海図又は電子海図情報表示装置（ECDIS） Nauticalcharts/Electronicchartdisplayand informationsystem(ECDIS) 2．2ECDISの予備装置 BackuparrangementsforECDIS 2．3航海用刊行物 Nauticalpublications 2．4電子航海用刊行物の予備装置 Backuparrangementsforelectronicnautical publications 3．1衛星航法装置、無線航法装置又はマルチシステ ム船上無線航法受信機 Receiverforaglobalnavigationsatellite system/terrestrialradionavigationsystem/multi-systemshipborneradionavigationreceiver 3．2航海用レーダー（9G） 9Gradar 3．3第2番目の航海用レーダー（3G又は9G） Secondradar（3G/9G） 3．4自動衝突予防援助装置（ARPA） Automaticradarplottingaid(ARPA) 3．5自動物標追跡装置 Automatictrackingaid 3．6第2番目の自動物標追跡装置 Secondautomatictrackingaid 3．7電子プロッティング装置 Electronicplottingaid 4．1船舶自動識別装置（AIS） Automaticidentificationsystem（AIS） 4．2船舶長距離識別追跡装置 Longrangeidentificationandtracking system 5航海情報記録装置（VDR） Voyagedatarecorder(VDR) 6．1船速距離計（対水） Speedanddistancemeasuringdevice (throughthewater) 6．2船速距離計（船首尾及び横方向の対地） Speedanddistancemeasuringdevice(overthe groundintheforwardandathwartshipsdirec tion) 7音響測深機 Echosoundingdevice 8．1舵角、プロペラ回転数、推力、ピッチ及び操作 モード表示器 Rudder,propeller,thrust,pitchandoperational modeindicator 8．2回頭角速度計 Rateofturnindicator 9音響受信装置 Soundreceptionsystem 10非常操舵場所との通話装置 Telephonetoemergencysteeringposition 11信号灯 Daylightsignalinglamp 12航海用レーダー反射器 Radarreflector 13国際信号書 InternationalCodeofSignals 14国際航空海上捜索救助手引書第三巻 IAMSARManual,VolumeⅢ 15船橋航海当直警報装置（BNWAS） Bridgenavigationalwatchalarmsystem(BNWAS) この記録が全ての点において正しいことを証明する。 THISISTOCERTIFYthatthisRecordiscorrectinallrespects において発給した。 （証書の発給の場所） ISSUEDAT （PlaceofissueoftheRecord） （発給の日） （Dateofissue）（管海官庁氏名）（印章） 
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第１号の２様式（第２条関係）

第1号の2様式（第2条関係）（平26国交令60・全改、令元国交令46・一部改正） 番号第号 Certificate№ 原子力旅客船安全証書 NUCLEARPASSENGERSHIPSAFETYCERTIFICATE この証書は、旅客船の安全のための設備の記録（様式P）によって補足される。 ThisCertificateshallbesupplementedbyaRecordofEquipment forPassengerShipSafety(FormP) 国際航海に対するもの 短国際日本国 公の印章 foraninternationalvoyageJAPAN ashort ○ 改正された1974年の海上における人命の安全のための国際条約に基づき、日本国政府の権限の下に、発給する。 IssuedundertheprovisionsoftheInternationalConventionfortheSafetyofLifeatSea,1974,asamendedundertheauthorityoftheGovernmentofJapan 船舶の要目 Particularsofship 船名 Nameofship 船舶番号又は信号符字 Distinctivenumberorletters 船籍港 Portofregistry 総トン数 Grosstonnage 認められた航行海域（第Ⅳ章第2規則） Seaareasinwhichshipis certifiedtooperate(regulationⅣ/2) 国際海事機関船舶識別番号 IMONumber 建造の日 Dateofbuild: 建造契約が結ばれた日 Dateofbuildingcontract キールが据え付けられた日又はこれと同様の建造段階に達した日 Dateonwhichkeelwaslaidorshipwasatsimilarstage ofconstruction 引渡しの日 Dateofdelivery 用途変更又は主要な変更若しくは改造が行われた場合にはその開始の日 Dateonwhichworkforaconversionoranalterationormodificationofamajorcharacterwascommenced(whereapplicable) 該当する日付をすべて記入すること。 Allapplicabledatesshallbecompleted. この証書は、次のことを証明する。 THISISTOCERTIFY: 1この船舶が上記の条約第Ⅷ章第9規則の規定に従って検査されたこと。 ThattheshiphasbeensurveyedinaccordancewiththerequirementsofregulationⅧ/9oftheConvention. 2原子力船であるこの船舶が、上記の条約第Ⅷ章のすべての規定に適合しており、かつ、この船舶について承認された安全説明書に合致していること。また、 Thattheship,beinganuclearship,compliedwithalltherequirementsofchapterⅧoftheConventionandconformedtotheSafetyAssessmentapprovedfortheship;andthat: 2．1この船舶が次の事項について上記の条約に定める要件を満たしていること。 theshipcompliedwiththerequirementsoftheConventionasregards: ．1原子力推進装置及び耐衝突構造を含む船体、主機関及び補助機関並びにボイラーその他の圧力容器 thestructure,mainandauxiliarymachinery,boilersandotherpressurevessels,includingthenuclearpropulsionplantandthecollisionprotectivestructure; ．2水密区画の配置及び詳細 thewatertightsubdivisionarrangementsanddetails; ．3次の区画満載喫水線 thefollowingsubdivisionloadlines: 指定されかつ船舶の中央におフリーボー他の用途に使用されることがあ いて船側に標示される区画満ドる次の場所が旅客を積載する場 載喫水線（第Ⅱ―1章第18規Freeboard所に含まれる場合に適用する。 則）Toapplywhenthespacesin Subdivisionloadlinesas‐whichpassengersarecarried signedandmarkedontheincludethefollowingalter‐ ship’ssideamidshipsnativespaces （regulationⅡ‐1/18） P．1 P．2 P．3 2．2この船舶が防火構造、消防設備及び火災制御図について上記の条約に定める要件を満たしていること。 theshipcompliedwiththerequirementsoftheConventionasregardsstructuralfireprotection,firesafetysystemsandappliancesandfirecontrolplans; 2．3この船舶が放射線防護設備について上記の条約に定める要件を満たしていること。 theshipcompliedwiththerequirementsoftheConventionasregardsradiationprotectionsystemsandequipment; 2．4救命設備並びに救命艇、救命いかだ及び救助艇の艤装品が、上記の条約に定める要件に従って備えられていること。 thelifesavingappliancesandtheequipmentofthelifeboats,liferaftsandrescueboatswereprovidedinaccordancewiththerequirementsoftheConvention; 2．5この船舶が救命索発射器及び救命設備において使用する無線設備を上記の条約に定める要件に従って備えていること。 theshipwasprovidedwithalinethrowingapplianceandradioinstallationsusedinlifesavingappliancesinaccordancewiththerequirementsoftheConvention; 2．6この船舶が無線設備について上記の条約に定める要件を満たしていること。 theshipcompliedwiththerequirementsoftheConventionasregardsradioinstallations; 2．7救命設備において使用する無線設備の機能が上記の条約に定める要件を満たしていること。 thefunctioningoftheradioinstallationsusedinlifesavingappliancescompliedwiththerequirementsoftheConvention; 2．8この船舶が船舶に備える航行設備、水先人用乗船設備及び航海用刊行物について上記の条約に定める要件を満たしていること。 theshipcompliedwiththerequirementsoftheConventionasregardsshipbornenavigationalequipment,meansofembarkationforpilotsandnauticalpublications; 2．9この船舶が灯火、形象物並びに音響信号及び遭難信号の装置を上記の条約及び現行の海上における衝突の予防のための国際規則に従って備えていること。 theshipwasprovidedwithlights,shapes,meansofmakingsound signalsanddistresssignals,inaccordancewiththerequirementsoftheConventionandtheInternationalRegulationsforPreventingCollisionsatSeainforce; 2．10他のすべての事項について、この船舶が上記の条約の関係規定に適合していること。 inallotherrespectstheshipcompliedwiththerelevantrequirementsoftheConvention; 2．11この船舶が上記の条約第Ⅱ―1章第55規則／第Ⅱ―2章第17規則／第Ⅲ章第38規則に従って代替設計及び配置をしている／していないこと。 theshipwas/wasnotsubjectedtoanalternativedesignandarrangementsinpursuanceofregulation(s)Ⅱ‐1/55/Ⅱ‐2/17/Ⅲ/38oftheConvention; 2．12機関及び電気設備／防火／救命設備のための代替設計及び配置の承認文書が、この証書に附属されている／附属されていないこと。 aDocumentofapprovalofalternativedesignandarrangementsformachineryandelectricalinstallations/fireprotection/lifesavingappliancesandarrangementsis/isnotappendedtothisCertificate. この証書は、まで効力を有する。 Thiscertificateisvaliduntil この証書の基となる検査が完了した日： Completiondateofthesurveyonwhichthiscertificateisbased: において発給した。 （証書の発給の場所） Issuedat （Placeofissueofcertificate） （発給の日） （Dateofissue）（管海官庁氏名）（印章） 旅客船の安全のための設備の記録（様式P） RECORDOFEQUIPMENTFORPASSENGERSHIPSAFETY(FORMP) 改正された1974年の海上における人命の安全のための国際条約に係る設備の記録 RECORDOFEQUIPMENTFORCOMPLIANCEWITH THEINTERNATIONALCONVENTIONFORTHE SAFETYOFLIFEATSEA,1974,ASAMENDED 1船舶の要目 PARTICULARSOFSHIP 船名 Nameofship 船舶番号又は信号符字 Distinctivenumberorletters 認められた旅客数 Numberofpassengersforwhichcertified 無線設備を操作する資格を有する者についての最低限度の人数 Minimumnumberofpersonswithrequired qualificationstooperatetheradioinstallations 2救命設備の詳細 DETAILSOFLIFE‐SAVINGAPPLIANCES 1備えている救命設備総計人分 Totalnumberofpersonsforwhichlifesavingappliancesareprovided 左舷右舷 PortsideStarboardside 2救命艇の総数 Totalnumberoflifeboats 2．1救命艇に収容される人数の総計 Totalnumberofpersonsaccomm odatedbythem 2．2部分閉囲型救命艇（第Ⅲ章第21規 則及びLSAコード4．5部）の数 Numberofpartiallyenclosed lifeboats(regulationⅢ/21and LSACode，section4.5) 2．3自己復原部分閉囲型救命艇（第Ⅲ 章第43規則）の数 Numberofselfrightingpartiallyenclosedlifeboats(regulationⅢ/43) 2．4全閉囲型救命艇（第Ⅲ章第21規則 及びLSAコード4．6部）の数 Numberoftotallyenclosedlife boats(regulationⅢ/21andLSA Code,section4.6) 2．5その他の救命艇 Otherlifeboats 2．5．1数 Number 2．5．2型 Type 3発動機付救命艇の数（2の救命艇の 総数に含まれる。） Numberofmotorlifeboats （includedinthetotallifeboats shownabove） 3．1探照灯を取り付けた救命艇の数 Numberoflifeboatsfitted withsearchlights 4救助艇の数 Numberofrescueboats 4．12の救命艇の総数に含まれる救助 艇の数 Numberofboatswhichare includedinthetotallifeboats shownabove 4．2高速救助艇の数 Numberofboatswhicharefastrescueboats 5救命いかだ Liferafts 5．1承認された進水装置を必要とする 救命いかだ Thoseforwhichapprovedlaunchi ngappliancesarerequired 5．1．1救命いかだの数 Numberofliferafts 5．1．2救命いかだに収容される人数 Numberofpersonsaccom modatedbythem 5．2承認された進水装置を必要としな い救命いかだ Thoseforwhichapproved launchingappliancesarenot required 5．2．1救命いかだの数 Numberofliferafts 5．2．2救命いかだに収容される人数 Numberofpersonsaccom modatedbythem 6降下式乗込装置の数 NumberofMarineEvacuationSysteme(MES) 6．1降下式乗込装置に使用される救命 いかだの数 Numberofliferaftsservedbythem 6．2降下式乗込装置に収容される人数 Numberofpersonsaccommodatedbythem 7救命浮器 Buoyantapparatus 7．1浮器の数 Numberofapparatus 7．2浮器に支えられる人数 Numberofpersonscapableof beingsupported 8救命浮環の数 Numberoflifebuoys 9救命胴衣の数（総数） Numberoflifejackets（total） 9．1大人用救命胴衣の数 Numberofadultlifejackets 9．2子供用救命胴衣の数 Numberofchildlifejackets 9．3幼児用救命胴衣の数 Numberofinfantlifejackets 10イマーション・スーツ Immersionsuits 10．1総数 Totalnumber 10．2救命胴衣の要件を満たすイマー ション・スーツの数 Numberofsuitscomplying withtherequirementsfor lifejackets 11耐暴露服の数 Numberofantiexposuresuits 12保温具の数 Numberofthermalprotective aids 13救命設備において使用する無線設備 Radioinstallationsusedinlife savingappliances 13．1捜索及び救助のための位置標示に 係る設備の数 Numberofsearchandrescuelocatingdevices 13．1．1レーダー・トランスポンダー Radarsearchandrescue transponders(SART) 13．1．2捜索救助用位置指示送信装置 AISsearchandrescuetransmitters(AISSART) 13．2双方向VHF無線電話装置の数 NumberoftwowayVHF radiotelephoneapparatus 3無線設備の詳細 DETAILSOFRADIOFACILITIES 項目実際の措置 ItemActualprovision 1主な設備 Primarysystems 1．1VHF無線設備 VHFradioinstallation 1．1．1デジタル選択呼出装置 DSCencoder 1．1．2デジタル選択呼出聴守装置 DSCwatchreceiver 1．1．3無線電話 Radiotelephony 1．2MF無線設備 MFradioinstallation 1．2．1デジタル選択呼出装置 DSCencoder 1．2．2デジタル選択呼出聴守装置 DSCwatchreceiver 1．2．3無線電話 Radiotelephony 1．3MF／HF無線設備 MF/HFradioinstallation 1．3．1デジタル選択呼出装置 DSCencoder 1．3．2デジタル選択呼出聴守装置 DSCwatchreceiver 1．3．3無線電話 Radiotelephony 1．3．4直接印刷電信 Directprinting radiotelegraphy 1．4認定された移動衛星業務船舶地球 局 Recognizedmobilesatelliteserviceshipearthstation 2警報のための補助手段 Secondarymeansofalerting 3海上安全情報の受信設備 Facilitiesforreceptionof maritimesafetyinformation 3．1ナブテックス受信機 NAVTEXreceiver 3．2高度集団呼出受信機 EGCreceiver 3．3HF直接印刷電信受信機 HFdirectprintingradio telegraphreceiver 4衛星系非常用位置指示無線標識 SatelliteEPIRB 4．1コスパス・サーサット COSPASSARSAT 5VHF非常用位置指示無線標識 VHFEPIRB 6船舶の捜索及び救助のための位置標 示に係る設備 Ship’ssearchandrescuelocatingdevice 6．1レーダー・トランスポンダー Radarsearchandrescuetransponder(SART) 6．2捜索救助用位置指示送信装置 AISsearchandrescuetransmitter(AISSART) 4無線設備の利用可能性を確保するための方法（第Ⅳ章第15規則6及び7） METHODSUSEDTOENSUREAVAILABILITYOFRADIOFACILITIES (regulationsIV/15.6and15.7) 4．1設備の二重化 Duplicationofequipment 4．2陸上保守 Shorebasedmaintenance 4．3船上保守 Atseamaintenancecapability 5航海設備の詳細 DETAILSOFNAVIGATIONALSYSTEMSANDEQUIPMENT 項目実際の措置 Item Actualprovision 1．1磁気コンパス Standardmagneticcompass 1．2予備の磁気コンパス、羅盆 Sparemagneticcompass 1．3ジャイロ・コンパス Gyrocompass 1．4ジャイロ・レピータ（非常操舵場所での船 首方位情報用） Gyrocompassheadingrepeater 1．5ジャイロ・レピータ（全方位の測定用） Gyrocompassbearingrepeater 1．6自動操舵装置（船首方位制御方式又は航跡 制御方式） Headingortrackcontrolsystem 1．7方位測定コンパス装置（ペロラスを含む。） Pelorusorcompassbearingdevice 1．8船首方位及び方位の修正手段 Meansofcorrectingheadingandbearings 1．9船首方位伝達装置（THD） Transmittingheadingdevice(THD) 2．1海図又は電子海図情報表示装置（ECDIS） Nauticalcharts/Electronicchartdisplay andinformationsystem(ECDIS) 2．2ECDISの予備装置 BackuparrangementsforECDIS 2．3航海用刊行物 Nauticalpublications 2．4電子航海用刊行物の予備装置 Backuparrangementsforelectronic nauticalpublications 3．1衛星航法装置、無線航法装置又はマルチシ ステム船上無線航法受信機 Receiverforaglobalnavigationsatellitesystem/terrestrialradionavigationsystem/multi-systemshipborneradionavigationreceiver 3．2航海用レーダー（9GHz） 9GHzradar 3．3第2番目の航海用レーダー（3GHz又は9 GHz） Secondradar（3GHz/9GHz） 3．4自動衝突予防援助装置（ARPA） Automaticradarplottingaid(ARPA) 3．5自動物標追跡装置 Automatictrackingaid 3．6第2番目の自動物標追跡装置 Secondautomatictrackingaid 3．7電子プロッティング装置 Electronicplottingaid 4．1船舶自動識別装置（AIS） Automaticidentificationsystem(AIS) 4．2船舶長距離識別追跡装置 Longrangeidentificationandtrackingsystem 5航海情報記録装置（VDR） Voyagedatarecorder(VDR) 6．1船速距離計（対水） Speedanddistancemeasuringdevice (throughthewater) 6．2船速距離計（船首尾及び横方向の対地） Speedanddistancemeasuringdevice(over thegroundintheforwardandathwartshi psdirection) 7音響測深機 Echosoundingdevice 8．1舵角、プロペラ回転数、推力、ピッチ及び 操作モード表示器 Rudder,propeller,thrust,pitchand operationalmodeindicator 8．2回頭角速度計 Rateofturnindicator 9音響受信装置 Soundreceptionsystem 10非常操舵場所との通話装置 Telephonetoemergencysteeringposition 11信号灯 Daylightsignallinglamp 12航海用レーダー反射器 Radarreflector 13国際信号書 InternationalCodeofSignals 14国際航空海上捜索救助手引書第三巻 IAMSARManual,VolumeⅢ 15船橋航海当直警報装置（BNWAS） Bridgenavigationalwatchalarmsystem（BNWAS） この記録がすべての点において正しいことを証明する。 THISISTOCERTIFYthatthisRecordiscorrectinallrespects において発給した。 （記録の発給の場所） ISSUEDAT (PlaceofissueoftheRecord) （発給の日） （Dateofissue）（管海官庁氏名）（印章） 
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第２号様式（第２条関係）

第2号様式（第2条関係）（平26国交令60・全改、平28国交令88・一部改正） 番号第号 Certificate№ 貨物船安全構造証書 CARGOSHIPSAFETYCONSTRUCTIONCERTIFICATE 日本国 公の印章 JAPAN 〇 1988年の議定書により修正された1974年の海上における人命の安全のための国際条約に基づき、日本国政府の権限の下に、発給する。 IssuedundertheprovisionsoftheInternationalConventionfortheSafetyofLifeatSea,1974,asmodifiedbytheProtocolof1988relatingtheretoundertheauthorityoftheGovernmentofJapan 船舶の要目 Particularsofship 船名 Nameofship 船舶番号又は信号符字 Distinctivenumberorletters 船籍港 Portofregistry 総トン数 Grosstonnage 載貨重量（メートル・トン） Deadweightofship（metrictons） 国際海事機関船舶識別番号 IMONumber 船舶の種類 Typeofship バルクキャリア Bulkcarrier 油タンカー Oiltanker 化学薬品タンカー Chemicaltanker ガス運搬船 Gascarrier 上記以外の貨物船 Cargoshipotherthananyoftheabove 建造の日 Dateofbuild: 建造契約が結ばれた日 Dateofbuildingcontract キールが据え付けられた日又はこれと同様の建造段階に達した日 Dateonwhichkeelwaslaidorshipwasatsimilarstageofconstruction 引渡しの日 Dateofdelivery 用途変更又は主要な変更若しくは改造が行われた場合にはその開始の日 Dateonwhichworkforaconversionoranalterationormodificationofamajorcharacterwascommenced（whereapplicable） 該当する日付を全て記入すること。 Allapplicabledatesshallbecompleted. この証書は、次のことを証明する。 THISISTOCERTIFY： 1この船舶が上記の条約第Ⅰ章第10規則の規定に従って検査されたこと。 ThattheshiphasbeensurveyedinaccordancewiththerequirementsofregulationI/10oftheConvention. 2検査の結果、次のことが明らかになったこと。 Thatthesurveyshowedthat： ．1上記の条約第Ⅰ章第10規則に規定する船体、機関及び設備の状態が満足なものであること並びにこの船舶が同条約第Ⅱ―1章及び第Ⅱ―2章の関係規定（消防設備及び火災制御図に関する規定を除く。）に適合していること。 theconditionofthestructure,machineryandequipmentasdefinedintheaboveregulationwassatisfactoryandtheshipcompliedwiththerelevantrequirementsofchaptersⅡ―1andⅡ―2oftheConvention(otherthanthoserelatingtofiresafetysystemsandappliancesandfirecontrolplans);and ．2この船舶が上記の条約第Ⅱ―1章G部に適合し、燃料としてを用いている／適合していないこと。 theshipcompliedwithpartGofchapterⅡ―1oftheConventionusingasfuel／N.A. 3最近の二回の船底の外部の検査が及びに行わ （日）（日） れたこと。 Thatthelasttwoinspectionsoftheoutsideoftheship′sbottomtookplaceonand （dates） 4免除証書が発給されている／発給されていないこと。 ThatanExemptionCertificatehas/hasnotbeenissued. 5この船舶が上記の条約第Ⅱ―1章第55規則／第Ⅱ―2章第17規則に従って代替設計及び配置をしている／していないこと。 Theshipwas/wasnotsubjectedtoanalternativedesignandarrangementsinpursuanceofregulation（s）Ⅱ‐1/55/Ⅱ‐2/17oftheConvention. 6機関及び電気設備／防火のための代替設計及び配置の承認文書が、この証書に附属されている／附属されていないこと。 ADocumentofapprovalofalternativedesignandarrangementsformachineryandelectricalinstallations/fireprotectionis/isnotappendedtothisCertificate. この証書は、上記の条約第Ⅰ章第10規則の規定に基づく年次検査、中間検査及び船底の外部の検査が行われることを条件として、 まで効力を有する。 Thiscertificateisvaliduntilsubjecttotheannualandintermediatesurveysandinspectionsoftheoutsideoftheship'sbottominaccordancewithregulationⅠ/10oftheConvention. この証書の基となる検査が完了した日： Completiondateofthesurveyonwhichthiscertificateisbased: において発給した。 （証書の発給の場所） Issuedat （Placeofissueofcertificate） （発給の日） （Dateofissue）（管海官庁氏名）（印章） 年次検査及び中間検査に係る裏書 Endorsementforannualandintermediatesurveys 上記の条約第Ⅰ章第10規則の規定により要求される検査において、この船舶が同条約の関係規定に適合していると認められたことを証明する。 THISISTOCERTIFYthat,atasurveyrequiredbyregulationⅠ/10oftheConvention,theshipwasfoundtocomplywiththerelevantrequirementsoftheConvention. 年次検査場所 Annualsurvey：Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 年次検査／中間検査場所 Annual/Intermediatesurvey：Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 年次検査／中間検査場所 Annual/Intermediatesurvey：Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 年次検査場所 Annualsurvey：Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 上記の条約第Ⅰ章第14規則hⅲの規定に基づく年次検査又は中間検査 Annual/intermediatesurveyinaccordancewithregulationⅠ/14hⅲ 上記の条約第Ⅰ章第14規則hⅲの規定に基づく年次検査／中間検査において、この船舶が同条約の関係規定に適合していると認められたことを証明する。 THISISTOCERTIFYthat,atanannual/intermediatesurveyinaccordancewithregulationⅠ/14hⅲoftheConvention,thisshipwasfoundtocomplywiththerelevantrequirementsoftheConvention. 場所 Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 船底の外部の検査に係る裏書 Endorsementforinspectionsoftheoutsideoftheship′sbottom 上記の条約第Ⅰ章第10規則の規定により要求される検査において、この船舶が同条約の関係規定に適合していると認められたことを証明する。 THISISTOCERTIFYthat,ataninspectionrequiredbyregulationⅠ/10oftheConvention,theshipwasfoundtocomplywiththerelevantrequirementsoftheConvention. 一回目の検査場所 Firstinspection：Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 二回目の検査場所 Secondinspection：Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 上記の条約第Ⅰ章第14規則cの規定を適用する場合における5年未満の期間について発給された証書の有効期間を延長するための裏書 Endorsementtoextendthecertificateifvalidforlessthan5yearswhereregulationⅠ/14capplies この船舶は、上記の条約の関係規定に適合していると認められる。よって、この証書は、同条約第Ⅰ章第14規則cの規定に従ってまで効力を有するものとする。 TheshipcomplieswiththerelevantrequirementsoftheConvention,andthiscertificateshall,inaccordancewithregulationⅠ/14coftheConvention,beacceptedasvaliduntil 場所 Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 更新検査が完了し、上記の条約第Ⅰ章第14規則dの規定を適用する場合における裏書 EndorsementwheretherenewalsurveyhasbeencompletedandregulationⅠ/14dapplies この船舶は、上記の条約の関係規定に適合していると認められる。よって、この証書は、同条約第Ⅰ章第14規則dの規定に従ってまで効力を有するものとする。 TheshipcomplieswiththerelevantrequirementsoftheConvention,andthis certificateshall,inaccordancewithregulationⅠ/14doftheConvention,beacceptedasvaliduntil 場所 Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 上記の条約第Ⅰ章第14規則e又はfの規定を適用する場合における検査港に到着するまでの期間又は猶予期間について証書の有効期間を延長するための裏書 EndorsementtoextendthevalidityofthecertificateuntilreachingtheportofsurveyorforaperiodofgracewhereregulationⅠ/14eorⅠ/14fapplies この証書は、上記の条約第Ⅰ章第14規則e／fの規定に従って まで効力を有するものとする。 Thecertificateshall,inaccordancewithregulationⅠ/14e/Ⅰ/14foftheConvention,beacceptedasvaliduntil 場所 Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 上記の条約第Ⅰ章第14規則hの規定を適用する場合における検査基準日を繰り上げるための裏書 EndorsementforadvancementofanniversarydatewhereregulationⅠ/14happlies 上記の条約第Ⅰ章第14規則hの規定に従い、新たな検査基準日は、 とする。 InaccordancewithregulationⅠ/14hoftheConvention,thenewanniversarydateis 場所 Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 上記の条約第Ⅰ章第14規則hの規定に従い、新たな検査基準日は、 とする。 InaccordancewithregulationⅠ/14hoftheConvention,thenewanniversarydateis 場所 Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 四一六三・10 
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第３号様式（第２条関係）

第3号様式（第2条関係）（平26国交令60・全改、平28国交令52・令元国交令46・一部改正） 番号第号 CertificateNo. 貨物船安全設備証書 CARGOSHIPSAFETYEQUIPMENTCERTIFICATE この証書は、貨物船の安全のための設備の記録（様式E）によって補足される。 ThisCertificateshallbesupplementedbyaRecordofEquipmentforCargo ShipSafety（FormE） 公の印章日本国 JAPAN ○ 1988年の議定書により修正された1974年の海上における人命の安全のための国際条約に基づき、日本国政府の権限の下に、発給する。 IssuedundertheprovisionsoftheInternationalConventionfortheSafetyofLifeatSea,1974，asmodifiedbytheProtocolof1988relatingtheretoundertheauthorityoftheGovernmentofJapan 船舶の要目 Particularsofship 船名 Nameofship 船舶番号又は信号符字 Distinctivenumberorletters 船籍港 Portofregistry 総トン数 Grosstonnage 載貨重量（メートル・トン） Deadweightofship(metrictons） 船舶の長さ（第Ⅲ章第3規則12） Lengthofship(regulationIII/3．12） 国際海事機関船舶識別番号 IMONumber 船舶の種類 Typeofship バルクキャリア Bulkcarrier 油タンカー Oiltanker 化学薬品タンカー Chemicaltanker ガス運搬船 Gascarrier 上記以外の貨物船 Cargoshipotherthananyoftheabove キールが据え付けられた日若しくはこれと同様の建 造段階に達した日又は用途変更若しくは主要な変更 若しくは改造が行われた場合にはその開始の日 Dateonwhichkeelwaslaidorshipwasatasimilarstageofconstructionor,whereapplicable,dateonwhichworkforaconversionoranalterationormodificationofamajorcharacterwascommenced この証書は、次のことを証明する。 THISISTOCERTIFY: 1この船舶が上記の条約第Ⅰ章第8規則の規定に従って検査されたこと。 ThattheshiphasbeensurveyedinaccordancewiththerequirementsofregulationI/8oftheConvention. 2検査の結果、次のことが明らかになったこと。 Thatthesurveyshowedthat: 2．1この船舶が消防設備及び火災制御図について上記の条約に定める要件を満たしていること。 theshipcompliedwiththerequirementsoftheConventionasregardsfiresafetysystemsandappliancesandfirecontrolplans; 2．2救命設備並びに救命艇、救命いかだ及び救助艇の艤装品が上記の条約に定める要件に従って備えられていること。 thelifesavingappliancesandtheequipmentofthelifeboats,liferaftsandrescueboatswereprovidedinaccordancewiththerequirementsoftheConvention; 2．3この船舶が救命索発射器及び救命設備において使用する無線設備を上記の条約に定める要件に従って備えていること。 theshipwasprovidedwithalinethrowingapplianceandradioinstallationsusedinlifesavingappliancesinaccordancewiththerequirementsoftheConvention; 2．4この船舶が船舶に備える航行設備、水先人用乗船設備及び航海用刊行物について上記の条約に定める要件を満たしていること。 四一六三・11 四一六三・12 theshipcompliedwiththerequirementsoftheConventionasregardsshipbornenavigationalequipment,meansofembarkationforpilotsandnauticalpublications; 2．5この船舶が灯火、形象物並びに音響信号及び遭難信号の装置を上記の条約及び現行の海上における衝突の予防のための国際規則に従って備えていること。 theshipwasprovidedwithlights,shapesandmeansofmakingsoundsignalsanddistresssignalsinaccordancewiththerequirementsoftheConventionandtheInternationalRegulationsforPreventingCollisionsatSeainforce; 2．6他の全ての事項について、この船舶が上記の条約の関係規定に適合していること。 inallotherrespectstheshipcompliedwiththerelevantrequirementsoftheConvention; 2．7この船舶が上記の条約第Ⅱ―2章第17規則／第Ⅲ章第38規則に従って代替設計及び配置をしている／していないこと。 theshipwas/wasnotsubjectedtoanalternativedesignandarrangementsinpursuanceofregulationⅡ‐2/17/Ⅲ/38oftheConvention; 2．8防火／救命設備のための代替設計及び配置の承認文書が、この証書に附属されている／附属されていないこと。 aDocumentofapprovalofalternativedesignandarrangementsforfireprotection/lifesavingappliancesandarrangementsis/isnotappendedtothisCertificate. 3この船舶が上記の条約第Ⅲ章第26規則1．1．1に従っての海域に限定されて運航されていること。 ThattheshipoperatesinaccordancewithregulationⅢ/26.1.1.1withinthelimitsofthetradearea 4免除証書が発給されている発給されていないこと。 ThatanExemptionCertificatehas/hasnotbeenissued. この証書は、上記の条約第Ⅰ章第8規則の規定に基づく年次検査及び定期的検査が行われることを条件として、まで効力を有する。 ThiscertificateisvaliduntilsubjecttotheannualandperiodicalsurveysinaccordancewithregulationⅠ/8oftheConvention. この証書の基となる検査が完了した日： Completiondateofthesurveyonwhichthiscertificateisbased: において発給した。 （証書の発給の場所） Issuedat (Placeofissueofcertificate) （発給の日） （Dateofissue）（管海官庁氏名）（印章） 年次検査及び定期的検査に係る裏書 Endorsementforannualandperiodicalsurveys 上記の条約第Ⅰ章第8規則の規定により要求される検査において、この船舶が同条約の関係規定に適合していると認められたことを証明する。 THISISTOCERTIFYthat,atasurveyrequiredbyregulationⅠ/8oftheConvention,theshipwasfoundtocomplywiththerelevantrequirementsoftheConvention. 年次検査場所 Annualsurvey：Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 年次検査／定期的検査場所 Annual/Periodicalsurvey：Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 年次検査／定期的検査場所 Annual/Periodicalsurvey：Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 年次検査場所 Annualsurvey：Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 上記の条約第Ⅰ章第14規則hの規定に基づく年次検査又は定期的検査 Annual/periodicalsurveyinaccordancewithregulationI/14h（iii） 上記の条約第Ⅰ章第14規則hの規定に基づく年次検査定期的検査において、この船舶が同条約の関係規定に適合していると認められたことを証明する。 四一六三・13 四一六三・14 THISISTOCERTIFYthat,atanannual/periodicalsurveyinaccordancewithregulationI/14oftheConvention,thisshipwasfoundtocomplywiththerelevantrequirementsoftheConvention. 場所 Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 上記の条約第Ⅰ章第14規則の規定を適用する場合における5年未満の期間について発給された証書の有効期間を延長するための裏書 Endorsementtoextendthecertificateifvalidforlessthan5yearswhereregulationI/14capplies この船舶は、上記の条約の関係規定に適合していると認められる。よって、この証書は、同条約第Ⅰ章第14規則cの規定に従ってまで効力を有するものとする。 TheshipcomplieswiththerelevantrequirementsoftheConvention,andthiscertificateshall,inaccordancewithregulationⅠ/14coftheConvention,beacceptedasvaliduntil 場所 Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 更新検査が完了し、上記の条約第Ⅰ章第14規則dの規定を適用する場合における裏書 EndorsementwheretherenewalsurveyhasbeencompletedandregulationⅠ/14dapplies この船舶は、上記の条約の関係規定に適合していると認められる。よって、この証書は、同条約第Ⅰ章第14規則dの規定に従ってまで効力を有するものとする。 TheshipcomplieswiththerelevantrequirementsoftheConvention,andthiscertificateshall,inaccordancewithregulationⅠ/14doftheConvention,beacceptedasvaliduntil 場所 Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 上記の条約第Ⅰ章第14規則e又はfの規定を適用する場合における検査港に到着するまでの期間又は猶予期間について証書の有効期間を延長するための裏書 EndorsementtoextendthevalidityofthecertificateuntilreachingtheportofsurveyorforaperiodofgracewhereregulationⅠ/14eorⅠ/14fapplies この証書は、上記の条約第Ⅰ章第14規則e/fの規定に従ってまで効力を有するものとする。 Thecertificateshall,inaccordancewithregulationⅠ/14e/Ⅰ/14foftheConvention,beacceptedasvaliduntil 場所 Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 上記の条約第Ⅰ章第14規則hの規定を適用する場合における検査基準日を繰り上げるための裏書 EndorsementforadvancementofanniversarydatewhereregulationⅠ/14happlies 上記の条約第Ⅰ章第14規則hの規定に従い、新たな検査基準日は、と する。 InaccordancewithregulationⅠ/14hoftheConvention,thenewanniversarydateis 場所 Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 上記の条約第Ⅰ章第14規則hの規定に従い、新たな検査基準日は、 とする。 InaccordancewithregulationⅠ/14hoftheConvention,thenewanniversarydateis 場所 Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 四一六三・15 四一六三・16 貨物船の安全のための設備の記録（様式E） RECORDOFEQUIPMENTFORCARGOSHIPSAFETY（FORME） 改正された1974年の海上における人命の安全のための国際条約に係る設備の記録 RECORDOFEQUIPMENTFORCOMPLIANCEWITH THEINTERNATIONALCONVENTIONFORTHESA FETYOFLIFEATSEA,1974,ASAMENDED 1船舶の要目 PARTICULARSOFSHIP 船名 Nameofship 船舶番号又は信号符字 Distinctivenumberorletters 2救命設備の詳細 DETAILSOFLIFESAVINGAPPLIANCES 1備えている救命設備総計人分 Totalnumberofpersonsforwhichlifesaving appliancesareprovided 左舷右舷 PortsideStarboard side 2ダビット進水式救命艇の総数 Totalnumberofdavitlaunchedlifeboats 2．1ダビット進水式救命艇に収容される人数の 総計 Totalnumberofpersonsaccommodated bythem 2．2自己復原部分閉囲型救命艇（第Ⅲ章第43規 則）の数 Numberofselfrightingpartiallyenclosedlifeboats（regulationⅢ/43) 2．3全閉囲型救命艇（第Ⅲ章第31規則及びLS Aコード4．6部）の数 Numberoftotallyenclosedlifeboats (regulationⅢ/31andLSACode,section 4.6) 2．4空気自給式救命艇（第Ⅲ章第31規則及びL SAコード4．8部）の数 Numberoflifeboatswithaselfcontained airsupportsystem (regulationⅢ/31andLSACode,section 4.8) 2．5耐火救命艇（第Ⅲ章第31規則及びLSA コード4．9部）の数 Numberoffireprotectedlifeboats (regulationⅢ/31andLSACode,section 4.9) 2．6その他の救命艇 Otherlifeboats 2．6．1数 Number 2．6．2型 Type 3自由降下進水式救命艇の総数 Totalnumberoffreefalllifeboats 3．1自由降下進水式救命艇に収容される人数の 総計 Totalnumberofpersonsaccommodatedbythem 3．2全閉囲型救命艇（第Ⅲ章第31規則及びLS Aコード4．7部）の数 Numberoftotallyenclosedlifeboats (regulationⅢ/31andLSACode,section4.7) 3．3空気自給式救命艇（第Ⅲ章第31規則及び LSAコード4．8部）の数 Numberoflifeboatswithaselfcontainedairsupportsystem(regulationⅢ/31andLSACode,section4.8) 3．4耐火救命艇（第Ⅲ章第31規則及びLSA コード4．9部）の数 Numberoffireprotectedlifeboats(regulationⅢ/31andLSACode,section4.9) 4発動機付救命艇の数（2及び3の救命艇の総 数に含まれる。） Numberofmotorlifeboats(includedinthe totallifeboatsshownin2and3above) 4．1探照灯を取り付けた救命艇の数 Numberoflifeboatsfittedwithsearch lights 5救助艇の数 Numberofrescueboats 5．12及び3の救命艇の総数に含まれる救助艇 の数 Numberofboatswhichareincludedinthetotallifeboatsshownin2and3above 6救命いかだ Liferafts 6．1承認された進水装置を必要とする救命いか だ Thoseforwhichapprovedlaunching appliancesarerequired 6．1．1救命いかだの数 Numberofliferafts 四一六三・17 四一六三・18（―・24） 6．1．2救命いかだに収容される人数 Numberofpersonsaccommodatedby them 6．2承認された進水装置を必要としない救命い かだ Thoseforwhichapprovedlaunching appliancesarenotrequired 6．2．1救命いかだの数 Numberofliferafts 6．2．2救命いかだに収容される人数 Numberofpersonsaccommodatedby them 6．3第Ⅲ章第31規則1．4の規定により要求され る救命いかだの数 Numberofliferaftsrequiredbyregulation Ⅲ/31.1.4 7救命浮環の数 Numberoflifebuoys 8救命胴衣の数 Numberoflifejackets 9イマーション・スーツ Immersionsuits 9．1総数 Totalnumber 9．2救命胴衣の要件を満たすイマーション・ スーツの数 Numberofsuitscomplyingwiththe requirementsforlifejackets 10耐暴露服の数 Numberofantiexposuresuits 11救命設備において使用する無線設備 Radioinstallationsusedinlifesavingappli ances 11．1捜索及び救助のための位置標示に係る設備 の数 Numberofsearchandrescuelocatingdevices 11．1．1レーダー・トランスポンダー Radarsearchandrescuetransponders（SART） 11．1．2捜索救助用位置指示送信装置 AISsearchandrescuetransmitters（AISSART） 11．2双方向VHF無線電話装置の数 NumberoftwowayVHFradiotelephone apparatus 3航海設備の詳細 DETAILSOFNAVIGATIONALSYSTEMSANDEQUIPMENT 項目実際の措置 Item Actualprovision 1．1磁気コンパス Standardmagneticcompass 1．2予備の磁気コンパス、羅盆 Sparemagneticcompass 1．3ジャイロ・コンパス Gyrocompass 1．4ジャイロ・レピータ（非常操舵場所での船 首方位情報用） Gyrocompassheadingrepeater 1．5ジャイロ・レピータ（全方位の測定用） Gyrocompassbearingrepeater 1．6自動操舵装置（船首方位制御方式又は航跡 制御方式） Headingortrackcontrolsystem 1．7方位測定コンパス装置（ペロラスを含む。） Pelorusorcompassbearingdevice 1．8船首方位及び方位の修正手段 Meansofcorrectingheadingandbearings 1．9船首方位伝達装置 （THD） Transmittingheadingdevice(THD) 2．1海図又は電子海図情報表示装置 （ECDIS） Nauticalcharts/Electronicchartdisplay andinformationsystem(ECDIS) 2．2の予備装置 ECDIS BackuparrangementsforECDIS 2．3航海用刊行物 Nauticalpublications 2．4電子航海用刊行物の予備装置 Backuparrangementsforelectronic nauticalpublications 3．1衛星航法装置、無線航法装置又はマルチシ ステム船上無線航法受信機 Receiverforaglobalnavigationsatellitesystem/terrestrialradionavigationsystem/multi-systemshipborneradionavigationreceiver 3．2航海用レーダー（9G） 9Gradar 3．3第2番目の航海用レーダー（3G又は9 G） Secondradar（3G/9G） 3．4自動衝突予防援助装置 (ARPA) Automaticradarplottingaid(ARPA) 四一六三・25 3．5自動物標追跡装置 Automatictrackingaid 3．6第2番目の自動物標追跡装置 Secondautomatictrackingaid 3．7電子プロッティング装置 Electronicplottingaid 4．1船舶自動識別装置（AIS） Automaticidentificationsystem（AIS） 4．2船舶長距離識別追跡装置 Longrangeidentificationandtrackingsystem 5．1航海情報記録装置(VDR) Voyagedatarecorder(VDR) 5．2簡易型航海情報記録装置（SVDR） Simplifiedvoyagedatarecorder(SVDR) 6．1船速距離計（対水） Speedanddistancemeasuringdevice (throughthewater) 6．2船速距離計（船首尾及び横方向の対地） Speedanddistancemeasuringdevice (overthegroundintheforwardand athwartshipdirection) 7音響測探機 Echosoundingdevice 8．1舵角、プロペラ回転数、推力、ピッチ及び 操作モード表示器 Rudder,propeller,thrust,pitchandoperati onalmodeindicator 8．2回頭角速度計 Rateofturnindicator 9音響受信装置 Soundreceptionsystem 10非常操舵場所との通話装置 Telephonetoemergencysteeringposition 11信号灯 Daylightsignalinglamp 12航海用レーダー反射器 Radarreflector 13国際信号書 InternationalCodeofSignals 14国際航空海上捜索救助手引書第三巻 IAMSARManual,VolumeⅢ 15船橋航海当直警報装置（BNWAS) Bridgenavigationalwatchalarmsystem(BNWAS) この記録が全ての点において正しいことを証明する。 THISISTOCERTIFYthatthisRecordiscorrectinallrespects において発給した。 （証書の発給の場所） ISSUEDAT （PlaceofissueoftheRecord） （発給の日） （Dateofissue）（管海官庁氏名）（印章） 
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第４号様式（第２条関係）

第4号様式（第2条関係）（平26国交令60・全改、令元国交令46・一部改正） 番号第号 Certificate№ 貨物船安全無線証書 CARGOSHIPSAFETYRADIOCERTIFICATE この証書は、貨物船の安全のための無線設 備の記録（様式R）によって補足される。 ThisCertificateshallbesupplementedbyaRecordof EquipmentforCargoShipSafetyRadio（FormR） 公の印章日本国 JAPAN 〇 1988年の議定書により修正された1974年の海上における人命の安全のための国際条約に基づき、日本国政府の権限の下に、発給する。 IssuedundertheprovisionsoftheInternationalConventionfortheSafetyofLifeatSea,1974,asmodifiedbytheProtocolof1988relatingtheretoundertheauthorityoftheGovernmentofJapan 船舶の要目 Particularsofship 船名 Nameofship 船舶番号又は信号符字 Distinctivenumberorletters 船籍港 Portofregistry 総トン数 Grosstonnage 認められた航行海域（第Ⅳ章第2規則） Seaareasinwhichshipis certifiedtooperate（regulationⅣ/2） 国際海事機関船舶識別番号 IMONumber キールが据え付けられた日若しくはこれと同様 の建造段階に達した日又は用途変更若しくは主 要な変更若しくは改造が行われた場合にはその 開始の日 Dateonwhichkeelwaslaidorshipwasatasimilarstageofconstructionor,whereapplicable,dateonwhichworkforaconversionoranalterationormodificationofamajorcharacterwascommenced この証書は、次のことを証明する。 THISISTOCERTIFY： 1この船舶が上記の条約第Ⅰ章第9規則の規定に従って検査されたこと。 ThattheshiphasbeensurveyedinaccordancewiththerequirementsofregulationⅠ/9oftheConvention. 2検査の結果、次のことが明らかになったこと。 Thatthesurveyshowedthat： 2．1この船舶が無線設備について上記の条約に定める要件を満たしていること。 theshipcompliedwiththerequirementsoftheConventionasregardsradioinstallations； 2．2救命設備において使用する無線設備の機能が上記の条約に定める要件を満たしていること。 thefunctioningoftheradioinstallationsusedinlifesavingappliancescompliedwiththerequirementsoftheConvention. 3免除証書が発給されている／発給されていないこと。 ThatanExemptionCertificatehas/hasnotbeenissued. この証書は、上記の条約第Ⅰ章第9規則の規定に基づく定期的検査が行われることを条件として、まで効力を有する。 Thiscertificateisvaliduntilsubjecttotheperiodicalsurveysin accordancewithregulationⅠ/9oftheConvention. この証書の基となる検査が完了した日： Completiondateofthesurveyonwhichthiscertificateisbased： において発給した。 （証書の発給の場所） Issuedat （Placeofissueofcertificate） （発給の日） （Dateofissue） （管海官庁氏名）（印章） 定期的検査に係る裏書 Endorsementforperiodicalsurveys 上記の条約第Ⅰ章第9規則の規定により要求される検査において、この船舶が同 条約の関係規定に適合していると認められたことを証明する。 THISISTOCERTIFYthat,atasurveyrequiredbyregulationⅠ/9oftheConvention,theshipwasfoundtocomplywiththerelevantrequirementsoftheConvention. 定期的検査場所 Periodicalsurvey：Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 定期的検査場所 Periodicalsurvey：Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 定期的検査場所 Periodicalsurvey：Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 定期的検査場所 Periodicalsurvey：Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 上記の条約第Ⅰ章第14規則ⅲの規定に基づく定期的検査 PeriodicalsurveyinaccordancewithregulationⅠ/14ⅲ 上記の条約第Ⅰ章第14規則ⅲの規定に基づく定期的検査において、この船舶が同条約の関係規定に適合していると認められたことを証明する。 THISISTOCERTIFYthat,ataperiodicalsurveyinaccordancewithregulationⅠ/14ⅲoftheConvention,theshipwasfoundtocomplywiththerelevantrequirementsoftheConvention. 場所 Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 上記の条約第Ⅰ章第14規則の規定を適用する場合における5年未満の期間について発給された証書の有効期間を延長するための裏書 Endorsementtoextendthecertificateifvalidforlessthan5yearswhereregulationⅠ/14applies この船舶は、上記の条約の関係規定に適合していると認められる。よって、この証書は、同条約第Ⅰ章第14規則の規定に従って まで効力を有するものとする。 TheshipcomplieswiththerelevantrequirementsoftheConvention,andthiscertificateshall,inaccordancewithregulationⅠ/14oftheConvention,beacceptedasvaliduntil 場所 Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 更新検査が完了し、上記の条約第Ⅰ章第14規則の規定を適用する場合における裏書 EndorsementwheretherenewalsurveyhasbeencompletedandregulationⅠ/14applies この船舶は、上記の条約の関係規定に適合していると認められる。よって、この証書は、同条約第Ⅰ章第14規則の規定に従って まで効力を有するものとする。 TheshipcomplieswiththerelevantrequirementsoftheConvention,andthiscertificateshall,inaccordancewithregulationⅠ/14oftheConvention,beacceptedasvaliduntil 場所 Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 上記の条約第Ⅰ章第14規則又はの規定を適用する場合における検査港に到着するまでの期間又は猶予期間について証書の有効期間を延長するための裏書 EndorsementtoextendthevalidityofthecertificateuntilreachingtheportofsurveyorforaperiodofgracewhereregulationⅠ/14orⅠ/14applies この証書は、上記の条約第Ⅰ章第14規則/の規定に従って まで効力を有するものとする。 Thecertificateshall,inaccordancewithregulationⅠ/14/Ⅰ/14oftheConvention,beacceptedasvaliduntil 場所 Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 上記の条約第Ⅰ章第14規則の規定を適用する場合における検査基準日を繰り上げるための裏書 EndorsementforadvancementofanniversarydatewhereregulationⅠ/14applies 上記の条約第Ⅰ章第14規則の規定に従い、新たな検査基準日は、 とする。 InaccordancewithregulationⅠ/14oftheConvention,thenewanniversarydateis 場所 Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 上記の条約第Ⅰ章第14規則の規定に従い、新たな検査基準日は、 とする。 InaccordancewithregulationⅠ/14oftheConvention,thenewanniversarydateis 場所 Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 貨物船の安全のための無線設備の記録（様式R） RECORDOFEQUIPMENTFORCARGOSHIP SAFETYRADIO（FORMR） 改正された1974年の海上における人命の安全のための 国際条約に係る無線設備についての設備の記録 RECORDOFEQUIPMENTFORCOMPLIANCEWITH THEINTERNATIONALCONVENTIONFOR THESAFETYOFLIFEATSEA,1974,ASAMENDED 1船舶の要目 PARTICULARSOFSHIP 船名 Nameofship 船舶番号又は信号符字 Distinctivenumberorletters 無線設備を操作する資格を有する者についての最低限度の人数 Minimumnumberofpersonswithrequired qualificationstooperatetheradioinstallations 2無線設備の詳細 DETAILSOFRADIOFACILITIES 項目実際の措置 Item Actualprovision 1主な設備 Primarysystems 1．1VHF無線設備 VHFradioinstallation 1．1．1デジタル選択呼出装置 DSCencoder 1．1．2デジタル選択呼出聴守装置 DSCwatchreceiver 1．1．3無線電話 Radiotelephony 1．2MF無線設備 MFradioinstallation 1．2．1デジタル選択呼出装置 DSCencoder 1．2．2デジタル選択呼出聴守装置 DSCwatchreceiver 1．2．3無線電話 Radiotelephony 1．3MF／HF無線設備 MF/HFradioinstallation 1．3．1デジタル選択呼出装置 DSCencoder 1．3．2デジタル選択呼出聴守装置 DSCwatchreceiver 1．3．3無線電話 Radiotelephony 1．3．4直接印刷電信 Directprintingtelegraphy 1．4認定された移動衛星業務船舶地球局 Recognizedmobilesatelliteserviceshipearthstation 2警報のための補助手段 Secondarymeansofalerting 3海上安全情報の受信設備 Facilitiesforreceptionofmaritimesafetyinform ation 3．1ナブテックス受信機 NAVTEXreceiver 3．2高度集団呼出受信機 EGCreceiver 3．3HF直接印刷電信受信機 HFdirectprintingradiotelegraphreceiver 4衛星系非常用位置指示無線標識 SatelliteEPIRB 4．1コスパス・サーサット COSPASSARSAT 5VHF非常用位置指示無線標識 VHFEPIRB 6船舶の捜索及び救助のための位置標示に係る設備 Ship'ssearchandrescuelocatingdevice 6．1レーダー・トランスポンダー Radarsearchandrescuetransponder(SART) 6．2捜索救助用位置指示送信装置 AISsearchandrescuetransmitter(AISSART) 3無線設備の利用可能性を確保するための方法（第Ⅳ章第15規則6及び7） METHODSUSEDTOENSUREAVAILABILITYOFRADIOFACILITIES （regulationsⅣ/15.6and15.7） 3．1設備の二重化 Duplicationofequipment 3．2陸上保守 Shorebasedmaintenance 3．3船上保守 Atseamaintenancecapability この記録がすべての点において正しいことを証明する。 THISISTOCERTIFYthatthisRecordiscorrectinallrespects において発給した。 （証書の発給の場所） ISSUEDAT （PlaceofissueoftheRecord） （発給の日） （Dateofissue）（管海官庁氏名）（印章） 
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第５号様式（第２条関係）

第5号様式（第2条関係）（平26国交令60・全改、平28国交令52・平28国交令88・令元国交令46・一部改正） 番号第号 Certificate№ 貨物船安全証書 CARGOSHIPSAFETYCERTIFICATE この証書は、貨物船の安全のための設備の記録（様式C）によって補足される。 ThisCertificateshallbesupplementedbyaRecordofEquipmentforCargoShip Safety（FormC） 公の印章日本国 JAPAN ○ 1988年の議定書により修正された1974年の海上における人命の安全のための国際条約に基づき、日本国政府の権限の下に、発給する。 IssuedundertheprovisionsoftheInternationalConventionfortheSafetyofLifeatSea,1974,asmodifiedbytheProtocolof1988relatingtheretoundertheauthorityoftheGovernmentofJapan 船舶の要目 Particularsofship 船名 Nameofship 船舶番号又は信号符字 Distinctivenumberorletters 船籍港 Portofregistry 総トン数 Grosstonnage 載貨重量（メートル・トン） Deadweightofship（metrictons） 船舶の長さ（第Ⅲ章第3規則12） Lengthofship（regulationⅢ/3．12） 認められた航行海域（第Ⅳ章第2規則） Seaareasinwhichshipis certifiedtooperate（regulationⅣ/2） 国際海事機関船舶識別番号 IMONumber 船舶の種類 Typeofship バルクキャリア Bulkcarrier 油タンカー Oiltanker 化学薬品タンカー Chemicaltanker ガス運搬船 Gascarrier 上記以外の貨物船 Cargoshipotherthananyoftheabove 建造の日 Dateofbuild： 建造契約が結ばれた日 Dateofbuildingcontract キールが据え付けられた日又はこれと同様の建造段階に達した日 Dateonwhichkeelwaslaidorshipwasatsimilarstageofconstruction 引渡しの日 Dateofdelivery 用途変更又は主要な変更若しくは改造が行われた場合にはその開始の日 Dateonwhichworkforaconversionoranalterationormodificationofamajorcharacterwascommenced（whereapplicable） 該当する日付を全て記入すること。 Allapplicabledatesshallbecompleted. この証書は、次のことを証明する。 THISISTOCERTIFY： 1この船舶が上記の条約第Ⅰ章第8規則から第10規則までの規定に従って検査されたこと。 ThattheshiphasbeensurveyedinaccordancewiththerequirementsofregulationsⅠ/8，Ⅰ/9andⅠ/10oftheConvention. 2検査の結果、次のことが明らかになったこと。 Thatthesurveyshowedthat： 2．1上記の条約第Ⅰ章第10規則に規定する船体、機関及び設備の状態が満足なものであること並びにこの船舶が同条約第Ⅱ―1章及び第Ⅱ―2章の関係規定（消防設備及び火災制御図に関する規定を除く。）に適合していることが明らかとなったこと。 theconditionofthestructure,machineryandequipmentasdefinedinregulationⅠ/10wassatisfactoryandtheshipcompliedwiththerelevant requirementsofchapterⅡ―1andchapterⅡ―2oftheConvention（otherthanthoserelatingtofiresafetysystemsandappliancesandfirecontrolplans）； 2．2この船舶が上記の条約第Ⅱ―1章G部に適合し、燃料としてを用いている／適合していないこと。 theshipcompliedwithpartGofchapterⅡ―1oftheConventionusingasfuel／N.A. 2．3最近の二回の船底の外部の検査が及び （日）（日） に行われたこと。 thelasttwoinspectionsoftheoutsideoftheship’sbottomtookplaceon and （dates） 2．4この船舶が消防設備及び火災制御図について上記の条約に定める要件を満たしていること。 theshipcompliedwiththerequirementsoftheConventionasregardsfiresafetysystemsandappliancesandfirecontrolplans； 2．5救命設備並びに救命艇、救命いかだ及び救助艇の艤装品が上記の条約に定める要件に従って備えられていること。 thelifesavingappliancesandtheequipmentofthelifeboats,liferaftsandrescueboatswereprovidedinaccordancewiththerequirementsoftheConvention； 2．6この船舶が救命索発射器及び救命設備において使用する無線設備を上記の条約に定める要件に従って備えていること。 theshipwasprovidedwithalinethrowingapplianceandradioinstallationsusedinlifesavingappliancesinaccordancewiththerequirementsoftheConvention； 2．7この船舶が無線設備について上記の条約に定める要件を満たしていること。 theshipcompliedwiththerequirementsoftheConventionasregardsradioinstallations； 2．8救命設備において使用する無線設備の機能が上記の条約に定める要件を満たしていること。 thefunctioningoftheradioinstallationsusedinlifesavingappliancescompliedwiththerequirementsoftheConvention； 2．9この船舶が船舶に備える航行設備、水先人用乗船設備及び航海用刊行物について上記の条約に定める要件を満たしていること。 theshipcompliedwiththerequirementsoftheConventionasregardsshipbornenavigationalequipment,meansofembarkationforpilotsandnauticalpublications； 2．10この船舶が灯火、形象物並びに音響信号及び遭難信号の装置を上記の条約及び現行の海上における衝突の予防のための国際規則に従って備えていること。 theshipwasprovidedwithlights,shapes,meansofmakingsoundsignalsanddistresssignalsinaccordancewiththerequirementsoftheConventionandtheInternationalRegulationsforPreventingCollisionsatSeainforce； 2．11他の全ての事項について、この船舶が上記の条約の関係規定に適合していること。 inallotherrespectstheshipcompliedwiththerelevantrequirementsoftheConvention; 2．12この船舶が上記の条約第Ⅱ―1章第55規則／第Ⅱ―2章第17規則／第Ⅲ章第38規則に従って代替設計及び配置をしている／していないこと。 theshipwas/wasnotsubjectedtoanalternativedesignandarrangementsinpursuanceofregulation（s）Ⅱ‐1/55/Ⅱ‐2/17/Ⅲ/38oftheConvention; 2．13機関及び電気設備／防火／救命設備のための代替設計及び配置の承認文書が、この証書に附属されている／附属されていないこと。 aDocumentofapprovalofalternativedesignandarrangementsformachineryandelectricalinstallations/fireprotection/lifesavingappliancesandarrangementsis/isnotappendedtothisCertificate. 3この船舶が上記の条約第Ⅲ章第26規則1．1．1に従っての海域に限定されて運航されていること。 ThattheshipoperatesinaccordancewithregulationⅢ/26.1.1.1withinthelimitsofthetradearea 4免除証書が発給されている／発給されていないこと。 ThatanExemptionCertificatehas/hasnotbeenissued. この証書は、上記の条約第Ⅰ章第8規則から第10規則までの規定に基づく年次検査、中間検査、定期的検査及び船底の外部の検査が行われることを条件として、まで効力を有する。 Thiscertificateisvaliduntil subjecttotheannual,intermediateandperiodicalsurveysandinspectionsoftheoutsideoftheship’sbottominaccordancewithregulationsⅠ/8,Ⅰ/9andⅠ/10oftheConvention. この証書の基となる検査が完了した日： Completiondateofthesurveyonwhichthiscertificateisbased: において発給した。 （証書の発給の場所） Issuedat （Placeofissueofcertificate） （発給の日） （Dateofissue） （管海官庁氏名）（印章） この証書2．1の船体、機関及び設備に関する年次検査及び中間検査に係る裏書 Endorsementforannualandintermediatesurveysrelatingtostructure,machineryandequipmentreferredtoinparagraph2.1ofthiscertificate 上記の条約第Ⅰ章第10規則の規定により要求される検査において、この船舶が同条約の関係規定に適合していると認められたことを証明する。 THISISTOCERTIFYthat,atasurveyrequiredbyregulationⅠ/10oftheConvention,theshipwasfoundtocomplywiththerelevantrequirementsoftheConvention. 年次検査場所 Annualsurvey：Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 年次検査／中間検査場所 Annual/Intermediatesurvey：Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 年次検査／中間検査場所 Annual/Intermediatesurvey：Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 年次検査場所 Annualsurvey：Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 上記の条約第Ⅰ章第14規則（ⅲ）の規定に基づく年次検査又は中間検査 Annual/intermediatesurveyinaccordancewithregulationⅠ/14（ⅲ） 上記の条約第Ⅰ章第10規則及び第14規則（ⅲ）の規定に基づく年次検査／中間検査において、この船舶が同条約の関係規定に適合していると認められたことを証明する。 THISISTOCERTIFYthat,atanannual/intermediatesurveyinaccordancewithregulationsⅠ/10andⅠ/14（ⅲ）oftheConvention,theshipwasfoundtocomplywiththerelevantrequirementsoftheConvention. 場所 Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 船底の外部の検査に係る裏書 Endorsementforinspectionsoftheoutsideoftheship'sbottom 上記の条約第Ⅰ章第10規則の規定により要求される検査において、この船舶が同条約の関係規定に適合していると認められたことを証明する。 THISISTOCERTIFYthat,ataninspectionrequiredbyregulationⅠ/10oftheConvention,theshipwasfoundtocomplywiththerelevantrequirementsoftheConvention. 一回目の検査場所 Firstinspection：Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 二回目の検査場所 Secondinspection：Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） この証書の2．3から2．5まで、2．8及び2．9の救命設備その他の設備に関する年次検査及び定期的検査に係る裏書 Endorsementforannualandperiodicalsurveysrelatingtolifesavingappliancesandotherequipmentreferredtoinparagraphs2.3,2.4,2.5,2.8and2.9ofthiscertificate 上記の条約第Ⅰ章第8規則の規定により要求される検査において、この船舶が同条約の関係規定に適合していると認められたことを証明する。 THISISTOCERTIFYthat,atasurveyrequiredbyregulationⅠ/8oftheConvention,theshipwasfoundtocomplywiththerelevantrequirementsoftheConvention. 年次検査場所 Annualsurvey：Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 年次検査／定期的検査場所 Annual/Periodicalsurvey：Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 年次検査／定期的検査場所 Annual/Periodicalsurvey：Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 年次検査場所 Annualsurvey：Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 上記の条約第Ⅰ章第14規則（ⅲ）の規定に基づく年次検査又は定期的検査 Annual/periodicalsurveyinaccordancewithregulationⅠ/14（ⅲ） 上記の条約第Ⅰ章第8規則及び第14規則（ⅲ）の規定に基づく年次検査／定期的検査において、この船舶が同条約の関係規定に適合していると認められたことを証明する。 THISISTOCERTIFYthat,atanannual/periodicalsurveyinaccordancewithregulationsⅠ/8andⅠ/14（ⅲ）oftheConvention,theshipwasfoundtocomplywiththerelevantrequirementsoftheConvention. 場所 Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） この証書の2．6及び2．7の無線設備に関する定期的検査に係る裏書 Endorsementforperiodicalsurveysrelatingtoradioinstallationsreferredtoinparagraphs2.6and2.7ofthiscertificate 上記の条約第Ⅰ章第9規則の規定により要求される検査において、この船舶が同条約の関係規定に適合していると認められたことを証明する。 THISISTOCERTIFYthat,atasurveyrequiredbyregulationⅠ/9oftheConvention,theshipwasfoundtocomplywiththerelevantrequirementsoftheConvention. 定期的検査場所 Periodicalsurvey：Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 定期的検査場所 Periodicalsurvey：Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 定期的検査場所 Periodicalsurvey：Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 定期的検査場所 Periodicalsurvey：Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 上記の条約第Ⅰ章第14規則（ⅲ）の規定に基づく定期的検査 PeriodicalsurveyinaccordancewithregulationⅠ/14（ⅲ） 上記の条約第Ⅰ章第9規則及び第14規則（ⅲ）の規定に基づく定期的検査において、この船舶が同条約の関係規定に適合していると認められたことを証明する。 THISISTOCERTIFYthat,atperiodicalsurveyinaccordancewithregulationsⅠ/9andⅠ/14（ⅲ）oftheConvention,theshipwasfoundtocomplywiththerelevantrequirementsoftheConvention. 場所 Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 上記の条約第Ⅰ章第14規則の規定を適用する場合における5年未満の期間について発給された証書の有効期間を延長するための裏書 Endorsementtoextendthecertificateifvalidforlessthan5yearswhereregulationⅠ/14applies この船舶は、上記の条約の関係規定に適合していると認められる。よって、この証書は、同条約第Ⅰ章第14規則の規定に従ってまで効力を有するものとする。 TheshipcomplieswiththerelevantrequirementsoftheConvention,andthiscertificateshall,inaccordancewithregulationⅠ/14oftheConvention,beacceptedasvaliduntil 場所 Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 更新検査が完了し、上記の条約第Ⅰ章第14規則の規定を適用する場合における裏書 EndorsementwheretherenewalsurveyhasbeencompletedandregulationⅠ/14applies この船舶は、上記の条約の関係規定に適合していると認められる。よって、この 証書は、同条約第Ⅰ章第14規則の規定に従ってまで効力を有するものとする。 TheshipcomplieswiththerelevantrequirementsoftheConvention,andthiscertificateshall,inaccordancewithregulationⅠ/14oftheConvention,beacceptedasvaliduntil 場所 Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 上記の条約第Ⅰ章第14規則又はの規定を適用する場合における検査港に到着するまでの期間又は猶予期間について証書の有効期間を延長するための裏書 EndorsementtoextendthevalidityofthecertificateuntilreachingtheportofsurveyorforaperiodofgracewhereregulationⅠ/14orⅠ/14applies この証書は、上記の条約第Ⅰ章第14規則／の規定に従ってまで効力を有するものとする。 Thecertificateshall,inaccordancewithregulationⅠ/14/Ⅰ/14oftheConvention,beacceptedasvaliduntil 場所 Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 上記の条約第Ⅰ章第14規則の規定を適用する場合における検査基準日を繰り上げるための裏書 EndorsementforadvancementofanniversarydatewhereregulationⅠ/14applies 上記の条約第Ⅰ章第14規則の規定に従い、新たな検査基準日は、とする。 InaccordancewithregulationⅠ/14oftheConvention,thenewanniversarydateis 場所 Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 上記の条約第Ⅰ章第14規則の規定に従い、新たな検査基準日は、とする。 InaccordancewithregulationⅠ/14oftheConvention,thenewanniversarydateis 場所 Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 貨物船の安全のための設備の記録（様式C） RECORDOFEQUIPMENTFORCARGOSHIPSAFETY（FORMC） 改正された1974年の海上における人命の安全のための国際条約に係る設備の記録 RECORDOFEQUIPMENTFORCOMPLIANCEWITH THEINTERNATIONALCONVENTIONFORTHESAF ETYOFLIFEATSEA,1974,ASAMENDED 1船舶の要目 PARTICULARSOFSHIP 船名 Nameofship 船舶番号又は信号符字 Distinctivenumberorletters 無線設備を操作する資格を有する者についての最低限度の人数 Minimumnumberofpersonswithrequired qualificationstooperatetheradioinstallations 2救命設備の詳細 DETAILSOFLIFESAVINGAPPLIANCES 1備えている救命設備総計人分 Totalnumberofpersonsforwhichlifesavingappliancesareprovided 左舷右舷 PortsideStarboard side 2ダビット進水式救命艇の総数 Totalnumberofdavitlaunchedlifeboats 2．1ダビット進水式救命艇に収容される人数の 総計 Totalnumberofpersonsaccommodated bythem 2．2自己復原部分閉囲型救命艇（第Ⅲ章第43規 則）の数 Numberofselfrightingpartiallyenclosed lifeboats(regulationⅢ/43) 2．3全閉囲型救命艇（第Ⅲ章第31規則及びLS Aコード4．6部）の数 Numberoftotallyenclosedlifeboats (regulationⅢ/31andLSACode,section 4．6） 2．4空気自給式救命艇（第Ⅲ章第31規則及びL SAコード4．8部）の数 Numberoflifeboatswithaselfcontained airsupportsystem(regulationⅢ/31and LSACode,section4．8） 2．5耐火救命艇（第Ⅲ章第31規則及びLSAコ ード4．9部）の数 Numberoffireprotectedlifeboats (regulationⅢ/31andLSACode,section 4．9） 2．6その他の救命艇 Otherlifeboats 2．6．1数 Number 2．6．2型 Type 3自由降下進水式救命艇の総数 Totalnumberoffreefalllifeboats 3．1自由降下進水式救命艇に収容される人数の 総計 Totalnumberofpersonsaccommodatedby them 3．2全閉囲型救命艇（第Ⅲ章第31規則及びLS Aコード4．7部）の数 Numberoftotallyenclosedlifeboats (regulationⅢ/31andLSACode,section 4.7) 3．3空気自給式救命艇（第Ⅲ章第31規則及びL SAコード4．8部）の数 Numberoflifeboatswithaselfcontained airsupportsystem(regulationⅢ/31and LSACode,section4.8) 3．4耐火救命艇（第Ⅲ章第31規則及びLSAコ ード4．9部）の数 Numberoffireprotectedlifeboats (regulationⅢ/31andLSACode,section 4.9) 4発動機付救命艇の数（2及び3の救命艇の総 数に含まれる。） Numberofmotorlifeboats(includedinthe totallifeboatsshownin2and3above) 4．1探照灯を取り付けた救命艇の数 Numberoflifeboatsfittedwithsearchlights 5救助艇の数 Numberofrescueboats 5．12及び3の救命艇の総数に含まれる救助艇 の数 Numberofboatswhichareincludedinthe totallifeboatsshownin2and3above 6救命いかだ Liferafts 6．1承認された進水装置を必要とする救命いか だ Thoseforwhichapprovedlaunching appliancesarerequired 6．1．1救命いかだの数 Numberofliferafts 6．1．2救命いかだに収容される人数 Numberofpersonsaccommodatedby them 6．2承認された進水装置を必要としない救命い かだ Thoseforwhichapprovedlaunching appliancesarenotrequired 6．2．1救命いかだの数 Numberofliferafts 6．2．2救命いかだに収容される人数 Numberofpersonsaccommodatedby them 6．3第Ⅲ章第31規則1．4の規定により要求され る救命いかだの数 Numberofliferaftsrequiredbyregulation Ⅲ/31．1．4 7救命浮環の数 Numberoflifebuoys 8救命胴衣の数 Numberoflifejackets 9イマーション・スーツ Immersionsuits 9．1総数 Totalnumber 9．2救命胴衣の要件を満たすイマーション・ス ーツの数 Numberofsuitscomplyingwiththe requirementsforlifejackets 10耐暴露服の数 Numberofantiexposuresuits 11救命設備において使用する無線設備 Radioinstallationsusedinlifesaving appliances 11．1捜索及び救助のための位置標示に係る設備 の数 Numberofsearchandrescuelocating devices 11．1．1レーダー・トランスポンダー Radarsearchandrescuetransponders (SART) 11．1．2捜索救助用位置指示送信装置 AISsearchandrescuetransmitters (AIS‐SART) 11．2双方向VHF無線電話装置の数 NumberoftwowayVHFradiotelephone apparatus 3無線設備の詳細 DETAILSOFRADIOFACILITIES 項目実際の措置 ItemActualprovision 1主な設備 Primarysystems 1．1VHF無線設備 VHFradioinstallation 1．1．1デジタル選択呼出装置 DSCencoder 1．1．2デジタル選択呼出聴守装置 DSCwatchreceiver 1．1．3無線電話 Radiotelephony 1．2MF無線設備 MFradioinstallation 1．2．1デジタル選択呼出装置 DSCencoder 1．2．2デジタル選択呼出聴守装置 DSCwatchreceiver 1．2．3無線電話 Radiotelephony 1．3MF／HF無線設備 MF/HFradioinstallation 1．3．1デジタル選択呼出装置 DSCencoder 1．3．2デジタル選択呼出聴守装置 DSCwatchreceiver 1．3．3無線電話 Radiotelephony 1．3．4直接印刷電信 Directprintingtelegraphy 1．4認定された移動衛星業務船舶地球局 Recognizedmobilesatelliteserviceshipearthsta-tion 2警報のための補助手段 Secondarymeansofalerting 3海上安全情報の受信設備 Facilitiesforreceptionofmaritimesafetyinformation 3．1ナブテックス受信機 NAVTEXreceiver 3．2高度集団呼出受信機 EGCreceiver 3．3HF直接印刷電信受信機 HFdirectprintingradiotelegraphreceiver 4衛星系非常用位置指示無線標識 SatelliteEPIRB 4．1コスパス・サーサット COSPASSARSAT 5VHF非常用位置指示無線標識 VHFEPIRB 6船舶の捜索及び救助のための位置標示に係る設備 Ship’ssearchandrescuelocatingdevice 6．1レーダー・トランスポンダー Radarsearchandrescuetransponder(SART) 6．2捜索救助用位置指示送信装置 AISsearchandrescuetransmitter(AISSART) 4無線設備の利用可能性を確保するための方法（第Ⅳ章第15規則6及び7） METHODSUSEDTOENSUREAVAILABILITYOFRADIOFACILITIES（regulationsⅣ/15．6and15．7） 4．1設備の二重化 Duplicationofequipment 4．2陸上保守 Shorebasedmaintenance 4．3船上保守 Atseamaintenancecapability 5航海設備の詳細 DETAILSOFNAVIGATIONALSYSTEMSANDEQUIPMENT 項目実際の措置 Actualprovision Item 1．1磁気コンパス Standardmagneticcompass 1．2予備の磁気コンパス、羅盆 Sparemagneticcompass 1．3ジャイロ・コンパス Gyrocompass 1．4ジャイロ・レピータ（非常操舵場所での船 首方位情報用） Gyrocompassheadingrepeater 1．5ジャイロ・レピータ（全方位の測定用） Gyrocompassbearingrepeater 1．6自動操舵装置（船首方位制御方式又は航跡 制御方式） Headingortrackcontrolsystem 1．7方位測定コンパス装置（ペロラスを含む。） Pelorusorcompassbearingdevice 1．8針路及び方位の修正手段 Meansofcorrectingheadingandbearings 1．9船首方位伝達装置（THD） Transmittingheadingdevice(THD) 2．1海図又は電子海図情報表示装置（ECDI S） Nauticalcharts/Electronicchartdisplay andinformationsystem(ECDIS) 2．2ECDISの予備装置 BackuparrangementsforECDIS 2．3航海用刊行物 Nauticalpublications 2．4電子航海用刊行物の予備装置 Backuparrangementsforelectronic nauticalpublications 3．1衛星航法装置、無線航法装置又はマルチシ ステム船上無線航法受信機 Receiverforaglobalnavigationsatellite system/terrestrialradionavigationsystem/ multi－systemshipborneradionavigation receiver 3．2航海用レーダー（9G） 9Gradar 3．3第2番目の航海用レーダー（3G又は 9G） Secondradar（3G/9G） 3．4自動衝突予防援助装置（ARPA） Automaticradarplottingaid(ARPA) 3．5自動物標追跡装置 Automatictrackingaid 3．6第2番目の自動物標追跡装置 Secondautomatictrackingaid 3．7電子プロッティング装置 Electronicplottingaid 4．1船舶自動識別装置（AIS） Automaticidentificationsystem（AIS） 4．2船舶長距離識別追跡装置 Longrangeidentificationandtracking system 5．1航海情報記録装置（VDR） Voyagedatarecorder（VDR） 5．2簡易型航海情報記録装置（SVDR） Simplifiedvoyagedatarecorder（SVDR） 6．1船速距離計（対水） Speedanddistancemeasuringdevice (throughthewater) 6．2船速距離計（船首尾及び横方向の対地） Speedanddistancemeasuringdevice(over thegroundintheforwardandathwartships direction) 7音響測深機 Echosoundingdevice 8．1舵角、プロペラ回転数、推力、ピッチ及び 操作モード表示器 Rudder,propeller,thrust,pitchand operationalmodeindicator 8．2回頭角速度計 Rateofturnindicator 9音響受信装置 Soundreceptionsystem 10非常操舵場所との通話装置 Telephonetoemergencysteeringposition 11信号灯 Daylightsignallinglamp 12航海用レーダー反射器 Radarreflector 13国際信号書 InternationalCodeofSignals 14国際航空海上捜索救助手引書第三巻 IAMSARManual,VolumeⅢ 15船橋航海当直警報装置（BNWAS） Bridgenavigationalwatchalarmsystem （BNWAS） この記録が全ての点において正しいことを証明する。 THISISTOCERTIFYthatthisRecordiscorrectinallrespects において発給した。 （証書の発給の場所） ISSUEDAT （PlaceofissueoftheRecord） （発給の日） （Dateofissue）（管海官庁氏名）（印章） 
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第５号の２様式（第２条関係）

第5号の2様式（第2条関係）（平12運令38・追加、平18国交令72・一部改正） 番号第号 Certificate№ 国際照射済核燃料等運送船適合証書 INTERNATIONALCERTIFICATEOFFITNESSFORTHE CARRIAGEOFINFCARGO 公の印章日本国 JAPAN 〇 容器に収納された照射済核燃料、プルトニウム及び高レベル放射性廃棄物の海上安全運送国際規約（INFコード）（決議MSC．88（71））に基づき、日本国政府の権限の下に、発給する。 Issuedundertheprovisionsof THEINTERNATIONALCODEFORTHESAFECARRIAGEOF PACKAGEDIRRADIATEDNUCLEARFUEL,PLUTONIUMAND HIGHLEVELRADIOACTIVEWASTESONBOARDSHIPS（INFCODE） （resolutionMSC.88（71）） undertheauthorityoftheGovernmentofJapan. 船舶の要目 Particularsofship 船名 Nameofship 船舶番号又は信号符字 Distinctivenumberorletters 船籍港 Portofregistry 総トン数 Grosstonnage 国際海事機関船舶識別番号 IMOnumber INFクラス（規約第1．1．2項） INFclassofship（1．1．2oftheCode） この証書は、次のことを証明する。 THISISTOCERTIFY: 1この船舶が、上記の規約の第1．3．1項の規定に従って検査されたこと。 thattheshiphasbeensurveyedinaccordancewiththeprovisionsof1.3.1oftheCode;and 2検査の結果、この船舶の構造、設備、取付け物、配置及び材料が上記の規約の規定に適合していることが明らかになった。 thatthesurveyshowedthatthestructure,equipment,fittings,arrangementsandmaterialoftheshipcompliedwiththeapplicableprovisionsoftheCode この証書は、上記の規約の第1．3．4項の規定に従い、発給された。 Thiscertificateisissuedsubjecttotheprovisionsof1.3.4oftheCode この証書の基となる検査が完了した日：………………………… Completiondateofthesurveyonwhichthiscertificateisbased: において発給した。 （証書の発給の場所）（日） Issuedat （placeofissueofCertificate）（date） 署名者は、この証書の発給について日本国政府により正当に権限を与えられていることを宣言する。 TheundersigneddeclaresthatheisdulyauthorizedbythesaidGovernmenttoissuethisCertificate. （管海官庁氏名）（印章） 
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第５号の２の２様式（第２条関係）

第5号の2の2様式（第2条関係）（平9運令46・全改、平12運令3・一部改正、平12運令38・旧第5号の2様式繰下、平18国交令72・平27国交令85・令元国交令46・一部改正） 番号第号 Certificate№ 国際液化ガスばら積船適合証書 INTERNATIONALCERTIFICATEOFFITNESSFORTHE CARRIAGEOFLIQUEFIEDGASESINBULK 公の印章日本国 JAPAN 〇 液化ガスばら積船の構造及び設備に関する国際規約に基づき、日本国政府の権限の下に、発給する。 Issuedundertheprovisionsofthe INTERNATIONALCODEFORTHECONSTRUCTIONAND EQUIPMENTOFSHIPSCARRYINGLIQUEFIEDGASESINBULK undertheauthorityoftheGovernmentofJapan. 船舶の要目 Particularsofship 船名 Nameofship…………………………………………………………………………… 船舶番号又は信号符字 Distinctivenumberorletters………………………………………………………… 船籍港 Portofregistry………………………………………………………………………… 貨物容量（） Cargocapacity()…………………………………………………………………… 船型（規約第2．1．2項） Shiptype(Codeparagraph2.1.2)…………………………………………………… 国際海事機関船舶識別番号 IMONumber…………………………………………………………………………… キールが据え付けられた日若しくはこれと同様の建造段階に達した日又は（改造船の場合）液化ガスば ら積船への改造が開始された日 ……………………………… DateonwhichKeelwaslaidoronwhichtheshipwasatasimilarstageofconstructionor,inthecaseofaconvertedship,dateonwhichconversiontoagascarrierwascommenced ……………………………… この船舶は、上記の規約の次の改正にも完全に適合する。 …………………………………………………………………………………………… TheshipalsocompliesfullywiththefollowingamendmentstotheCode: …………………………………………………………………………………………… この船舶は、上記の規約の次の規定の適用を免除される。 …………………………………………………………………………………………… …………………………………………………………………………………………… TheshipisexemptedfromcompliancewiththefollowingprovisionsoftheCode: …………………………………………………………………………………………… …………………………………………………………………………………………… この証書は、次のことを証明する。 THISISTOCERTIFY: 1この船舶が、上記の規約の第1．4項の規定に従つて検査されたこと。 Thattheshiphasbeensurveyedinaccordancewiththeprovisionsofsection1.4oftheCode. 2検査の結果、この船舶の構造及び設備並びにこれらの状態が全ての点において満足なものであること並びにこの船舶が上記の規約の関係規定に適合していることが明らかとなつたこと。 ThatthesurveyshowedthattheconstructionandequipmentoftheshipandtheconditionthereofareinallrespectssatisfactoryandthattheshipcomplieswiththerelevantprovisionsoftheCode. 3この船舶には、次に示す設計基準が用いられている。 Thatthefollowingdesigncriteriahavebeenused: ．1周囲大気温度………………℃ ambientairtemperature………………℃ ．2周囲水温度………………℃ ambientwatertemperature………………℃ ．3 タンク型式応力係数 材料最大許容 及び番号 Stressfactors 設定圧力 TanktypeMaterials MARVS ABCD andnumber 貨物管 Cargopiping 備考この一覧表に示したタンク番号は、署名及び日付のある添付書類2の番号が付された添付のタンク配置図に示される。 Note：Tanknumbersreferredtointhislistareidentifiedonattachment2,signedanddatedtankplan. ．4貨物タンク材料の機械的性質は、…………℃で定められた。 Mechanicalpropertiesofthecargotankmaterialsweredeterminedat…℃. 4この船舶は、上記の規約の全ての関連作業要件が遵守されることを条件に、次の貨物のばら積み輸送に適すること。 Thattheshipissuitableforthecarriageinbulkofthefollowingproducts,providedthatalltherelevantoperationalprovisionsoftheCodeareobserved. 運送の条件（タンク番号等）設計温度 貨物 Conditionsofcarriage Minimum Products (tanknumbers,etc.) temperature 添付書類1に続く。 Continuedonattachment1,additionalsignedanddatedsheets. この一覧表に示したタンク番号は、添付書類2（タンク配置図）に示され る。 Tanknumbersreferredtointhislistareidentifiedonattachment2,signedanddatedtankplan. 5上記の規約の第1．4項及び第2．6．2項に従い、同規約の規定は、この船舶に関し次のように修正されていること。 …………………………………………………………………………………………… That,inaccordancewith1.4/2.6.2,theprovisionsoftheCodearemodifiedinrespectoftheshipinthefollowingmanner: …………………………………………………………………………………………… 6上記の規約の第2．2．5項により要求される承認された積付資料及び復原性資料がこの船舶に備えられていること。 Thattheloadingandstabilityinformationbookletrequiredbyparagraph2．2．5oftheCodehasbeensuppliedtotheshipinanapprovedform． 7この船舶は、次の事項に従つて積載しなければならないこと。 Thattheshipshallbeloaded: ．1上記の規約の第2．2．6項に従い承認された復原性計算機を用いて非損傷時及び損傷時の復原性の要件に適合することが検証された積載条件 onlyinaccordancewithloadingconditionsverifiedcompliantwithintactanddamagestabilityrequirementsusingtheapprovedstabilityinstrumentfittedinaccordancewithparagraph2.2.6oftheCode; ．2上記の規約の第2．2．6項により要求される承認された復原性計算機の備付けが、同規約第2．2．7項により免除されている船舶は、次の一又は複数の承認された方法に従つて積載しなければならない。 whereadispensationpermittedbyparagraph2.2.7oftheCodeisgrantedandtheapprovedstabilityinstrumentrequiredbyparagraph2.2.6oftheCodeisnotfitted,loadingshallbemadeinaccordancewithoneormoreofthefollowingapprovedmethods: ．ⅰ上記6の承認済みの積付資料及び復原性資料に示される積載条件、 inaccordancewiththeloadingconditionsprovidedintheapprovedloadingandstabilityinformationbookletreferredtoin6above;or ．ⅱ承認された手段……………………によりこの船舶以外の場所で検証された積載条件、 inaccordancewithloadingconditionsverifiedremotelyusinganapprovedmeans……………………;or ．ⅲ上記6の承認済みの積付資料及び復原性資料において明記され、承認された条件の範囲内の積載条件又は inaccordancewithaloadingconditionwhichlieswithinanapprovedrangeofconditionsdefinedintheapprovedloadingandstabilityinformationbookletreferredtoin6above；or ．ⅳ上記6の承認済みの積付資料及び復原性資料において明記され、承認された許容KG/GM値を用いて検証された積載条件 inaccordancewithaloadingconditionverifiedusingapprovedcriticalKG/GMdatadefinedintheapprovedloadingandstabilityinformationbookletreferredtoin6above；and ．3この証書に添付した書類に示される積載条件 inaccordancewiththeloadinglimitationsappendedtothisCertificate. 上記の指示以外によるこの船舶への積載が必要な場合、当該積載条件の正当性を示すために必要な計算書を当該積載条件の承認を書面にて証明する管海官庁に提出しなければならない。 Whereitisrequiredtoloadtheshipotherthaninaccordancewiththeaboveinstruction,thenthenecessarycalculationstojustifytheproposedloadingconditionsshallbecommunicatedtothecertifyingAdministrationwhomayauthorizeinwritingtheadoptionoftheproposedloadingcondition. この証書は、上記の規約の第1.4項の規定に基づく検査が行われることを条件として、………………………まで効力を有する。 ThisCertificateisvaliduntil……………………………subjecttosurveysin accordancewith1.4oftheCode. この証書の基となる検査が完了した日：………………………… Completiondateofthesurveyonwhichthiscertificateisbased:……………… …………………………………………………………………において発給した。 （証書の発給の場所） Issuedat………………………………………………………… （PlaceofissueofCertificate） ……………………………… （発給の日） ………………………………（管海官庁氏名）（印章） （Dateofissue） 年次検査及び中間検査に係る裏書 ENDORSEMENTFORANNUALANDINTERMEDIATESURVEYS 上記の規約の第1．4．2項の規定により要求される検査において、この船舶が同規約の関係規定に適合していると認められたことを証明する。 THISISTOCERTIFYthatatasurveyrequiredby1.4.2oftheCodetheshipwasfoundtocomplywiththerelevantprovisionsoftheCode. 年次検査場所 Annualsurvey:Place……………………………………… 日 Date……………………………………… （管海官庁氏名）（印章） 年次検査／中間検査 Annual／Intermediatesurvey：場所 Place……………………………………… 日 Date……………………………………… （管海官庁氏名）（印章） 年次検査／中間検査 Annual／Intermediatesurvey：場所 Place……………………………………… 日 Date……………………………………… （管海官庁氏名）（印章） 年次検査場所 Annualsurvey：Place……………………………………… 日 Date……………………………………… （管海官庁氏名）（印章） 上記の規約の第1．4．6．8．3項の規定に基づく年次検査又は中間検査 Annual／intermediatesurveyinaccordancewithparagraph1.4.6.8.3 上記の規約の第1．4．6．8．3項の規定に基づく年次検査／中間検査において、この船舶が同規約の関係規定に適合していると認められたことを証明する。 THISISTOCERTIFYthat,atanannual／intermediatesurveyinaccordancewithparagraph1.4.6.8.3oftheCode,theshipwasfoundtocomplywiththerelevantprovisionsoftheCode. 場所 Place……………………………………… 日 Date……………………………………… （管海官庁氏名）（印章） 上記の規約の第1．4．6．3項の規定を適用する場合における5年未満の期間について発給された証書の有効期間を延長するための裏書 EndorsementtoextendtheCertificateifvalidforlessthan5yearswhereparagraph1.4.6.3applies この船舶は、上記の規約の関係規定に適合していると認められる。よつて、この証書は、同規約の第1．4．6．3項の規定に従つて…………………………まで効力を有するものとする。 TheshipcomplieswiththerelevantprovisionsoftheCode,andthisCertificateshall,inaccordancewithparagraph1.4.6.3oftheCode,beacceptedas validuntil ……………………………… 場所 Place……………………………………… 日 Date……………………………………… （管海官庁氏名）（印章） 更新検査が完了し、上記の規約の第1．4．6．4項の規定を適用する場合における裏書 Endorsementwheretherenewalsurveyhasbeencompletedandparagraph1.4.6.4applies この船舶は、上記の規約の関係規定に適合していると認められる。よつて、この証書は、同規約の第1．4．6．4項の規定に従つて…………………………まで効力を有するものとする。 TheshipcomplieswiththerelevantprovisionsoftheCode,andthisCertificateshall,inaccordancewithparagraph1.4.6.4oftheCode,beacceptedasvaliduntil……………………………… 年次検査場所 Place ……………………………………… Annualsurvey 日 Date ……………………………………… （管海官庁氏名）（印章） 上記の規約の第1．4．6．5項又は第1．4．6．6項の規定を適用する場合における検査港に到着するまでの期間又は猶予期間について証書の有効期間を延長するための裏書 EndorsementtoextendthevalidityoftheCertificateuntilreachingtheportofsurveyorforaperiodofgracewhereparagraph1.4.6.5or1.4.6.6applies この証書は、上記の規約の第1．4．6．5項又は第1．4．6．6項の規定に従つて…………………………まで効力を有するものとする。 ThisCertificateshall,inaccordancewithparagraph1.4.6.5/1.4.6.6oftheCode,beacceptedasvaliduntil……………………………… 場所 Place……………………………………… 日 Date……………………………………… （管海官庁氏名）（印章） 上記の規約の第1．4．6．8項の規定を適用する場合における検査基準日を繰り上げるための裏書 Endorsementforadvancementofanniversarydatewhereparagraph1.4.6.8applies 上記の規約の第1．4．6．8項の規定に従い、新たな検査基準日は、……………………とする。 Inaccordancewithparagraph1.4.6.8oftheCode,thenewanniversarydateis…………………… 場所 Place……………………………………… 日 Date……………………………………… （管海官庁氏名）（印章） 上記の規約の第1．4．6．8項の規定に従い、新たな検査基準日は、……………… ………………………………とする。 Inaccordancewithparagraph1.4.6.8,thenewanniversarydateis ……………………………………………… 場所 Place……………………………………… 日 Date……………………………………… （管海官庁氏名）（印章） 国際液化ガスばら積船適合証書の添付書類1 ATTACHMENT1 TOTHE INTERNATIONALCERTIFICATEOFFITNESSFORTHE CARRIAGEOFLIQUEFIEDGASESINBULK 証書の第4項に規定する貨物及び運送の条件の一覧表の続き Continuedlistofproductstothosespecifiedinparagraph4ofthecertificate,andtheirconditionsofcarriage 運送の条件（タンク番号等）設計温度 貨物 Conditionsofcarriage Minimum Products (tanknumbers,etc.) temperature 日 （管海官庁氏名）（印章） Date…………………………………… 国際液化ガスばら積船適合証書の添付書類2 ATTACHMENT2 TOTHE INTERNATIONALCERTIFICATEOFFITNESSFORTHE CARRIAGEOFLIQUEFIEDGASESINBULK タンク配置 TANKPLAN 船名 Nameofship：………………………………………………………………………… 船舶番号又は信号符字 Distinctivenumberorletters：……………………………………………………… 日 Date…………………………………… （管海官庁氏名）（印章） 
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第５号の３様式（第２条関係）

第5号の3様式（第2条関係）（平18国交令102・全改、平27国交令85・令元国交令46・一部改正） 番号第号 CertificateNo …………… 国際液体化学薬品ばら積船適合証書 INTERNATIONALCERTIFICATEOFFITNESSFORTHE CARRIAGEOFDANGEROUSCHEMICALSINBULK 日本国 公の印章 JAPAN ○ 液体化学薬品ばら積船の構造及び設備に関する国際規約（決議MSC.176(79)及 びMEPC.119(52)により改正された決議MSC.4(48)及びMEPC.19(22))に基 づき、日本国の政府の権限の下に、発給する。 Issuedundertheprovisionsofthe INTERNATIONALCODEFORTHECONSTRUCTIONANDEQUIPMENT OFSHIPSCARRYINGDANGEROUSCHEMICALSINBULK （resolutionsMSC.4(48)andMEPC.19(22),asamended byresolutionsMSC.176(79)andMEPC.119(52) undertheauthorityoftheGovernmentofJapan. 船舶の要目 Particularsofship 船名 Nameofship ………………………………………………………………………… 船舶番号又は信号符字 Distinctivenumberorletters ……………………………………………………… 船籍港 Portofregistry ……………………………………………………………………… 総トン数 Grosstonnage ………………………………………………………………………… 船型（規約第2.1.2項） Shiptype(Codeparagraph2.1.2) …………………………………………………… 国際海事機関船舶識別番号 IMONumber ………………………………………………………………………… キールが据え付けられた日若しくはこれと同様の 建造段階に達した日又は（改造船の場合）液体化 学薬品ばら積船への改造が開始された日………………………… Dateonwhichkeelwaslaidoronwhichtheship wasatasimilarstageofconstructionor (inthecaseofaconvertedship)dateonwhich conversiontochemicaltankerwascommenced………………………… この船舶は、上記の規約の次の改正にも完全に適合する。 ……………………………………………………………………………………………… TheshipalsocompliesfullywiththefollowingamendmentstotheCode: ……………………………………………………………………………………………… この船舶は、上記の規約の次の規定の適用を免除される。 ……………………………………………………………………………………………… ……………………………………………………………………………………………… TheshipisexemptedfromcompliancewiththefollowingprovisionsoftheCode: ……………………………………………………………………………………………… ……………………………………………………………………………………………… この証書は、次のことを証明する。 THISISTOCERTIFY: 1この船舶が、上記の規約の第1.5項の規定に従つて検査されたこと。 Thattheshiphasbeensurveyedinaccordancewiththeprovisionsofsection1.5oftheCode. 2検査の結果、この船舶の構造及び設備並びにこれらの状態が全ての点において満足するものであること並びにこの船舶が上記の規約の関係規定に適合していることが明らかになつたこと。 ThatthesurveyshowedthattheconstructionandequipmentoftheshipandtheconditionthereofareinallrespectssatisfactoryandthattheshipcomplieswiththerelevantprovisionsoftheCode. 3この船舶が、MARPOL73／78附属書Ⅱの第14規則の規定により要求される附属書Ⅱの付録4に従い、手引書を備えていること並びに手引書に定めるこの船舶の設備及び装置が全ての点において満足するものであること。 ThattheshiphasbeenprovidedwithaManualinaccordancewithAppendix4ofAnnexⅡofMARPOL73/78ascalledforbyregulation14ofAnnexⅡ,andthatthearrangementsandequipmentoftheshipprescribedintheManualareinallrespectssatisfactory. 4この船舶は、上記の規約及びMARPOL73／78附属書Ⅱの全ての関連作業要件が遵守されることを条件に、次の貨物のばら積み輸送に対する条件に適合すること。 Thattheshipmeetstherequirementsforthecarriageinbulkofthefollowingproducts,providedthatallrelevantoperationalprovisionsoftheCodeand AnnexⅡofMARPOL73／78areobserved. 貨物運送の条件（タンク番号等）汚染分類 ProductsConditionsofcarriage(tanknumbers,etc.) Pollution Category 添付書類1に続く。 Continuedonattachment1,additionalsignedanddatedsheets. この一覧表に示したタンク番号は、添付書類2（タンク配置図）に示される。 Tanknumbersreferredtointhislistareidentifiedonattachment2, signedanddatedtankplan. 5上記の規約の第1.4項及び第2.8.2項に従い、同規約の規定は、この船舶に関し次のように修正されていること。 That,inaccordancewith1.4/2.8.2,theprovisionsoftheCodearemodifiedinrespectoftheshipinthefollowingmanner. ………………………………………………………………………………………… 6上記の規約の第2．2．5項により要求される承認された積付資料及び復原性資料がこの船舶に備えられていること。 Thattheloadingandstabilityinformationbookletrequiredbyparagraph2．2．5oftheCodehasbeensuppliedtotheshipinanapprovedform． 7この船舶は、次の事項に従つて積載しなければならないこと。 Thattheshipmustbeloaded: ．1上記の規約の第2．2．6項に従い承認された復原性計算機を用いて非損傷時及び損傷時の復原性の要件に適合することが検証された積載条件 onlyinaccordancewithloadingconditionsverifiedcompliantwithintactanddamagestabilityrequirementsusingtheapprovedstabilityinstrumentfittedinaccordancewithparagraph2.2.6oftheCode; ．2上記の規約の第2．2．6項により要求される承認された復原性計算機の備付けが、同規約第2．2．7項により免除されている船舶は、次の一又は複数の 承認された方法に従つて積載しなければならない。 whereawaiverpermittedbyparagraph2.2.7oftheCodeisgrantedandtheapprovedstabilityinstrumentrequiredbyparagraph2.2.6oftheCodeisnotfitted,loadingshallbemadeinaccordancewithoneormoreofthefollowingapprovedmethods: 上記6の承認済みの積付資料及び復原性資料に示される積載条件、 inaccordancewiththeloadingconditionsprovidedintheapprovedloadingandstabilityinformationbookletreferredtoin6above;or 承認された手段……………………によりこの船舶以外の場所で検証された積載条件、 inaccordancewithloadingconditionsverifiedremotelyusinganapprovedmeans……………………;or 上記6の承認済みの積付資料及び復原性資料において明記され、承認された条件の範囲内の積載条件又は inaccordancewithaloadingconditionwhichlieswithinanapprovedrangeofconditionsdefinedintheapprovedloadingandstabilityinformationbookletreferredtoin6above;or 上記6の承認済みの積付資料及び復原性資料において明記され、承認された許容KG／GM値を用いて検証された積載条件 inaccordancewithaloadingconditionverifiedusingapprovedcriticalKG/GMdatadefinedintheapprovedloadingandstabilityinformationbookletreferredtoin6above；and ．3この証書に添付した書類に示される積載条件 inaccordancewiththeloadinglimitationsappendedtothisCertificate. 上記の指示以外によるこの船舶への積載が必要な場合、当該積載条件の正当性を示すために必要な計算書を当該積載条件の承認を書面にて証明する管海官庁に提出しなければならない。 Whereitisrequiredtoloadtheshipotherthaninaccordancewiththeaboveinstruction,thenthenecessarycalculationstojustifytheproposedloadingconditionsshallbecommunicatedtothecertifyingAdministrationwhomayauthorizeinwritingtheadoptionoftheproposedloadingcondition. この証書は、上記の規約の第1.5項の規定に基づく検査が行われることを条件としてまで効力を有する。 ThisCertificateisvaliduntilsubjecttosurveysinaccordancewith1.5oftheCode. この証書の基となる検査が完了した日 Completiondateofthesurveyonwhichthiscertificateisbasedにおいて発給した。 （証書発給の場所） Issuedat （PlaceofissueofCertificate） …………………………… （発給の日） ………………………… （Dateofissue）（管海官庁氏名）（印章） 年次検査及び中間検査に係る裏書 ENDORSEMENTFORANNUALANDINTERMEDIATESURVEYS 上記の規約の第1.5.2項の規定により要求される検査において、この船舶が同規約の関係規定に適合していると認められたことを証明する。 THISISTOCERTIFYthatatasurveyrequiredby1.5.2oftheCodetheshipwasfoundtocomplywiththerelevantprovisionsoftheCode: 年次検査場所 Annualsurvey:Place …………………………………… 日 Date …………………………………… （管海官庁氏名）（印章） 年次検査／中間検査場所 Annual／Intermediatesurvey:Place …………………………………… 日 Date …………………………………… （管海官庁氏名）（印章） 年次検査／中間検査場所 Annual／Intermediatesurvey:Place …………………………………… 日 Date ……………………………………… （管海官庁氏名）（印章） 年次検査場所 Annualsurvey:Place …………………………………… 日 Date ……………………………………… （管海官庁氏名）（印章） 上記の規約の第1.5.6.8.3項の規定に基づく年次検査又は中間検査 ANNUAL/INTERMEDIATESURVEYINACCORDANCEWITHPARAGRAPH1.5.6.8.3 上記の規約の第1.5.6.8.3項の規定に基づく年次検査／中間検査において、この船舶が同規約の関係規定に適合していると認められたことを証明する。 THISISTOCERTIFYthat,atanannual/intermediatesurveyinaccordancewithparagraph1.5.6.8.3oftheCode,theshipwasfoundtocomplywiththerelevantprovisionsoftheConvention. 場所 Place …………………………………… 日 Date ……………………………………… （管海官庁氏名）（印章） 上記の規約の第1.5.6.3項の規定を適用する場合における5年未満の期間について発給された証書の有効期間を延長するための裏書 ENDORSEMENTTOEXTENDTHECERTIFICATEIFVALIDFORLESSTHAN5YEARSWHEREPARAGRAPH1.5.6.3APPLIES この船舶は、上記の規約の関係規定に適合していると認められる。よつて、この証書は、同規約の第1.5.6.3項の規定に従つて ……………………………………… まで効力を有するものとする。 ………………………… TheshipcomplieswiththerelevantprovisionsoftheConvention,andthisCertificateshall,inaccordancewithparagraph1.5.6.3oftheCode,beacceptedasvaliduntil ……………………………………………… 場所 Place …………………………………… 日 Date ……………………………………… （管海官庁氏名）（印章） 更新検査が完了し、上記の規約の第1.5.6.4項の規定を適用する場合における裏書 ENDORSEMENTWHERETHERENEWALSURVEYHASBEENCOMPLETEDANDPARAGRAPH1.5.6.4APPLIES この船舶は、上記の規約の関係規定に適合していると認められる。よつて、この証書は、同規約の第1.5.6.4項の規定に従つて ……………………………………… まで効力を有するものとする。 ………………………… TheshipcomplieswiththerelevantprovisionsoftheConvention,andthisCertificateshall,inaccordancewithparagraph1.5.6.4oftheCode,beacceptedasvaliduntil …………………………………………… 場所 Place …………………………………… 日 Date ……………………………………… （管海官庁氏名）（印章） 上記の規約の第1.5.6.5項又は第1.5.6.6項の規定を適用する場合における検査港に到着するまでの期間又は猶予期間について証書の有効期間を延長するための裏書 ENDORSEMENTTOEXTENDTHEVALIDITYOFTHECERTIFICATEUNTILREACHINGTHEPORTOFSURVEYORFORAPERIODOFGRACEWHEREPARAGRAPH1.5.6.5OR1.5.6.6APPLIES この証書は、上記の規約の第1.5.6.5項又は第1.5.6.6項の規定に従つて ………… まで効力を有するものとする。 …………………………………………… ThisCertificateshall,inaccordancewithparagraph1.5.6.5/1.5.6.6oftheCode,beacceptedasvaliduntil ………………………………………………………… 場所 Place …………………………………… 日 Date ……………………………………… （管海官庁氏名）（印章） 上記の規約の第1.5.6.8項の規定を適用する場合における検査基準日を繰り上げるための裏書 ENDORSEMENTFORADVANCEMENTOFANNIVERSARYDATEWHEREPARAGRAPH1.5.6.8APPLIES 上記の規約の第1.5.6.8項の規定に従い、新たな検査基準日は、 ………………… とする。 …………………………………………… Inaccordancewithparagraph1.5.6.8oftheCode,thenewanniversarydateis ……………………………………………… 場所 Place …………………………………… 日 Date ……………………………………… （管海官庁氏名）（印章） 上記の規約の第1.5.6.8項の規定に従い、新たな検査基準日は、 ……………… とする。 …………………………… Inaccordancewithparagraph1.5.6.8,thenewanniversarydateis ……………………………………………… 場所 Place …………………………………… 日 Date …………………………………… （管海官庁氏名）（印章） 国際液体化学薬品ばら積船適合証書の添付書類1 ATTACHMENT1 TOTHE INTERNATIONALCERTIFICATEOFFITNESSFORTHE CARRIAGEOFDANGEROUSCHEMICALSINBULK 第4節に規定する貨物及び運送の条件の一覧表の続き Continuedlistofproductstothosespecifiedinsection4,andtheirconditionsofcarriage. 運送の条件（タンク番号等）汚染分類 貨物 Conditionsofcarriage Products Pollution （tanknumbers.etc.） Category 日 Date（管海官庁氏名）（印章） ………………………………………… 国際液体化学薬品ばら積船適合証書の添付書類2 ATTACHMENT2 TOTHE INTERNATIONALCERTIFICATEOFFITNESSFORTHE CARRIAGEOFDANGEROUSCHEMICALSINBULK タンク配置 TANKPLAN 船名 Nameofship: ……………………………………………………………………………… 船籍番号又は信号符字 Distinctivenumberorletters: …………………………………………………………… 日 Date …………………………………… （管海官庁氏名）（印章） 
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第６号様式（第２条関係）

第6号様式（第2条関係）（平9運令46・全改、平12運令3・平27国交令85・一部改正） 番号第号 Certificate№ ………… 免除証書 EXEMPTIONCERTIFICATE 公の印章日本国 JAPAN ○ 1988年の議定書により修正された1974年の海上における人命の安全のための国際条約に基づき、日本国政府の権限の下に、発給する。 IssuedundertheprovisionsoftheInternationalConventionfortheSafetyofLifeatSea,1974,asmodifiedbytheProtocolof1988relatingtheretoundertheauthorityoftheGovernmentofJapan 船舶の要目 Particularsofship 船名 Nameofship 船舶番号又は信号符字 Distinctivenumberorletters 船籍港 Portofregistry 総トン数 Grosstonnage 国際海事機関船舶識別番号 IMONumber この証書は、次のことを証明する。 THISISTOCERTIFY: 上記の条約第章第規則の規定により与えられた権限に基づき、この船舶が上記の条約 の要件を免除されたこと。 Thattheshipis,undertheauthorityconferredbyregulationoftheConvention,exemptedfromtherequirements oftheConvention. この免除証書を条件付きで発給する場合のその条件 Conditions,ifany,onwhichtheExemptionCertificateisgranted: この免除証書を特定の航海について発給する場合のその航海 Voyages,ifany,forwhichtheExemptionCertificateisgranted: この証書は、この証書を添付する証書が効力を有していることを条件としてまで効力を有する。 ThiscertificateisvaliduntilsubjecttotheCertificate,towhichthisCertificateisattached,remainingvalid. において発給した。 （証書の発給の場所） lssuedat （Placeofissueofcertificate） （発給の日） （Dateofissue）（管海官庁氏名）（印章） 上記の条約第Ⅰ章第14規則の規定を適用する場合における5年未満の期間について発給された証書の有効期間を延長するための裏書 Endorsementtoextendthecertificateifvalidforlessthan5yearswhereregulationⅠ／14applies この証書は、上記の条約第Ⅰ章第14規則の規定に従い、この証書を添付する証書が効力を有していることを条件として、まで効力を有するものとする。 Thiscertificateshall,inaccordancewithregulationⅠ／14oftheConvention, beacceptedasvaliduntilsubjecttotheCertificate,towhichthiscertificateisattached,remainingvalid. 場所 Place: 日 Date: （管海官庁氏名）（印章） 更新検査が完了し、上記の条約第Ⅰ章第14規則の規定を適用する場合における裏書 EndorsementwheretherenewalsurveyhasbeencompletedandregulationⅠ／14applies この証書は、上記の条約第Ⅰ章第14規則の規定に従い、この証書を添付する 証書が効力を有していることを条件として、まで効力を有するものとする。 Thiscertificateshall,inaccordancewithregulationⅠ／14oftheConvention,beacceptedasvaliduntilsubjecttotheCertificate,towhichthiscertificateisattached,remainingvalid. 場所 Place: 日 Date: （管海官庁氏名）（印章） 上記の条約第Ⅰ章第14規則又はの規定を適用する場合における検査港に到着するまでの期間又は猶予期間について証書の有効期間を延長するための裏書 Endorsementtoextendthevalidityofthecertificateuntilreachingtheportof surveyorforaperiodofgracewhereregulationⅠ／14orⅠ／14applies この証書は、上記の条約第Ⅰ章第14規則／の規定に従い、この証書を添付する証書が効力を有していることを条件として、まで効力を有するものとする。 Thiscertificateshall,inaccordancewithregulationⅠ／14／Ⅰ／14oftheConvention,beacceptedasvaliduntilsubjecttothe Certificate,towhichthiscertificateisattached,remainingvalid. 場所 Place: 日 Date: （管海官庁氏名）（印章） 
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第６号の２様式（第２条関係）

第6号の2様式（第2条関係）（平16国交令95・全改、平18国交令72・令元国交令46・一部改正） 番号第号 CertificateNO. 高速船安全証書 HIGHSPEEDCRAFTSAFETYCERTIFICATE この証書は、設備の記録により補足される。 ThisCertificateshallbesupplementedbyaRecordofEquipment 公の印章日本国 Japan 高速船の安全に関する国際コード2000（決議MSC ．97（73））の規定 に基づいて、 日本国政府の権限の下に発給する。 Issuedundertheprovisionsofthe INTERNATIONALCODEOFSAFETYFORHIGHSPEEDCRAFT,2000 （resolutionMSC.97(73)) undertheauthorityoftheGovernmentofJapan 船舶の要目 Particularsofcraft 船名 Nameofcraft 型式及び船体番号 Manufacturer'smodelandhullnumber 船舶番号又は信号符字 Distinctivenumberorletters 国際海事機関船舶識別番号 IMOnumber 船籍港 Portofregistry 総トン数 Grosstonnage 船舶が運航を証明されている海域（第14．2．1項） Seaareasinwhichthecraftiscertifiedtooperate(paragraph14.2.1） 計画喫水線は、縦浮面心位置における基準線下の高さ、並びに船首の喫水標及び船尾の喫水標喫水標識における喫水に相当する喫水線 Designwaterlinecorrespondingtoaheightofbelowthereferencelineatthelongitudinalcentreofflotation,anddraughtsatthedraughtmarksofforwardandaft 基準線上端は、縦浮面心において（最上甲板舷側下方mm）（キール下面の上方mm）にある。 Theupperedgeofthereferencelineis at（ mmbelowuppermostdeckatside）（ mmabovetheundersideofkeel）atlongitudinalcentreofflotation. 分類A類旅客船／B類旅客船／貨物船 CategorycategoryApassengercraft／categoryBpassengercraft／cargocraft 船種エアクッション艇／表面効果翼船／水中翼船／単胴船／多胴船／その他（） C rafttypeaircushionvehicle／surfaceeffectship／hydrofoil／monohull／multihull／other（givedetail） キールが据え付けられた日若しくはこれと同様の建造段階に達した日又は主要 な改造のための工事が開始された日 Dateonwhichkeelwaslaidorcraftwasatasimilarstageofconstructionoronwhichamajorconversionwascommenced この証書は、次のことを証明する。 THISISTOCERTIFY: 1上記の船舶が高速船コード2000の適用規定に従って適正に検査されたこと。 ThattheabovementionedcrafthasbeendulysurveyedinaccordancewiththeapplicableprovisionsoftheInternationalCodeofSafetyforHighSpeedCraft,2000. 2検査の結果、この船舶の構造、設備、属具、無線局の配置、船舶の材質及びその状態がすべての点で満足するものであること並びにこの船舶がこのコードの関連規定に適合していることが確認されたこと。 Thatthesurveyshowedthatthestructure,equipment,fittings,radiostationarrangementsandmaterialsofthecraftandtheconditionthereofareinallrespectssatisfactoryandthatthecraftcomplieswiththerelevantprovisionsoftheCode. 3救命設備が、次のとおり総計人に対して備えられていること。 Thatthelifesavingappliancesareprovidedforatotalnumberofpersonsandnomoreasfollows: 4コードの第1．11項に従って、次の同等物がこの船舶に関して認められた。 That,inaccordancewith1.11oftheCode,thefollowingequivalentshavebeengrantedinrespectofthecraft: 規則同等物 paragraphequivalentarrangement この証書は、まで効力を有する。 Thiscertificateisvaliduntil この証書の基となる検査が完了した日： Completiondateofthesurveyonwhichthiscertificateisbased: において発給した。 （証書の発給の場所） Issuedat （Placeofissueofcertificate） （発給の日） （Dateofissue）（管海官庁氏名）（印章） 定期的検査のための裏書 Endorsementforperiodicalsurveys この証書は、コードの第1．5項により要求される検査において、この船舶がコードの関連規定に適合していることが判明したことを証明するものである。 Thisistocertifythat,atasurveyrequiredby1.5oftheCode,thiscraftwasfoundtocomplywiththerelevantprovisionsoftheCode. 定期的検査（中間検査）署名 Periodicalsurvey:Signed: 場所 Place: 日付 Date: （管海官庁氏名）（印章） 定期的検査（中間検査）署名 Periodicalsurvey:Signed: 場所 Place: 日付 Date: （管海官庁氏名）（印章） 定期的検査（中間検査）署名 Periodicalsurvey:Signed: 場所 Place: 日付 Date: （管海官庁氏名）（印章） コードの第1．8．8項が適用となり、証書の有効期間が5年未満であるとき、 当該証書の有効期間を延長する裏書 EndorsementtoextendtheCertificateifvalidforlessthan5yearswhere1．8．8oftheCodeapplies この船舶は、コードの関連規定に適合し、この証書は、コードの第1．8．8項に従って まで効力を有するものと認められる。 ThiscraftcomplieswiththerelevantrequirementsoftheCode,andthisCertificateshall,inaccordancewith1．8．8oftheCode,beacceptedasvaliduntil 署名 Signed： 場所 Place： 日付 Date： （管海官庁氏名）（印章） 更新検査（定期検査）が完了し、コードの第1．8．9項が適用となる裏書 Endorsementwheretherenewalsurveyhasbeencompletedand1．8．9oftheCodeapplies この船舶は、コードの関連規定に適合し、この証書は、コードの第1．8．9項に従ってまで効力を有するものと認められる。 ThiscraftcomplieswiththerelevantrequirementsoftheCode,andthisCertificateshall,inaccordancewith1．8．9oftheCode,beacceptedasvaliduntil 署名 Signed： 場所 Place： 日付 Date： （管海官庁氏名）（印章） コードの第1．8．10項が適用となる、検査執行港に到着するまで本証書の有効期間を延長する裏書 EndorsementtoextendthevalidityoftheCertificateuntilreachingtheportof surveywhere1．8．10oftheCodeapplies この証書は、コードの第1．8．10項に従ってまで効力を有するものと認められる。 ThisCertificateshall,inaccordancewith1．8．10oftheCode,beacceptedasvalid until 署名 Signed： 場所 Place： 日付 Date： （管海官庁氏名）（印章） コードの第1．8．12項が適用となる発給日の繰り上げに関する裏書 Endorsementfortheadvancementoftheanniversarydatewhere1．8．12oftheCodeapplies コードの第1．8．12項に従って新たな発給日をとする。 Inaccordancewith1．8．12oftheCode,thenewanniversarydateis 署名 Signed： 場所 Place： 日付 Date： （管海官庁氏名）（印章） コードの第1．8．12項に従って新たな発給日をとする。 Inaccordancewith1．8．13oftheCode,thenewanniversarydateis 署名 Signed： 場所 Place： 日付 Date： （管海官庁氏名）（印章） 高速船安全証書の設備の記録 RECORDOFEQUIPMENTFORHIGHSPEEDCRAFTSAFETYCERTIFICATE この設備の記録を、常に高速船安全証書に添付しなければならない。 ThisRecordshallbepermanentlyattachedtothe HighSpeedCraftSafetyCertificate 高速船コード2000による設備の記録 RECORDOFEQUIPMENTFORCOMPLIANCEWITHTHE INTERNATIONALCODEOFSAFETYFORHIGHSPEEDCRAFT,2000 1船舶の要目 Particularsofcraft 船名 Nameofcraft 型式及び船体番号 Manufacturer’smodelandhullnumber 船舶番号又は信号符字 Distinctivenumberorletters 国際海事機関船舶識別番号 IMOnumber 分類：A類旅客船／B類旅客船／貨物船 Category：categoryApassengercraft／categoryBpassengercraft／cargocraft 船種：エアクッション艇、表面効果翼船、水中翼船、単胴船、多胴船、 その他（） Crafttype：aircushionvehicle,surfaceeffectship,hydrofoil,monohull,multihull,other（givedetail） 認められた旅客数 Numberofpassengersforwhichcertified 無線設備を操作するための資格を有する者についての最低限度の人数 Minimumnumberofpersonswithrequiredqualificationstooperatetheradioinstallations 2救命設備の詳細 Detailsoflifesavingappliances 1備えている救命設備総計人分 Totalnumberofpersonsforwhichlifesavingappliancesareprovided ……………………… 2救命艇の総数 Totalnumberoflifeboats ……………………… 2．1救命艇に収容される人数 Totalnumberofpersonsaccommodatedbythem ……………………… 2．2LSAコード4．5部に適合した部分閉囲型救命艇 の数 Numberofpartiallyenclosedlifeboatscomplyingwithsection4．5ofthaLSACode ……………………… 2．3LSAコード4．6部及び4．7部に適合した全閉囲型 救命艇の数 Numberoftotallyenclosedlifeboatscomplyingwithsections4．6and4．7oftheLSACode ……………………… 2．4その他の救命艇 Otherlifeboats ……………………… 2．4．1数 Number ……………………… 2．4．2型 Type ……………………… 3救助艇の数 Numberofrescueboats ……………………… 3．1上記の救命艇の総数に含まれる救助艇の数 Numberofrescueboatswhichareincludedinthetotallifeboatsshownabove ……………………… 4適切な進水方法が規定されるLSAコード4．1部 及び4．3部に適合した救命いかだ Liferaftscomplyingwithsections4．1to4．3oftheLSACodeforwhichsuitablemeansoflaunchingareprovided ……………………… 4．1救命いかだの個数 Numberofliferafts ……………………… 4．2救命いかだに収容される人数 Numberofpersonsaccommodatedbythem ……………………… 5両面膨脹式救命いかだ（本コードの附属書11） Openreversibleliferafts(Annex11oftheCode) ……………………… 5．1両面膨脹式救命いかだの数 Numberofliferafts ……………………… 5．2両面膨脹式救命いかだに収容される人数 Numberofpersonsaccommodatedbythem ……………………… 6海上脱出装置（MES）の数 NumberofMarineEvacuationSystem(MES) ……………………… 6．1海上脱出装置（MES）に収容される人数 Numberofpersonsservedbythem ……………………… 7救命浮環の数 Numberoflifebuoys ……………………… 8救命胴衣の数 Numberoflifejackets ……………………… 8．1大人用の救命胴衣の数 Numbersuitableforadults ……………………… 8．2小人用の救命胴衣の数 Numbersuitableforchildren ……………………… 9イマーション・スーツ Immersionsuits ……………………… 9．1総数 Totalnumber ……………………… 9．2救命胴衣の要件を満たすイマーション・スーツの 数 Numberofsuitscomplyingwiththerequirementsforlifejackets ……………………… 10耐暴露服の数 Numberofantiexposureauits ……………………… 10．1総数 Totalnumber ……………………… 10．2救命胴衣の要件を満たす耐暴露服の数 Numberofsuitscomplyingwiththerequirementsforlifejackets ……………………… 11救命設備において使用する無線設備 Radioinstallationsusedinlifesavingappliances ……………………… 11．1レーダー・トランスポンダーの数 Numberofradartransponders ……………………… 11．2双方向VHF無線電話装置の数 NumberoftwowayVHFradiotelephoneapparatus ……………………… 3航行システム及び航海設備の詳細 Detailsofnavigationalsystemsandequipment 1．1磁気コンパス Magneticcompass ……………………… 1．2船首方位伝達装置（THD） Transmittingheadingdevice（THD） ……………………… 1．3ジャイロ・コンパス Gyrocompass ……………………… 2船速距離計 Speedanddistancemeasuringdevice ……………………… 3音響測深機 Echosoundingdevice ……………………… 4．1航海用レーダー（9GHz） 9GHzradar ……………………… 4．2第2番目の航海用レーダ（3GHz／9GHz） Secondradar（3GHz／9GHz） ……………………… 4．3自動衝突予防援助装置（）／自動物標追跡 ARPA 装置 （ATA） Automaticradarplottingaid（ARPA）／ Automatictrackingaid（ATA） ……………………… 5衛星航法装置、無線航法装置又はその他の航法装 置 Receiverforglobalnavigationsatellitesystem ／Terrestrialnavigationsystem／Othermeansof positionfixing ……………………… 6．1回頭角速度計 Rateofturnindicator ……………………… 6．2舵角表示器又は操舵推力方向表示器 Rudderangleindicator／Directionofsteering thrustindicator ……………………… 7．1海図又は電子海図情報表示装置 （ECDIS） Nauticalcharts／ElectronicChartDisplayand InformationSystem（ECDIS） ……………………… 7．2 ECDISの予備装置 BackuparrangementsforECDIS ……………………… 7．3航海用刊行物 Nauticalpublications ……………………… 7．4予備の航海用刊行物 Backuparrangementfornauticalpublications ……………………… 8探照灯 Searchlight ……………………… 9信号灯 Daylightsignallinglamp ……………………… 10暗視装置 Nightvisionequipment ……………………… 11推進システムのモードの表示手段 Meanstoshowthemodeofthepropulsion systems ……………………… 12自動操舵装置 Automaticsteeringaid（Automaticpilot） ……………………… 13レーダ反射器又はその他の手段 Radarreflector／Othermeans ……………………… 14音響受信装置 Soundreceptionsystem ……………………… 15船舶自動識別装置 （AIS） Automaticidentificationsystem（AIS） ……………………… 16航海情報記録装置 （VDR） Voyagedatarecorder（VDR） ……………………… 4無線設備の詳細 Detailsofradiofacilities 項目支給状況 Item Actualprovision 1主な設備 Primarysystems ……………………… 1．1 VHF無線設備 VHFradioinstallation: ……………………… 1．1．1デジタル選択呼出装置 DSCencoder ……………………… 1．1．2デジタル選択呼出聴取装置 DSCwatchreceiver ……………………… 1．1．3無線電話 Radiotelephony ……………………… 1．2 MF無線設備 MFradioinstallation: ……………………… 1．2．1デジタル選択呼出装置 DSCencoder ……………………… 1．2．2デジタル選択呼出聴取装置 DSCwatchreceiver ……………………… 1．2．3無線電話 Radiotelephony ……………………… 1．3 MF・HF無線設備 MF／HFradioinstallation: ……………………… 1．3．1デジタル選択呼出装置 DSCencoder ……………………… 1．3．2デジタル選択呼出聴取装置 DSCwatchreceiver ……………………… 1．3．3無線電話 Radiotelephony ……………………… 1．3．4直接印刷電信 Directprintingradiotelegraphy ……………………… 1．4認定された移動衛星業務船舶地球局 Recognizedmobilesatelliteserviceshipearthstation ……………………… 2警報のための補助手段 Secondarymeansofalerting ……………………… 3海上安全情報の受信設備 Facilitiesforreceptionofmaritimesafety information ……………………… 3．1ナブテックス受信機 NAVTEXreceiver ……………………… 3．2高度集団呼出受信機 EGCreceiver ……………………… 3．3 HF直接印刷電信受信機 HFdirectprintingradiotelegraphreceiver ……………………… 4衛星系非常用位置指示無線標識 SatelliteEPIRB ……………………… 4．1コンパス・サーサット COSPASSARSAT ……………………… 4．2インマルサット Inmarsat ……………………… 5 VHF非常用位置指示無線標識 VHFEPIRB ……………………… 6船舶のレーダー・トランスポンダー Ship’sradartransponder ……………………… 5無線設備の利用可能性を確保するための方法（本コード14．15．6項、14．15．7項及び14．15．8項） Methodsusedtoensureavailabilityofradiofacilities (paragraphs14.15.6,14.15.7and14.15.8oftheCode) 5．1設備の二重化 Duplicationofequipment 5．2陸上保守 Shorebasedmaintenance 5．3船上保守 Atseamaintenancecapability この記録がすべての点において正しいことを証明する。 THISISTOCERTIFYthatthisRecordiscorrectinallrespects において発給した。 （証書の発給の場所） Issuedat （Placeofissueofcertificate） （発給の日） （Dateofissue） （管海官庁氏名）（印章） 
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第６号の３様式（第２条関係）

第6号の3様式（第2条関係）（平16国交令95・全改） 番号第号 CertificateNO. 高速船航行条件証書 PERMITTOOPERATEHIGHSPEEDCRAFT 高速船の安全に関する国際コード2000（決議MSC.97（73））の規定に基づいて発給される。 Issuedundertheprovisionsofthe INTERNATIONALCODEOFSAFETYFORHIGHSPEEDCRAFT,2000 (resolutionMSC.97(73)) 1船名 Nameofcraft 2型式及び船体番号 Manufacturer’smodelandhullnumber 3船舶番号又は信号符字 Distinctivenumberorletters 4国際海事機関船舶識別番号 IMOnumber 5船籍港 Portofregistry 6分類A類旅客船／B類旅客船／貨物船 CategoryofcraftcategoryApassengercraft／categoryBpassengercraft／cargocraft 7運航者の氏名又は名称 Nameofoperator 8航行区域又は航路 Areasorroutesofoperation 9基地港 Baseport(s) 10避難港からの最大距離 Maximumdistancefromplaceofrefuge 11人数 Numberof: ．1旅客定員 passengersmaximumpermitted ．2必要乗組員 manningscalerequired 12想定される最悪の気象及び海象 Worstintendedconditions 13その他の航行上の制限 Otheroperationalrestrictions この証書は、上記の事項が、本コードの第1．2．2項及び第1．2．7項の一般要件に適合していることを証明する。 Thispermitconfirmsthattheservicementionedabovehasbeenfoundtobein accordancewiththegeneralrequirementsof1.2.2to1.2.7oftheCode. この証書は、日本国政府の権限の下に発給された。 THISPERMITisissuedundertheauthorityoftheGovernmentofJapan. この証書は、高速船安全証書が有効であることを条件として、まで効力を有する。 THISPERMITisvaliduntilsubjecttotheHighSpeedCraftSafetyCertificateremainingvalid において発給した。 （証書の発給の場所） Issuedat （Placeofissueofcertificate） （発給の日） （Dateofissue） （管海官庁氏名）（印章） 
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第６号の４様式（第２条関係）

第6号の4様式（第2条関係）（平28国交令84・追加） 番号第号 CertificateNo. 極海域航行船証書 POLARSHIPCERTIFICATE この証書は、極海域航行船証書のための設備の記録によって補足される。 ThisCertificateshallbesupplementedbyaRecordofEquipmentforthePolar ShipCertificate 日本国 公の印章 JAPAN 改正された1974年の海上における人命の安全のための国際条約に基づき、日本国政府の権限の下に、発給する。 IssuedundertheprovisionsoftheInternationalConventionfortheSafetyofLifeatSea,1974,asamendedundertheauthorityoftheGovernmentofJapan 船舶の要目 Particularsofship 船名 Nameofship 船舶番号又は信号符字 Distinctivenumberorletters 船籍港 Portofregistry 総トン数 Grosstonnage 国際海事機関船舶識別番号 IMONumber この証書は、次のことを証明する。 THISISTOCERTIFY： 1この船舶が極海域を航行する船舶のための国際コードの適用の安全に関する規定に従って検査されたこと。 ThattheshiphasbeensurveyedinaccordancewiththeapplicablesafetyrelatedproviaionsoftheInternationalCodeforShipsOperatinginPolarWaters. 2検査の結果、この船舶の構造、設備、属具、無線局の配置、材質及びその状態が全ての点で満足するものであること並びにこの船舶がこのコードの関係規定に適合していることが確認されたこと。 Thatthesurveyshowedthatthestructure,equipment,fittings,radiostation arrangements,andmaterialsoftheshipandtheconditionthereofareinallrespectssatisfactoryandthattheshipcomplieswiththerelevantprovisionsoftheCode. 本船は下記のとおり分類A／B／Cに属する CategoryA/B/Cshipasfollows アイスクラス及び耐氷喫水の範囲 IceClassandIceStrengthenedDraftRange 最大喫水最小喫水 Maximumdraft Minimumdraft アイスクラス Iceclass 船尾船首船尾船首 Aft Fwd Aft Fwd 2．1船種：タンカー／旅客船／その他 Shiptype:tanker/passengership/other 2．2氷がない海域／開放水域／その他の氷の状態における航行が制限されている船舶 Shiprestrictedtooperateinicefreewaters/openwaters/othericeconditions 2．3低気温下で航行する／しない船舶 Shipintendedtooperateinlowairtemperature:Yes/No 2．3．1極海域における航行温度：度／適用外 PolarServiceTemperature：℃/NotApplicable 2．4救助までの最大想定時間日 Maximumexpectedtimeofrescuedays 3この船舶が改正された1974年の海上における人命の安全のための国際条約の第XIV章第4規則の規定に従って、代替設計及び配置をしている／していないこと。 Theshipwas/wasnotsubjectedtoanalternativedesignandarrangementsinpursuanceofregulatiof(s)XIV/4oftheInternationalConventionfortheSafetyofLifeatSea,1974,asamended. 4構造、機関及び電気設備／防火／救命設備のための代替設計及び配置の承認文書が、この証書に附属されている／附属されていないこと。 ADocumentofapprovalofalternativedesignandarrangementsforstructure,machineryandelectricalinstallations/fireprotection/lifesavingappliancesandarrangementsis/isnotappendedtothisCertificate. 5航行上の制限 Operationallimitations この船舶には極海域での航行に以下の制限がある。 Theshiphasbeenassignedthefollowinglimitationsforoperationinpolarwaters: 5．1氷の状態 Iceconditions： 5．2温度 Temperature： 5．3高緯度 Highlatitudes： この証書は、上記のコード第1．3規則の規定に基づく年次検査／定期的検査／中間検査が行われることを条件として、まで効力を有する。 Thiscertificateisvaliduntilsubjecttotheannual/periodical/intermediatesurveysinaccordancewithsection1.3oftheCode この証書の基となる検査が完了した日： Completiondateofthesurveyonwhichthiscertificateisbased：において発給した。 （証書の発給の場所） Issuedat （Placeofissueofcertificate） （発給の日） （Dateofissue）（管海官庁氏名）（印章） 年次検査、定期的検査及び中間検査に係る裏書 Endorsementforannual,periodicalandintermediatesurveys 上記のコード第1．3規則の規定により要求される検査において、この船舶が同コードの関係規定に適合していると認められたことを証明する。 THISISTOCERTIFYthat,atasurveyrequiredbyregulation1.3oftheCode,theshipwasfoundtocomplywiththerelevantrequirementsoftheCode. 年次検査場所 Annualsurvey： Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 年次検査／定期的検査／中間検査場所 Annual/Periodical/Intermediatesurvey： Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 年次検査／定期的検査／中間検査場所 Annual/Periodical/Intermediatesurvey： Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 年次検査場所 Annualsurvey： Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 上記の条約第Ⅰ章第14規則の規定を適用する場合における5年未満の期間について発給された証書の有効期間を延長するための裏書 Endorsementtoextendthecertificateifvalidforlessthan5yearswhereregulationⅠ/14(c)oftheConventionapplies この船舶は、上記の条約の関係規定に適合していると認められる。よって、この証書は、同条約第Ⅰ章第14規則(c)の規定に従ってまで効力を有するものとする。 TheshipcomplieswiththerelevantrequirementsoftheConvention,andthiscertificateshall,inaccordancewithregulationⅠ/14(c)oftheConvention,beacceptedasvaliduntil 場所 Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 更新検査が完了し、上記の条約第Ⅰ章第14規則(d)の規定を適用する場合における裏書 EndorsementwheretherenewalsurveyhasbeencompletedandreguiationⅠ/14(d)oftheConventionapplies この船舶は、上記の条約の関係規定に適合していると認められる。よって、この証書は、同条約第Ⅰ章第14規則(d)の規定に従ってまで効力を有するものとする。 TheshIpcomplieswiththerelevantrequirementsoftheConvention,andthiscertificateshall,inaccordancewithregulationⅠ/14(d)oftheConvention,beacceptedasvaliduntil 場所 Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 上記の条約第Ⅰ章第14規則(e)又は(f)の規定を適用する場合における検査港に到着するまでの期間又は猶予期間について証書の有効期間を延長するための裏書 EndorsementtoextendthevalidityofthecertificateuntilreachingtheportofsurveyorforaperiodofgracewhereregulationⅠ/14(e)orⅠ/14(f)oftheConventionapplies この証書は、上記の条約第Ⅰ章第14規則(e)/(f)の規定に従ってまで効力を有するものとする。 Thecertificateshall,inaccordancewithregulationⅠ/14(e)/Ⅰ/14(f)oftheConvention,beacceptedasvaliduntil 場所 Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 上記の条約第Ⅰ章第14規則の規定を適用する場合における検査基準日を繰り上げるための裏書 EndorsementforadvancementofanniversarydatewhereregulationⅠ/14oftheConventionapplies 上記の条約第Ⅰ章第14規則の規定に従い、新たな検査基準日は、とする。 InaccordancewithregulationⅠ/14oftheConvention,thenewanniversarydateis 場所 Place： 日 Date： （管海官庁氏名）（印章） 上記の条約第Ⅰ章第14規則の規定に従い、新たな検査基準日は、とする。 InaccordancewithregulationⅠ/14oftheConvention,thenewanniversarydateis 場所 Place： 日 Date: （管海官庁氏名）（印章） 極海域航行船証書のための設備の記録 RECORDOFEQUIPMENTFORTHEPOLARSHIPCERTIFICATE この設備の記録を、常に極海域航行船証書に添付しなければならない。 ThisrecordshallbepermanentlyattachedtothePolarShipsCertificate 極海域を航行する船舶のための国際コードに係る設備の記録 RECORDOFEQUIPMENTFORCOMPLIANCEWITHTHEINTER NATIONALCODEFORSHIPSOPERATINGINPOLARWATERS 1船舶の要目 PARTICULARSOFSHIP 船名 Nameofship 船舶番号又は信号符字 Distinctivenumberorletters 2設備の記録 RECORDOFEQUIPMENT 2．1救命設備 Lifesavingappliances 1断熱性イマーション・スーツの総数 Totalnumberofimmersionsuitswithinsulation: 1．1船員用 forcrew 1．2旅客用 forpassengers 2保温具の総数 Totalnumberofthermalprotectiveaids 3個人用及び集団用生存設備 PersonalandGroupSurvivalEquipment 3．1個人用生存設備―人数分 Personalsurvivalequipmentfornumberofpersons 3．2集団用生存設備―人数分 Groupsurvivalequipmentfornumberpersons 3．3極海コード第8章に係る救命いかだの総収容可能 人数 Totalcapacityofliferaftsincompliancewithchapter8ofthePolarCode 3．4極海コード第8章に係る救命艇の総収容可能人数 Totalcapacityoflifeboatsincompliancewithchapter8ofthePolarCode 2．2航海設備 Navigationequipment 12つの独立した音響測深機又は2つの分離独立した 変換器を備えた装置 Twoindependentechosoundingdevicesoradevicewithtwoseparateindependenttransducers 2船橋から制御可能な、遠隔操作による回転式の狭 ビーム探照灯、又は視覚的に氷を発見できるその他 の手段 Remotelyrotatable,narrowbeamsearchlightscontrollablefromthebridgeorothermeanstovisuallydetectice 3後方から見える手動式の紅色せん光灯（砕氷船の誘 導を受けて航行する船舶に限る） Manuallyinitiatedflashingredlightvisiblefromastern(forshipsinvolvedinicebreakingoperations) 4方位を決定及び表示するための2以上の非磁性の独 立した手段 Twoormorenonmagneticindependentmeanstodetermineanddisplayheading 5GNSSコンパス又は同等のもの（緯度80度を超えて 航行する船舶に限る） GNSScompassorequivalent(forshipsproceedingtolatitudesover80degrees) 2．3通信設備 Communicationequipment 1信号に関する国際コードで記述されるとおり後続船 に誘導及び緊急操縦を示すために船尾を向いて取り 付けられている音声信号システム（誘導を行う砕氷 船に限る） SoundsignalingsystemmountedtofaceasterntoindicateescortandemergencymanoeuvrestofollwingshipsasdescribedintheInternationalCodeofSignals(forshipsintendedtoprovideicebreakingescort). 2関連する救助調整本部との音声及び／又はデータ通 信 Voiceand/ordatacommunicationswithrelevantrescuecoordinationcentres. 3121．5MHz及び123．1MHzにおいて航空機と音声通信するための設備 Equipmentforvoicecommunicationswithaircrafton121.5and123.1MHz. 4遠隔医療援助サービス（TMAS）との双方向の音声及 びデータ通信 TwowayvoiceanddatacommunicationwithaTelemedicalAssistanceService(TMAS). 5避難時に使用される全ての救助艇及び救命艇は以下 の装置を所持している（低気温下で航行することを 認定された船舶に限る）： Allrescueboatsandlifeboats,wheneverreleasedforevacuation,haveadevice(forshipscertifiedtooperateinlowairtemperature): 5．1船舶から陸上に警報を送信するもの fortransmittingvesseltoshorealerts; 5．2位置信号を送信するもの fortransmittingsignalsforlocation; 5．3現場における通信を送受信するもの fortransmittingandreceivingonscenecommunications. 6全ての救命いかだが所持している装置 Allothersurvivalcrafthaveadevice: 6．1位置信号を送信するもの fortransmittingsignalsforlocation;and 6．2現場における通信を送受信するもの fortransmittingandreceivingonscenecommunications. この記録が全ての点において正しいことを証明する。 THISISTOCERTIFYthatthisRecordiscorrectinallrespects において発給した。 （証書の発給の場所） ISSUEDAT (PlaceofissueoftheRecord) （発給の日） (Dateofissue)（管海官庁氏名）（印章） 
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第７号様式（第２条関係）

第7号様式（第2条関係）（平9運令46・全改、平12運令3・平18国交令72・平24国交令91・一部改正） 番号第号 Certificate№ 国際満載喫水線証書 INTERNATIONALLOADLINECERTIFICATE 公の印章日本国 JAPAN 〇 1988年の議定書により修正された1966年の満載喫水線に関する国際条約に基づき、日本国の政府の権限の下に、発給する。 IssuedundertheprovisionsoftheInternationalConventiononLoadLines,1966,asmodifiedbytheProtocolof1988relatingtheretoundertheauthorityoftheGovernmentofJapan 船舶の要目 Particularsofship 船名 Nameofship 船舶番号又は信号符字 Distinctivenumberorletters 船籍港 Portofregistry 第2条に定義された長さ（L）（メートル） Length(L)asdefinedinarticle2（inmetres） 国際海事機関船舶識別番号 IMONumber 次のものとしてフリーボードを指定船舶の型式 Freeboardassignedas:Typeofship 新船Anewship「A」型Type′A′ 現存船Anexistingship「B」型Type′B′ フリーボードをType′B′with 減少した「B」型reducedfreebo ard フリーボードをType′B′with 増加した「B」型increasedfree board 甲板線からのフリーボード満載喫水線 FreeboardfromdecklineLoadline 熱帯Tropical（S）の上方 ミリメートル㎜（T）ミリメートル㎜above（S） 夏期Summer円環の中心を通る線の上縁 ミリメートル㎜（S）Upperedgeoflinethroughcentre 冬期Winterofring ミリメートル㎜（W）（S）の下方 冬期北大西洋WinterNorthAtlanticミリメートル㎜below（S） ミリメートル㎜（S）の下方 (WNA)ミリメートル㎜below（S） 木材熱帯Timbertropical（LS）の上方 ミリメートル㎜（LT）ミリメートル㎜above（LS） 木材夏期Timbersummer（S）の上方 ミリメートル㎜（LS）ミリメートル㎜above（S） 木材冬期TimberWinter（LS）の下方 ミリメートル㎜（LW）ミリメートル㎜below（LS） 木材冬期北大西洋Timberwinter（LS）の下方 NorthAtlanticミリメートル㎜below（LS） ミリメートル㎜（LWNA） 木材フリーボード以外のすべてのフリーボードについての淡水許容の幅ミリメートル。木材フリーボードについての淡水許容の幅ミリメートル。 Allowanceforfreshwaterforallfreeboardsotherthantimber ㎜.Fortimberfreeboards㎜． フリーボードを測る基準となる甲板線の上縁は、船側における 甲板のミリメートル方にある。 Theupperedgeofthedecklinefromwhichthesefreeboardsaremeasuredis㎜deckatside. この証書は、次のことを証明する。 THISISTOCERTIFY: 1前記の条約の第14条の規定に従つてこの船舶の検査が行われたこと。 Thattheshiphasbeensurveyedinaccordancewiththerequirementsof article14oftheConvention. 2検査により、前記の条約に従つてフリーボードの指定及び前記の満載喫水線の標示が行われたことが確認されたこと。 ThatthesurveyshowedthatthefreeboardshavebeenassignedandloadlinesshownabovehavebeenmarkedinaccordancewiththeConvention. この証書は、前記の条約の第14条の規定による年次検査が行われることを条件として、まで効力を有する。 Thiscertificateisvaliduntilsubjecttoannualsurveysinaccordancewitharticle14oftheConvention. この証書の基となる検査が完了した日： Completiondateofthesurveyonwhichthiscertificateisbased： において発給した。 （証書の発給の場所） Issuedat （Placeofissueofcertificate） （発給の日付） （管海官庁氏名）（印章） （Dateofissue） 備考1船舶が河川又は内水にある港から出航する場合には、出航点から海洋に至るまでの間に消費する燃料その他すべての物資の重量に相当する追加の積載が許される。 2比重が1である淡水に船舶がある場合には、前記の淡水許容の幅だけ、該当する満載喫水線を水没させることができる。比重が1でない場合には、許容の幅は、1．025と実際の比重との差に比例して定めるものとする。 NOTES:1．Whenashipdepartsfromaportsituatedonariverorinland waters,deeperloadingshallbepermittedcorrespondingtothe weightoffuelandallothermaterialsrequiredforconsumption betweenthepointofdepartureandthesea. 2．Whenashipisinfreshwaterofunitdensitytheappropriateloadlinemaybesubmergedbytheamountoffreshwaterallowance shownabove.Wherethedensityisotherthanunity,anallowanceshallbemadeproportionaltothedifferencebetween1.025andtheactualdensity. 年次検査の裏書 Endorsementforannualsurveys 前記の条約の第14条の規定により要求される年次検査において、この船舶が前記の条約の関係規定に適合していると認められたことを証明する。 THISISTOCERTIFYthat,atanannualsurveyrequiredbyarticle14oftheConvention,theshipwasfoundtocomplywiththerelevantrequirementsoftheConvention. 年次検査場所 Annualsurvey:Place： 日付 Date： （管海官庁氏名）（印章） 年次検査場所 Annualsurvey:Place： 日付 Date： （管海官庁氏名）（印章） 年次検査場所 Annualsurvey:Place： 日付 Date： （管海官庁氏名）（印章） 年次検査場所 Annualsurvey:Place： 日付 Date： （管海官庁氏名）（印章） 前記の条約の第19条の規定に基づく年次検査 Annualsurveyinaccordancewitharticle19： 前記の条約の第19条の規定に基づく検査において、この船舶が前記の条約の関係規定に適合していると認められたことを証明する。 THISISTOCERTIFYthat,atasurveyinaccordancewitharticle19oftheConvention,theshipwasfoundtocomplywiththerelevantrequirementsoftheConvention. 場所 Place： 日付 Date： （管海官庁氏名）（印章） 前記の条約の第19条の規定を適用する場合における5年未満の期間について発給する証書の有効期間を延長するための裏書 Endorsementtoextendthecertificateifvalidforlessthan5yearswherearticle 19applies この船舶は、前記の条約の関係規定に適合していると認められる。よつて、この証書は、前記の条約の第19条の規定に従つてまで効力を有するものとする。 TheshipcomplieswiththerelevantrequirementsoftheConvention,andthiscertificateshall,inaccordancewitharticle19oftheConvention,beacceptedasvaliduntil 場所 Place： 日付 Date： （管海官庁氏名）（印章） 更新検査が完了し、前記の条約の第19条の規定を適用する場合における裏書 Endorsementwheretherenewalsurveyhasbeencompletedandarticle19 applies この船舶は、前記の条約の関係規定に適合していると認められる。よつて、この証書は、前記の条約の第19条の規定に従つてまで効力を有するものとする。 TheshipcomplieswiththerelevantrequirementsoftheConvention,andthiscertificateshall,inaccordancewitharticle19 oftheConvention,beacceptedasvaliduntil 場所 Place： 日付 Date： （管海官庁氏名）（印章） 前記の条約の第19条又はの規定を適用する場合における検査港に到着するまでの期間又は猶予期間について証書の有効期間を延長するための裏書 Endorsementtoextendthevalidityofthecertificateuntilreachingtheportof surveyorforaperiodofgracewherearticle19or19applies この証書は、前記の条約の第19条／の規定に従つてまで効力を有するものとする。 Thiscertificateshall,inaccordancewitharticle19 ／19 oftheConvention,beacceptedasvaliduntil 場所 Place： 日付 Date： （管海官庁氏名）（印章） 前記の条約の第19条の規定を適用する場合における検査基準日を繰り上げるための裏書 Endorsementforadvancementofanniversarydatewherearticle19applies 前記の条約の第19条の規定に従い、新たな検査基準日は、とする。 Inaccordancewitharticle19oftheConventionthenewanniversarydateis 場所 Place： 日付 Date： （管海官庁氏名）（印章） 前記の条約の第19条の規定に従い、新たな検査基準日は、とする。 Inaccordancewitharticle19oftheConventionthenewanniversarydateis 場所 Place： 日付 Date： （管海官庁氏名）（印章） 
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第８号様式（第２条関係）

第8号様式（第2条関係）（平9運令46・全改、平12運令3・平18国交72・一部改正） 番号第号 Certificate№ 国際満載喫水線免除証書 INTERNATIONALLOADLINEEXEMPTIONCERTIFICATE 公の印章日本国 JAPAN 〇 1988年の議定書により修正された1966年の満載喫水線に関する国際条約に基づき、日本国政府の下に、発給する。 IssuedundertheprovisionsoftheInternationalConventiononLoadLines,1966,asmodifiedbytheProtocolof1988relatingtheretoundertheauthorityoftheGovernmentofJapan. 船舶の要目 Particularsofship 船名 Nameofship 船舶番号又は信号符字 Distinctivenumberorletters 船籍港 Portofregistry 第2条に定義された長さ（メートル） Length(L)asdefinedinarticle2（inmetres） 国際海事機関船舶識別番号 IMONumber この証書は、次のことを証明する。 THISISTOCERTIFY： 前記の条約の第6条／の規定によつて与えられた権限に基づき、この船舶が前記の条約の規定の適用を免除されたこと。 ThattheshipisexemptedfromtheprovisionsoftheConvention,undertheauthorityconferredbyarticle6／6oftheConventionreferredtoabove. 前記の条約の規定で第6条の規定に基づいて船舶につきその適用が免除されるものは、 である。 TheprovisionsoftheConventionfromwhichtheshipisexemptedunderarticle6are： 第6条の規定に基づく免除が与えられる航海は、 から までとする。 Thevoyageforwhichexemptionisgrantedunderarticle6is： From： To： 第6条又はの規定に基づく免除が与えられる場合の附帯条件 Conditions,ifany,onwhichtheexemptionisgrantedundereitherarticle6orarticle6： この証書は、前記の条約の第14条の規定による年次検査が行われることを条件として、まで効力を有する。 Thiscertificateisvaliduntilsubjectto annualsurveysinaccordancewitharticle14(c)oftheConvention. この証書の基となる検査が完了した日： Completiondateofthesurveyonwhichthiscertificateisbased: において発給した。 （証書の発給の場所） Issuedat （Placeofissueofcertificate） （発給の日付） （Dateofissue）（管海官庁氏名）（印章） 年次検査の裏書 Endorsementforannualsurveys 前記の条約の第14条の規定により要求される年次検査において、この船舶がこの免除を与えられたときの条件に適合していると認められたことを証明す る。 THISISTOCERTIFYthat,atanannualsurveyrequiredbyarticle14(c)oftheConvention,theshipwasfoundtocomplywiththeconditionsunderwhichthisexemptionwasqranted. 年次検査場所 Annualsurvey：Place： 日付 Date： （管海官庁氏名）（印章） 年次検査場所 Annualsurvey：Place： 日付 Date： （管海官庁氏名）（印章） 年次検査場所 Annualsurvey：Place： 日付 Date： （管海官庁氏名）（印章） 年次検査場所 Annualsurvey：Place： 日付 Date： （管海官庁氏名）（印章） 前記の条約の第19条の規定に基づく年次検査 Annualsurveyinaccordancewitharticle19： 前記の条約の第19条の規定に基づく検査において、この船舶が前記の条約の関係規定に適合していると認められたことを証明する。 THISISTOCERTIFYthat,atasurveyinaccordancewitharticle19(c)oftheConvention,theshipwasfoundtocomplywiththerelevantrequirementsoftheConvention. 場所 Place： 日付 Date： （管海官庁氏名）（印章） 前記の条約の第19条の規定を適用する場合における5年未満の期間について発給する証書の有効期間を延長するための裏書 Endorsementtoextendthecertificateifvalidforlessthan5yearswherearticle 19applies この船舶は、前記の条約の関係規定に適合していると認められる。よつて、この証書は、前記の条約の第19条の規定に従つて まで効力を有するものとする。 TheshipcomplieswiththerelevantrequirementsoftheConvention,andthis certificateshall,inaccordancewitharticle19oftheConvention,beacceptedasvaliduntil 場所 Place： 日付 Date： （管海官庁氏名）（印章） 更新検査が完了し、前記の条約の第19条の規定を適用する場合における裏書 Endorsementwheretherenewalsurveyhasbeencompletedandarticle19 applies この船舶は、前記の条約の関係規定に適合していると認められる。よつて、この証書は、前記の条約の第19条の規定に従つて まで効力を有するものとする。 TheshipcomplieswiththerelevantrequirementsoftheConvention,andthis certificateshall,inaccordancewitharticle19oftheConvention,beacceptedasvaliduntil 場所 Place： 日付 Date： （管海官庁氏名）（印章） 前記の条約の第19条又はの規定を適用する場合における検査港に到着するまでの期間又は猶予期間について証書の有効期間を延長するための裏書 Endorsementtoextendthevalidityofthecertificateuntilreachingtheportof surveyorforaperiodofgracewherearticle19(5)or19(6)applies この証書は、前記の条約の第19条／の規定に従つて まで効力を有するものとする。 Thiscertificateshall,inaccordancewitharticle19／19oftheConvention,beacceptedasvaliduntil …………………………………………… 場所 Place： …………………………………… 日付 Date： …………………………………… （管海官庁氏名）（印章） 前記の条約の第19条の規定を適用する場合における検査基準日を繰り上げるための裏書 Endorsementforadvancementofanniversarydatewherearticle19applies 前記の条約の第19条の規定に従い、新たな検査基準日は、……………………… ………………………………とする。 Inaccordancewitharticle19(8)oftheConventionthenewanniversarydateis…………………………………………………… 場所 Place： …………………………………… 日付 Date： …………………………………… （管海官庁氏名）（印章） 前記の条約の第19条の規定に従い、新たな検査基準日は、……………………… ………………………………とする。 Inaccordancewitharticle19(8)oftheConventionthenewanniversarydateis…………………………………………… 場所 Place： …………………………………… 日付 Date： …………………………………… （管海官庁氏名）（印章） 
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第８号の２様式（第２条関係）

第8号の2様式(第2条関係) 

番号 第      号  

certificate No.     

国際防汚方法証書 

INTERNATIONAL ANTI-FOULING SYSTEM CERTIFICATE 

この証書は、防汚方法の記録によって補足される。 

  This certificate shall be supplemented by a Record of Anti-fouling Systems 

 
公の

印章 
日本国 

JAPAN 

  船舶の有害な防汚方法の規制に関する国際条約に基づき、日本国政府の権限の下に、

発給する。 

Issued under the 

International Convention on the Control of Harmful Anti-Fouling Systems on Ships 

under the authority of the Government of Japan 

  証書が既に発給されている場合には、この証書は、     日付けの証書に代わる。 

When a Certificate has been previously issued, this Certificate replaces the 

certificate dated      

 船舶の要目 

 Particulars of ship 

  船名 

  Name of ship                                  

  船舶番号又は信号符字 

  Distinctive number or letters                         

  船籍港 

  Port of registry                                

  総トン数 

  Gross tonnage                                 

  国際海事機関船舶識別番号 

  IMO number                                   

  附属書1の規定により規制される防汚方法は、 

  An anti-fouling system controlled under Annex 1 containing: 
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 この船舶の

建造中及び

建造後施用

されたこと

はない。 

Has not been 

applied during 

or after 

construction 

of this ship 

以前この船

舶に施用さ

れていたが、

除去されて

いる。 

Has been 

applied on 

this ship 

previously, 

but has been 

removed by 

以前この船

舶に施用さ

れていたが、

シーラーで

覆われてい

る。 

Has been 

applied on 

this ship 

previously, 

but has been 

covered 

with a 

sealer coat 

applied by 

以前この船

舶に施用さ

れていたが、

その船体、外

側の部品又

は表面の最

も外側の層

にはない。 

Has been 

applied on 

this ship 

previously, 

but is not 

in the 

external 

coating 

layer of the 

hull or 

external 

parts or 

surfaces on 

以前この船

舶に施用さ

れていた。 

Was applied 

on this ship 

prior to 

防汚方法に

おいて殺生

物剤として

作用する有

機スズ化合

物 

Organotin 

compounds 

which act as 

biocides 

□ 

       

(施設の名称) 

(insert 

name of 

the 

facility) 

on 

       

(年月日) 

(dd／mm／yyyy) 

□ 

       

(施設の名称) 

(insert 

name of 

the 

facility) 

on 

       

(年月日) 

(dd／mm／yyyy) 

□ 

Not 

applicable 

Not 

applicable 

シブトリン 

Cybutryne 

□ 

       

(施設の名称) 

(insert 

name of 

the 

facility) 

on 

       

(年月日) 

(dd／mm／yyyy) 

□ 

       

(施設の名称) 

(insert 

name of 

the 

facility) 

on 

       

(年月日) 

(dd／mm／yyyy) 

□ 

2023年1月1

日時点で 

1 January 

2023 

□ 

2023年1月1日
以前に施用さ
れていたが、 
       
(年月日) 

前に除去され
又はシーラー
で覆われてい
なければなら
ない。 
1 January 
2023，  but 
must be 
removed or 
covered 
with a 
sealer coat 
prior to 
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(年月日) 

(dd／mm／yyyy) 
□ 

  この証書は、次のことを証明する。 

  THIS IS TO CERTIFY THAT： 

 1 この船舶が、上記の条約附属書4第1規則の規定により検査されたこと。 

 the ship has been surveyed in accordance with regulation 1 of Annex 

4 to the Convention；and 

 2 検査の結果、この船舶の防汚方法が上記の条約附属書1の関係規定に適合しているこ

と。 

 the survey shows that the anti-fouling system on the ship complies 

with the applicable requirements of Annex 1 to the Convention. 

                において発給した。 

   (証書の発給の場所) 

 Issued at                

       (Place of issue of certificate) 

                 

      (発給の日) 

                 

     (Date of issue) 

                  

(管海官庁 氏名)   (印章)  

 この証書の発給に係る検査の完了の日                        

 

 Date of completion of the survey on which this certificate is issued       

 

防汚方法の記録 

RECORD OF ANTI-FOULING SYSTEMS 

この記録は、常に国際防汚方法証書に添付しておく。 

  This Record shall be permanently attached to the International Anti-Fouling 

System Certificate. 

 船舶の要目 

 Particulars of ship 

  船名 

  Name of ship                                

  船舶番号又は信号符字 

  Distinctive number or letters                        

  国際海事機関船舶識別番号 

  IMO number                                 

 施用された防汚方法の細目 
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 Details of anti-fouling system(s) applied 

  防汚方法の種類 

  Types of anti-fouling system(s) used                    

  防汚方法の施用の日 

  Date(s) of Application of anti-fouling system(s)              

  施用を行った会社及び施設の名称／施用を行った場所 

  Name(s) of company(ies) and facility(ies)／location(s) where applied    

  防汚方法の製造者の名称 

  Name(s) of anti-fouling system(s) manufacturer(s)              

  防汚方法の名称及び色 

  Name(s) and colour(s) of anti-fouling system(s)               

  有効成分及びケミカル・アブストラクツ・サービス登録番号(CAS番号) 

  Active ingredient(s) and their Chemical Abstract Services Registry 

Number(s)(CASnumber(s))                             

  該当する場合には、シーラーの種類 

  Type(s) of sealer coat, if applicable                     

  該当する場合には、施用されたシーラーの名称及び色 

  Name(s) and colour(s) of sealer coat applied, if applicable         

  シーラーの施用の日 

  Date of application of sealer coat                    

  この記録がすべての点において正しいことを証明する。 

  THIS IS TO CERTIFY that this Record is correct in allrespects. 

               において発給した。 

    (記録の発給の場所) 

 Issued at                

       (Place of issue of Record) 

                 

       (発給の日) 

                 

      (Date of issue) 

                     

(管海官庁 氏名)   (印章)   

 

記録の裏書 

 

Endorsement of the Records 

  上記の条約附属書4第1規則(1)(b)の規定により要求される検査により、この船舶が同

条約に適合していると認められたことを証明する。 
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 THIS IS TO CERTIFY that a survey required in accordance with regulation1(l)(b) 

of Annex 4 to the Convention found that the ship was in compliance with the 

Convention： 

 施用された防汚方法の細目 

 Details of anti-fouling system(s) applied 

  防汚方法の種類 

  Type(s) of anti-fouling system(s) used                     

  防汚方法の施用の日 

  Date(s) of application of anti-fouling system(s)                

  施用を行った会社及び施設の名称／施用を行った場所 

  Name(s) of company(ies) and facility(ies)／location(s) where applied      

  防汚方法の製造者の名称 

  Name(s) of anti-fouling system(s) manufacturer(s)               

  防汚方法の名称及び色 

  Name(s) and colour(s) of anti-fouling system(s)                

  有効成分及びケミカル・アブストラクツ・サービス登録番号(CAS番号) 

  Active ingredient(s) and their Chemical Abstract Services Registry 

Number(s)(CASnumber(s))                             

  該当する場合には、シーラーの種類 

  Type(s) of sealer coat, if applicable                     

  該当する場合には、施用されたシーラーの名称及び色 

  Name(s) and colour(s) of sealer coat applied, if applicable          

  シーラーの施用の日 

  Date of application of sealer coat                       

場所                 

Place：                

日付                 

Date：                

：                  

(管海官庁 氏名)   (印章)  
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第９号様式（第３条関係）

第9号様式(第3条関係) 

条 約 証 書 交 付 等 申 請 書 

 

       殿 

 

     年  月  日 

 

 申請者の氏名又

は名称及び住所 

 

 

 下記の船舶について、条約証書の交付・書換え・再交付を受けたいので、海上における

人命の安全のための国際条約等による証書に関する省令により申請します。 

船舶所有者の氏名又

は 名 称 及 び 住 所 

 

船 種 及 び 船 名  船 舶 番 号  

船 籍 港  総 ト ン 数  

用 途 
 建造契約が結ばれた

日 

 

キールが据え付けら

れた日又はこれと同

様の建造段階に達し

た日 

 

引 渡 し の 日 

 

航 行 区 域 

(従 業 制 限) 

   

交付、書換え又は再

交付を受けようとす

る条約証書名(書換

えの場合にはその内

容) 

   

備 考 
   

(注) 「交付・書換え・再交付」中不要の文字は抹消すること。 
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第１０号様式（第５条関係）

第10号様式(第5条関係) 

条約証書有効期間延長申請書 

         殿 

     年  月  日 

 

 申請者の氏名又

は名称及び住所 

 

 

 下記船舶の条約証書について、海上における人命の安全のための国際条約等による証書

に関する省令第5条第1項(第2項)の規定により有効期間延長の期日の指定を受けたいので、

同条第3項の規定により申請します。 

船舶所有者の氏

名又は名称及び

住所 

 

船 種 及 び 船 名 

 

船 舶 番 号 

 

総 ト ン 数 

 

用 途 

 

船舶検査証書の

番号 

 
船舶検査証書の

有 効 期 間 

 

有効期間の延長

を受けようとす

る証書名 

 

運 航 予 定 

 

備 考 
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第１１号様式（第７条関係）

第11号様式（第7条関係）（平3運令33・全改） 附属書 ANNEX 公の印章 ○ 第号 №……………… 船舶の要目 Particularsofship 船名 Nameofship………………………………………………………………………… 船舶番号又は信号符字 Distinctivenumberorletter…………………………………………………… 船籍港 Portofregistry…………………………………………………………………… 総トン数 Grosstonnage……………………………………………………………………… 日本国政府は、次のことを証明する。 THEGOVERNMENTOFJAPANCERTIFIES: 前記の船舶は…………………から……………………に至る航海 区間 において、その搭 載する全人員が………人を超えない限り救命設備を次の表に掲げる数量まで軽減したこと。 Thattheabovementionedshipisreducedthelifesavingappliancestothenumbermentionedinthefollowingtableincircumstancesthattheshiphasnotonboardanumberofcrewandpassengersmorethan………………inthecourseofavoyagefrom………………to……………via……………… 1救命設備を総計………人について備えている Totalnumberofpersonsforwhichlifesaving ………………………… appliancesareprovided 左舷右舷 PortsideStarboard side 2救命艇の全隻数 Totalnumberoflifeboats ………………………… 2．1収容し得る人数 Totalnumberofpersonsaccommodat edbythem 2．2部分閉囲型救命艇（第Ⅲ章第42規則）の 隻数 Numberofpartiallyenclosedlifeboats （regulationⅢ42） 2．3自己復原部分閉囲型救命艇（第Ⅲ章第43 規則）の隻数 Numberofselfrightingpartially enclosedlifeboats（regulationⅢ43） 2．4全閉囲型救命艇（第Ⅲ章第44規則）の隻数 Numberoftotallyenclosedlifeboats （regulationⅢ44） 2．5その他の救命艇 Otherlifeboats 2．5．1隻数 Number 2．5．2型 Type 3発動機付救命艇（上記の救命艇の総数に 含まれる。）の隻数 Numberofmotorlifeboats（includedin thetotallifeboatsshownabove） 3．1探照灯を取り付けた救命艇の隻数 Numberoflifeboatsfittedwith searchlights 4救助艇の隻数 Numberofrescueboats 4．1上記の救命艇の隻数に含まれる救助艇の 隻数 Numberofboatswhichareincluded inthetotallifeboatsshownabove 5救命いかだ Liferafts 5．1承認された進水装置を必要とする救命い かだ Thoseforwhichapprovedlaunching appliancesarerequired 5．1．1救命いかだの個数 Numberofliferafts 5．1．2収容し得る人数 Numberofpersonsaccommodatedby them 5．2承認された進水装置を必要としない救命 いかだ Thoseforwhichapprovedlaunching appliancesarenotrequired 5．2．1救命いかだの個数 Numberofliferafts 5．2．2収容し得る人数 Numberofpersonsaccommodatedby them 6救命浮器 Buoyantapparatus 6．1浮器の個数 Numberofapparatus 6．2支えることができる人数 Numberofpersonscapableofbeing supported 7救命浮環の個数 Numberoflifebuoys 8救命胴衣の個数 Numberoflifejackets 9イマーシヨン・スーツ Immersionsuits 9．1個数 Totalnumber 9．2救命胴衣の要件を満たすスーツの個数 Numberofsuitscomplyingwiththe requirementsforlifejackets 10保温具の個数 Numberofthermalprotectiveaids 前記の船舶は、上記の軽減によって1974年の海上における人命の安全のための国際条約の規定に違反するものではない。 Regardingtheabovereductionofthelifesavingappliances,theabovementionedshiphasnoinfringementoftheprovisionsoftheInternationalConventionfortheSafetyofLifeatSea,1974. 旅客船安全証書 この附属書は、救命設備に関する限り、に代って効力を 原子力旅客船安全証書 有する。 Insofarasthelifesavingappliancesareconcerned,thisANNEXshallbe PASSENGERSHIPSAFETY validasasubstituteforthe NUCLEARPASSENGERSHIPSAFETY CERTIFICATE CERTIFICATE この附属書は、日本国政府の権限に基づいて発給する。 ThisANNEXisissuedundertheauthorityoftheGovernmentofJapan. この附属書は、年月日から年月日まで効力を有する。 Itwillremaininforcefromthedayofuntilthe dayof において年月日に発給した。 Issuedatthedayof 管海官庁（氏名）（印章） 
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第１２号様式（第１５条関係）

第12号様式(第15条関係) 

手 数 料 納 付 書 

 

       殿 

 

    年  月  日 

 

 申請者の氏名又

は名称及び住所 

 

 

 下記の申請について手数料を納付します。 

 

1．申請事項 

 

2．金 額 

 

3．備 考 

 

 収 入

印 紙 
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